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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグⅠ　ヒトミ／金曜日／午前十時～







　ヒトミは自分の身体からだを見下ろし、服ふく装そうをたしかめた。スーツ姿すがた。皺しわは寄よっていない。ネクタイも曲がっていない。シャツとの組み合わせも問題ないはずだ。趣しゆ味みのいい色づかい──とまではいかないにしても、無ぶ難なんな配はい色しよくにはなっている。

　髪かみの毛もだいじょうぶ。ヒトミは手ぐしでとかしつけた。うん、やっぱりだいじょうぶだ。今け朝さは珍めずらしくドライヤーを当ててきた。寝ね癖ぐせの心配はなかった。

　眼鏡めがねを外はずし、レンズをためつすがめつしてみる。緑色のセルフレーム眼鏡。曇くもりも汚よごれもない。よし、これもＯＫ。

「ヒトミ。落ちつきがないぞ」

　隣となりの刑けい事じ部長が注意してくる。

　あわてて眼鏡をかけなおした。

「すいません」

　自分より二つ年上の三年生、刑事部長の服装をながめた。頭は艶つやのある整せい髪はつ料りようでぴっちりと固められている。七しち三さん分けというよりは、もはや八二分けに近い。スーツの着こなしにも隙すきがない。きっとオーダーメイドなのだろう。ヒトミが身につけているような、紳しん士し服ふく店で買った吊つるしのスーツとはわけがちがうのだ。

　刑事部長は北ほく摂せつ高校刑事部を統とう括かつする人物であり、あらゆる物理攻こう撃げきに対して不ふ死じ身みである、という特とく性せいを誇ほこっている。もはや特とく異い体たい質しつと呼よんだほうが正しいかもしれない。ちなみに、刑事部とは学内の治ち安あんを維い持じするための、生徒たちによる自主的な組そ織しきだ。

　その刑事部長が言ってくる。

「他校の刑事を迎むかえるんだ。くれぐれも失礼のないようにな」

「はい。わかってます」

　ヒトミは緊きん張ちようしながらも、自信をもってこたえた。

　少なくとも服装や外見は問題ないはずだ。そうでなければ刑事部長に指し摘てきされているだろう。あとは、ゲストとの受けこたえを無難にこなせるかどうか。

「僕ぼくは、よけいなことはしゃべらない。ひかえめにして刑事部長のお供ともに徹てつする。それでいいんですよね？」

「そうだ。荷物を運んだり、といったことはしてもらうが。それもわかっているな？」

「もちろん！」

　あらためて正面、改かい札さつのほうへ向きなおった。

　時じ刻こくは朝の十時。今日は祝日のため、行き来する人の数は多い。行こう楽らくへ出かけるらしい家族連れなども目につく。

　ちょうどヒトミたちの隣を派は手でな格かつ好こうの女子中学生たちが通り過すぎていくところだった。ヒトミよりは年下に見えるし、かといって小学生にも見えないから、きっと中学生なのだろう。

「けっこう人、いますよね。ちゃんと見つけられるといいけど」

　この街まちは都心から離はなれている。お世せ辞じにも都会とはいえないが、かといって田舎いなかというわけでもない。都会から中ちゆう途と半はん端ぱに遠いぶん、これまた中途半端に百貨店などが発達しているのだ。ふたつの私し鉄てつが交差しているので、そこそこ便利でもある。

「心配ない。改札はここだけだし、相手とは面識がある」

　刑事部長が、改札の奥おくを見つめたままでこたえる。

「そうか。部長は去年も会っているんですよね。相手の人たちと」

「ヒトミは初めてだったな。〈総そう会かい〉は」

「はい。まだ一年生ですから」

　刑事部は全国各地の高校に設せつ置ちされている。もちろんすべての高校というわけではないが、だいたい各県に一校は刑事部を設置した高校がある。

〈全国刑事部総会〉──〈総会〉と略りやくされることが多い──は、それら各校刑事部間の交流会だ。開かい催さい頻ひん度どは年に一回。参加する各校の刑事たちは会場で互たがいに日ひ頃ごろの労をねぎらい、学内犯はん罪ざいに関する情じよう報ほう交こう換かんを行おこなう。

　今こ年としは北摂高校刑事部が幹かん事じ校だった。だからこうしてヒトミたちが出迎えに来ている。いまこの瞬しゆん間かんも、近くのホテルでは同どう僚りようの刑事たちが会場の準じゆん備びに精せいを出しているはずだ。開催は明後日あさつての夜。もうあまり時間がない。

「刑事部長。いまから迎えるのは？」

「北海道の刑事たちと、あとは、主おもに東北の刑事たちだな」

　刑事部長が腕うで時ど計けいに目を落とす。

「午前中に着くのはそれだけだ。彼らをホテルへ案内して、それからまた別の刑事たちを迎えなくてはならない。ここへ戻もどってきて……何度か往おう復ふくすることになるぞ」

「それぐらい──」

　なんでもありませんよ、とこたえようとして、刑事部長の動きにさえぎられた。彼は右手を上げて、改札のほうへ笑えみを向けているようだ。他校の刑事たちが現あらわれたのだろう。

　ヒトミも改札のほうへ目をやった。大おお勢ぜいの乗客たちが吐はきだされてくるところだった。中からスーツ姿の男が次々と出てくる。ヒトミたちのほうへと歩み寄ってくる。合わせて四人。彼らも軽く手を上げ、にこやかな笑みを浮うかべていた。長旅の疲つかれは感じられない。

　先頭の男が口を開いた。

「久ひさしぶりだ」

「ああ。ちょうど一年ぶりだからな」

　刑事部長が言葉を返し、ふたりで軽く抱だきあった。刑事部長はほかの男たちとも順番に抱きあっていった。男たちはいちいち四角い旅りよ行こう鞄かばんやボストン・バッグを下に置き、両手で刑事部長と抱ほう擁ようを交かわしている。どの男たちも高校生のはずだが、刑事部長と同様に貫かん禄ろくがある。

「うわぁ」

　ヒトミは軽い感動をおぼえた。映えい画がみたいだ、と思った。

　本物の男たちというのは、こうやって再会を喜よろこびあうものなのだ。本物の男であり、本物のプロフェッショナルである者たち。彼らは日頃、それぞれの地で、敢かん然ぜんと悪に立ち向かっているのだろう。

　なんて格かつ好こういい生きざまなんだ！──背せ筋すじに寒さむ気けが走り、全身に鳥とり肌はだが立つ。

「初めまして。北摂高校刑事部、服部はつとりヒトミです！」

　ヒトミは目の合った刑事に頭を下げた。思いきり、勢いきおいをつけて。

「お荷物、お持ちします！」

　刑事たちが「ああ、よろしく」といって鞄を差しだし、ついでに手も差しだし、握あく手しゆを求めてくる。刑事部長が満足げにうなずき、それぞれを紹しよう介かいしてくれる──。







　プロローグⅡ　虎とら雄お／金曜日／午後五時～







　緑色の絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、大おお股またで歩いた。

　廊ろう下かに人ひと影かげはなかった。出歩いている客はいなかった。客室清せい掃そう員いんの姿すがたもなし。清掃用のワゴンがエレベータの前に放置されているぐらいだ。清掃員は、いまはどこかの部へ屋やを片かたづけているか──そんな気け配はいは感じられないが──、なにか用があって別の階へ行っているのだろう。

　ホテルは街の中心にあった。中には大だい規き模ぼな催さい事じ場じようがいくつかあり、地元の企き業ぎようや団だん体たいなどがたまに利用している。俺おれが所しよ属ぞくしている北ほく摂せつ高校刑事部も、ちょうど明後日あさつての夕方からとあるイベントでこの催事場を利用するという話だった。俺は準備に直接かかわっていないが、大半の刑事たちは駆かりだされているらしい。

　知ったことか。

　俺は廊下を突つっ切り、目的とする扉とびらの前に立った。部屋番号を確かく認にんする。扉には『７１１』と書かれた金属のプレートが貼はりつけてある。まちがいない。

　腕時計をのぞきこんだ。母方の伯お父じが香港ホンコン土産みやげにくれた高級腕時計（の偽にせ物もの）。時じ刻こくは午後五時。こちらもまちがいない。約やく束そくの時間ぴったりだ。

　心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようしている。全身にうっすらと汗あせをかいている。それが自分でも感じられる。

　息を深く吸すいこんだ。つばを飲みくだした。だめだ、口の中が乾かわいている。

　俺は自分をしかりつけた。

「これぐらいのことで、びびってんじゃねえ」

　自分の左手に目を落とした。ボストン・バッグが握にぎられている。中には札さつ束たばが詰つまっている。合計一千万。今回の取引きには多すぎる金きん額がく。

　おそらく、これほどの額は必要ないだろう。十分の一、ひょっとしたら百分の一もあれば足たりるかもしれない。だが資し金きんが多いに越こしたことはない。

　取引き相手は複数の品を持ってくる、という話だった。ホテルのベッドに商品をずらりと並ならべ、大だい博はく覧らん会かいを開いてくれる、という話だった。ひょっとしたら掘ほりだしものがあるかもしれない。急に予定外のものがほしくなることだってありうる。そのときにカネがあって困こまることはない。そう考えて、俺は全ぜん財ざい産さんを用意してきた。

　あとは、このカネを奪うばわれないように注意することだ。絶ぜつ対たいにカモられるな。

　俺は右手を持ちあげた。やけに重く感じられた。

　ノックした。二秒、待った。

　中からの返答はない。

「なんだ？　寝ねてやがるのか？」

　それとも、大音量でテレビでも観みているのか。

　俺は耳をすませた。音声は漏もれてこなかった。判はん断だんがつきかねる。

　もう一度、あらためて腕時計に視し線せんを走らせた。午後五時一分。

　相手はとっくに中で待っていなくちゃならない時刻だ。取引きの時間に居い眠ねむりをしている、なんて馬ば鹿かな話は聞いたことがない。罠わなだろうか。

　俺はまたノックしてみた。こんどは少し強く。

　だがやはり、返答はない。

「なんだってんだ？」

　俺は扉から一歩、距きよ離りをとった。愛用のロングコートに手を添そえ、前をそっと、少しだけ開いた。

　ズボンの腹はらにはプラスティック製せいのショットガンが差しこまれている。かなり窮きゆう屈くつだが、しかたない。用心のためだ。

　腹に当たる硬かたい感かん触しよく。それを強く意識した。俺はショットガンをそっと抜ぬいた。こいつの触感と重量感は俺を安心させてくれる。なによりも勇気づけてくれる。

　鼓こ動どうが一気に落ちついた。冷静さが俺を包つつみこんだ。

「こいつを超こえる武ぶ器きか」

　考えただけで興こう奮ふんしてくる。緊きん張ちようとは別の理由で血けつ圧あつが上がる。

　そう──俺はこいつを超える、より強力な武器を入にゆう手しゆするためにここへ来たのだ。

　俺のショットガンは改かい造ぞうモデルガンだった。同じ北摂高校へ通かよう三年のダチが作ってくれた一級品。いったん引き金を引けば数十発のＢＢ弾だんが発はつ射しやされ、獲え物ものめがけて暴あばれ狂くるう。威い力りよくはガラスを粉ふん砕さいし、象をも一いち撃げきでしとめると言われている。

　俺はこいつを使い、これまで学内マフィアとの死し闘とうをくぐり抜けてきた。こいつは、いわば俺の相あい棒ぼうだ。決して役者不足というわけじゃない。

　だが、武器が強力であるに越したことはない。

　武器は強ければ強いほどいい。

　俺は最近、とある事じ件けんに関かかわり、一千万という大金を得えることになった。まったくの偶ぐう然ぜんだ。派は手でに使うわけにもいかず（それだと目立ちすぎる）、正しよう直じき、処しよ分ぶんに困こまっていたのだが──あるとき、どうせなら正義のために使おうと思いついた。そして、このカネを使ってより強力な武器を手に入れようと考えたわけだ。

　改造モデルガンではない、本物の武器。本物のショットガン。もちろん金属製の、火か薬やくを使う代しろ物もの。

　それがあれば──たとえばヤクの取引き現げん場ばへ踏みこむ場合、いきなり建たて物ものそのものに弾丸をぶちこみ、壁かべごと中の悪あく党とうどもをぶっ飛ばすことができる。逃とう亡ぼう犯はんの車に弾丸をぶちこみ、一撃で爆ばく発はつ炎えん上じようさせる、なんてこともできる。俺の腕をもってすれば、ヘリコプターや飛行機、それどころか、戦車や装そう甲こう車しやを一撃で機き能のう停止させることだって可か能のうだろう。考えただけで寒気がしてくる。

　売ばい人にんについては、学内の裏うら社会に通じた知人から紹しよう介かいしてもらった。

「その売人が、俺をハメようってんじゃねえだろうな」

　俺はショットガン──もちろん、愛用している改造モデルガンのほうだ──の銃じゆう身しんをスライドさせた。弾丸を薬やく室しつへ送りこんだ。身体の位置をずらし、扉とびらの脇わきに立った。

　念のためにもう一度、扉をノックしてみる。だが何度やっても同じことだ。中はだれも人がいないかのように静まりかえっている。

「まさか、本当に寝てやがるのか？」

　扉の把とつ手てに『おやすみ中です。起こさないでください』の札ふだはない。

「ちくしょう。面めん倒どうかけやがるぜ」

　俺はボストン・バッグを肘ひじにかけて、左の腕をそっと伸のばした。扉の把手をつかんだ。まわしてみる。部へ屋やの内側へ押おしこんでみる。

　驚おどろきだ。鍵かぎはかかっていなかった。扉はあっさりと開いた。

「どういうこった？」

　突とつ入にゆうしてみるしかないだろう。

　俺は扉を、一センチほどすき間を開けた状じよう態たいで固定した。

　息をととのえた。扉の正面へまわり、両手でショットガンを構かまえた。いつでも撃うてる状態だ。その上で、右足をふりあげ、扉を思いきり蹴けりつけた。

　扉が内側へ大きくスイング。部屋の壁にぶちあたった。俺は中へ踏ふみこんだ。窓まどが開いていたらしい。薄うす暗ぐらい午後の光線が俺の目を射いた。

「動くんじゃねえ！」

　声を張はりあげた。恫どう喝かつし、仁に王おう立だちになり、ショットガンを構えた。だが反はん応のうはない。なんの物音も聞こえてこない。鼓こ膜まくをふるわせるのは俺の呼こ吸きゆう音おんだけだ。

　ショットガンの銃じゆう口こうを下げた。室内を見まわした。

　なんの変へん哲てつもないシングル・ルーム。ベッドとサイドボードとデスクと椅い子すとテレビと冷れい蔵ぞう庫こがあるだけの、殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。だれもいない。だれかが隠かくれている気け配はいもない。もっとも、ついさっきまでだれかがいた形けい跡せきはあるが。

　俺は右手にショットガンを、左手にボストン・バッグを持って歩いた。

　ベッドに近づいた。ベッドカバーの上にはスーツケースが広げられていた。蓋ふたが完全に開いている。中には数丁ちようのショットガンがおさめられている。弾丸の箱も入っている。

「ほほう。こいつがありゃあ、問題はねえんだ」

　スーツケースの脇には男物の服が乱らん雑ざつに広げられていた。赤い色のＴシャツにジーンズ、下着に靴くつ下したまで。ベッドの足もと、扉に近いあたりにはスニーカーも置かれていた。だが、いまは、そんなものはどうだっていい。

　俺は自分の荷物をすべて床ゆかへ下ろした。スーツケースのほうへ腕うでを伸ばした。

　端はしから順番に取りあげていく。悪くない。金きん属ぞくの冷たさ、金属の重み。申し分ない。

　上体をくるりとまわし、銃口を壁のほうへ向けてみた。銃身をスライドさせる。空から撃うちしてみる。

「……ん？」

　違い和わ感かんがあった。銃の内側ではたしかに内部機き構こうが作動している。それはたしかだ。

　だが、なにかおかしい。

　なにか引っかかる。

　ふだんは改造モデルガンに慣なれているから、違和感があるのは当たり前なのだが──いや、ちがう。むしろ、この銃の引き金を引いたときの感覚は、ふだん慣れ親しんだ改造モデルガンと似すぎている。だからこそ違和感がある。

　急速に不安がふくらんできた。

「まさか……」

　俺は握にぎる位置を変えた。素す早ばやく銃を分ぶん解かいしてみた。コツさえ知っていれば、銃を分解するのは簡かん単たんなことだ。俺はふだんから改造モデルガンの手入れをしているため、こういった作業には慣れている。特に、ショットガンの構造は熟じゆく知ちしている。

　部品を次々とベッドの上へ放ほうり投げていった。

　そして、愕がく然ぜんとなった。

「なんてこった。こりゃ……こりゃあ、ただの改かい造ぞうモデルガンじゃねえか！」

　俺がふだん使ってる銃に比くらべて、外そと面づらがちょいと本物らしく見えるだけだ。

　分解したショットガンを放ほうりだし、スーツケースの上へ屈かがみこんだ。別の一丁を手にとった。それも分解してみた。

　やっぱりだ。

　実銃に見せるため塗と装そうをしなおし、銃口も加工してあるが──やはり本物ではない。これで実じつ包ぽうを撃つことはできない。

　次々と別の銃もあらためてみたが、そうするまでもなかった。この場に本物の銃は一丁もなかった。

「偽にせ物ものだ。どれもこれも偽物ばかりだ。売人の野や郎ろう！」

　本来ならここにいるはずの売人は、俺に偽物を売りつけるつもりだったのだ。本物だと噓うそをついて！

　俺はいましがた、銃を勝手に手に取り、空撃ちをしてみた。だから偽物だと気づくことができた。だが、もしこの場に売人がいたとしたら、そんなことはできなかっただろう。

　売人は「空撃ちはやめてくれ。銃が傷いたむ」とかなんとか言って、俺が偽物だと見み抜ぬくことを阻そ止ししていただろう。触さわるぐらいのことはさせてくれただろうが、正直、それだけのことで真しん贋がんを判はん断だんできたとは思えない。

　本当に危あぶないところだった。一千万全ぜん額がくとまではいかないにしても、かなりの大金をだましとられるところだった。

「ちくしょう。俺をカモろうなんて、いい度ど胸きようじゃねえか」

　売人はどこだ？

　あらためて部へ屋やの中を見まわした。売人はなぜここにいないのか。おかげで俺は助かったわけだが──なぜベッドの上に服だけが残されているのか。床ゆかに靴まで落ちているのか。これではまるで、売人の野郎が宇う宙ちゆう人じんに『生物だけを消しよう滅めつさせる光線』かなにかを浴あびせられたみたいではないか。

「なにがどうなってやがる？　どこへ行きやがった？」

　俺をカモるつもりだったが直前になって怖こわくなり逃にげだしてしまった──なんてことも考えられるが、それだと荷物が置いてあることの説明がつかない。ここに靴まで置いていく必要はないのだ。売人の野郎にどんな事じ情じようがあったとしても。

「わかんねえな」

　俺は部屋をくまなく調べてみた。売人はどこにもいなかった。窓も調べてみたが、「窓の外の樋といに隠かくれている」なんて状じよう況きようがあるはずもない。

　俺はふと思い立ち、バスルームの中ものぞいてみた。

　そこで、あっけにとられた。

「なんてこった」

　売人らしき男が死し亡ぼうしている。

　俺は売人と面めん識しきがなかった。ここで初めて顔を合わせる予定だった。だから、たしかなことは言えない。これが売人だと断定することはできない。

　だが、おそらくまちがいないだろう。

　それ以外には考えられない。

　男は浴よく槽そうの中で、全ぜん裸らで倒たおれていた。なかば前の壁かべに寄よりかかるような格かつ好こうだ。浴槽も彼の身体からだもまだ濡ぬれている。赤い液えき体たいがにじみ、広がっている。売人の血液であることは疑うたがいようもない。

「この馬ば鹿か野郎が。俺にぶっとばされる前に、死んじまってどうする……」

　なぜこの男が殺されたのか、ということについては、だいたいの想そう像ぞうがついた。

　こいつは俺に偽物の銃じゆうを売りつけようとしていた。おそらく、ほかでも似にたような詐さ欺ぎを働いていた、ということだろう。そのため、報ほう復ふくとして殺されてしまった、ということだろう。たちの悪い相手を引っかけてしまったのだ。

　恐おそる恐る、死体の肩かたに手をかけてみた。死体の身体を起こし、顔を見てみた。血だらけだ。額ひたいを割わられている。元がどんな顔だったかもわからないようなありさま。

　この男、売人が襲おそわれたときの状況を想像してみた。簡かん単たんだ。

　売人は俺との取引きの前にシャワーを浴びていた。そこへ犯はん人にんが侵しん入にゆうしてきた。犯人はユニットバスのカーテンをさっと開けて、売人の頭をつかみ、前の壁に思い切り打ちつけた。それで終わり。

　俺おれは浴槽の上部、シャワーのホルダーがある側の壁を見てみた。案の定じよう、血が大量についていた。ちょうど人の頭が来るあたりだ。売人が頭を打ちつけられた部分。

　一いち撃げきで売人を殺やったとすると、犯人は相当な力の持ち主だったのだろう。十中八九、男の仕し業わざだ。

「まったく。腹はらが立ったってのはわかるけどよ──」

　ふいに、廊ろう下かのほうからチーン！　という音が聞こえてきた。

　エレベータの到とう着ちやくを告つげる音だ。だれかがこのフロアへやってきたらしい。

　俺は反はん射しや的にバスルームから出た。室内を横切り、部屋の扉とびらから頭だけをわずかに突つきだし、廊下の様よう子すをたしかめてみた。

　そこで自分の目を疑った。バスルームで死体を発見したとき以上に。

「あれは〈まるだし刑デ事カ〉！　それに、ヒトミ！　ほかの刑けい事じたちもいるじゃねえか！」

　同どう僚りようの刑事たちだ。皆みな、俺と同じく北摂高校の刑事部に所しよ属ぞくしている。
















　特に〈まるだし刑事〉は有ゆう能のうなことで知られている。あいつは頭の上から爪つま先さきまで一いつ切さいなにも身につけていない、名前のとおり完全なる全裸の刑事だ。その奇き矯きような外見に反し、刑事部随ずい一いちの検けん挙きよ数すうを誇ほこっている。

「なんで、〈まるだし刑事〉たちがここに……？」

　あいつらがこの部屋を目め指ざしていることはまちがいない。あと十秒もすれば踏みこんでくるだろう。

　俺は部屋の中を見まわしてみた。バスルームの扉が否いや応おうなく目についた。

　死体のある部屋に銃を持って入りこんでいる俺。よけいな疑うたがいを持たれることは想像に難かたくない。弁べん明めいに苦労することは必ひつ至しだ。

　それに、それだけではない。

「ま、まずいじゃねえか」

　俺は闇やみ取とり引ひきのためにここへ来ていたのだ。

　いくら正せい義ぎのための武ぶ器き調ちよう達たつとはいえ、違い法ほうな取引きであることにちがいはない。俺が闇で本物の銃を手に入れようとしていたこと。売人と取引きしようとしていたこと。それが刑事部の連中にばれてしまう。それだけは避さけたい。下へ手たをすれば刑事の資し格かくを剝はく奪だつされてしまいかねない。

　さらに、さらに。

　俺が持じ参さんしているカネは、元はといえば刑事部のカネなのだ。刑事部が誘ゆう拐かい事じ件けんの身みの代しろ金きん用に用意していた一千万。それが偶ぐう然ぜんにも俺の懐ふところへ転ころがりこむことになった。

　このままではその事実、俺だけが知っている事実まで明るみに出てしまう。当然、一千万は刑事部に返へん還かんされることとなってしまう。俺の「本物のショットガンを手に入れる！」という野や望ぼうはあっさりとついえる。永えい遠えんに。今回の売人から手に入れ損そこねただけではなく。

「んなこと、納なつ得とくできるわけねえ！」

　逃にげるしかない。迷まよっている時間はない。

　俺は室内の窓まどへ駆かけ寄った。地上を見下ろしてみた。

　ここは七階だ。飛び降おりられる高さではなかった。近くに配はい管かんなどはない。下まで伝つたっていける手がかり、足がかりは皆かい無む。シーツをベッドの足に結びつけて下まで──なんて悠ゆう長ちようなことをやっている時間もない。そもそも、長さがどう見ても足りない。

「ちくしょう」

　正しよう直じき、焦あせりまくった。

　この部へ屋やから出て〈まるだし刑事〉たちの間を抜ぬけていく──ということは不ふ可か能のう。まずまちがいなく呼よびとめられてしまう。ここへ居い残のこり、通報を聞いて駆けつけたふりをする、というのも無理だろう。噓うそはすぐにばれる。〈まるだし刑事〉は有ゆう能のうな刑事だ。見抜かれてしまうに決まっている。

　思いだした。部屋の外だ。廊ろう下かの突きあたり、つまりこの部屋のすぐ隣となりには窓があった。窓には非ひ常じよう時じ脱だつ出しゆつ用ようのはしごが備そなえつけてあった。あれで逃げるしかない。

「その前に……」

　俺はベッドカバーをつかんだ。上にのっていたスーツケースと偽にせ物ものの銃じゆうと男物の服を跳はねとばし、カバーを乱らん暴ぼうにはぎとった。それを頭からかぶった。これで刑事たちに顔を見られる心配はなくなった。

　ショットガンを自分のボストン・バッグに突っこんだ。俺はシングル・ルームから飛びでた。

　エレベータのほうで声があがった。刑事たちの声。目当ての部屋から突とつ如じよとして現あらわれたベッドカバー男（俺のことだ）に肝きもをつぶしたのだろう。

　時間がない。俺は廊下の突きあたり、窓の前でかがみこんだ。四角い金属製せいの箱を開け、中からはしごを取りだした。すぐさま立ちあがり、窓を開けて、折りたたみ式のはしごを放ほうり投げる。外からの風が吹きこんでくる。

「なんだ貴き様さま!?」

「おい待て！」

　刑事たちの声が飛んでくる。もちろん相手にしている暇ひまはない。

　俺は窓まど枠わくをまたぎ越こえた。追いすがってくる刑事たちの姿すがたが目に入った。当然のことながら〈まるだし刑事〉は全ぜん裸らだ。

　走る〈まるだし刑事〉を正面から見るのは奇き妙みような気分だった。思わず赤せき面めんし、視し線せんを横へそらしてしまう。彼の股こ間かんではとても大切なものがゆっさゆっさと揺ゆれている。

　うしろではヒトミが小さな身体を目いっぱい動かし、必ひつ死しで〈まるだし刑事〉についていこうとしている。あいつは女みたいな名前をしているが、一いち応おうは男だ。緑色のセルフレーム眼鏡めがねをかけた一年生で、一時期は俺のお目付け役をしていたこともある。

　ヒトミも赤面しているようだが、あれはきっと〈まるだし刑事〉の尻しりが目の前にあるためだろう。ひきしまった尻は白い。

「悪あく党とうみたいな真ま似ねはしたくねえが。いまは、しかたねえ！」

　俺は窓枠にまたがり、ボストン・バッグからショットガンを抜いた。刑事たちに向けて一発、ぶっぱなした。逃げる時間をかせぐために。

〈まるだし刑事〉はとっさに身を投げて、絨じゆう毯たんの上に伏ふせた。彼の尻の上を無数のＢＢ弾だんが通つう過かしていく。

　ほかの連中は弾丸をまともに食くらい、ある者は倒たおれ、ある者はうしろへふっ飛び、ある者は仰あお向むけにのけぞった。ヒトミは悲ひ鳴めいをあげてしゃがみこみ、頭をかかえこんでいる。

　距きよ離りがあるから、それほどの威い力りよくはないはずだ。どの刑事も死ぬようなことはないだろう。俺はそう願った。

　ショットガンをまたボストン・バッグに突つっこみ、片かた手てではしごを降りていった。なんとか地上までたどり着いた。アスファルト舗ほ装そうの道へ飛び降り、両手両足で落下の衝しよう撃げきを殺した。

　頭のベッドカバーが恐おそろしく邪じや魔まだ。俺は七階の窓を見上げた。

〈まるだし刑事〉が窓に取りつき、こちらを見下ろしていた。仲間たちに声を飛ばし、エレベータで降りるように指し示じしている。自分ははしごを伝つたって（全裸で）降りてくるつもりのようだ。

　彼の、獲え物ものに食らいついたら放さない根こん性じようには敬服する。だが、これだけ距離が開いていれば、いまから追いつかれることはないだろう。

　念のため、俺は上に向けて一発ぶちかました。身を乗りだしていた〈まるだし刑事〉が手で顔を守る。

　俺はあらためてベッドカバーで顔を隠かくした。その場から走り去った。







　第一章　逃とう亡ぼう者しや










　　　ヒトミ／金曜日／午後六時～




　現げん場ばは北ほく摂せつ高校刑事部によって封ふう鎖さされた。

　いまは大おお勢ぜいの刑事たちが出入りし、現場検けん証しようが行おこなわれている。鑑かん識しきを担たん当とうする者たちが写真撮さつ影えいや証しよう拠こ品ひんの収しゆう集しゆうに精せいを出している。

　現場を指し揮きしているのは〈まるだし刑デ事カ〉だ。彼がこの件けんの担当となった。刑事部では基き本ほん的に「最初に事件の通つう報ほうを受けた者が担当になる」という不ふ文ぶん律りつがある。

　いまから三十分ほど前。あわてふためいた女じよ性せいの客室清せい掃そう員いんが「だれか！　部へ屋やでお客さんが、お客さんが──」と叫さけびつつフロントへ駆かけつけてきたとき、彼女に対して最初に「どうしました？」と話しかけたのが〈まるだし刑事〉だった。その会話が通報代がわりということになった。

「〈まるだし刑事〉……」

　尊そん敬けいする先せん輩ぱい、刑事部の中でも刑事部長に次ぐ存そん在ざいと目もくされている刑事に話しかけながらも、ヒトミは思わず息をのんでしまった。カメラのフラッシュがたかれるたびに、〈まるだし刑事〉の股こ間かんが鮮せん明めいに浮うかびあがり、壁かべに影かげを投げかけているのだ。大きい。

「なんだ、ヒトミ？」

「早めに現げん場ばを保ほ存ぞんできたの、本当に幸運でしたよね」

「まったくだ。〈総そう会かい〉のためにここへ来ていなかったら、事件のことを知ることもできなかった」

〈まるだし刑事〉たちはこのホテルで〈総会〉の準じゆん備びを行っていた。ヒトミは自分の仕事──駅で他校の刑事を出で迎むかえること──を終えて、〈まるだし刑事〉たちを手伝いはじめたところだった。ホテルの支し配はい人にんと当日の段だん取どりを確かく認にんしていたところへ、例の清掃員が駆けつけてきたのだ。

　いまごろ刑事部長はどこかで美お味いしいものを食べていることだろう。他校の刑事たちを接せつ待たいしていることだろう。さっきヒトミが携けい帯たい電話に連れん絡らくし、事件のことを伝えたところ、「いまは席を外はずせない」という返事だった。

「我わが校の生徒が関係した──少なくともそう考えられる事件」

〈まるだし刑事〉が部屋に備そなえつけのペンを使い、床ゆかに投げだされたスーツケースをつつきながら話す。

「我われ々われが捜そう査さするのが筋すじだからな。それができてよかった。不幸中の幸さいわいといったところだ」

「そうですよね。僕らがあそこで──ホテルのフロントで話を聞けなければ、きっとホテル側は本物の警けい察さつに連絡していたでしょうし」

　ヒトミたちは〈全国刑事部総会〉の名前で催さい事じ場じようを予約している。清掃員に対しては〈まるだし刑事〉が「安心してください。我々は警察です」と名乗っていた。ホテル側は皆みな、ヒトミたちを本物の警察と勘かんちがいしている。〈まるだし刑事〉の異い様ような迫はく力りよくと存そん在ざい感かんが功を奏そうしたのだろう。

　ヒトミは窓の外をながめた。夕日の残ざん滓しが躍おどっている。ため息をついた。

「ほんとにあの人──虎とら雄おさん。なんでこんなことしたんでしょう？　どうせろくな理由じゃないとは思いますけど」

　扉とびらのほうへ目を移うつした。開きっぱなしになっており、そこから廊ろう下かを見ることができた。

　室内と同じく、廊下でも鑑かん識しきの者たちが床にかがみこみ、証拠品の収集に精を出している。小さなビニル袋には大量のＢＢ弾だんがおさめられ、回収されている。

　刑事部の刑事たちは皆、それぞれ改かい造ぞうモデルガンを所持している。だがショットガンタイプを使う者などひとりだけだ。否いな──刑事部だけではなく学校中、いや街まち中、いや世界中をさがしたところで、あれほど強力な改造モデルガン／ショットガンを使う者など見つからないだろう。

　北摂高校二年、刑事部殺人課所しよ属ぞく、宇う野の辺べ虎雄──通つう称しよう〈ショットガン刑デ事カ〉。

　今回の件が彼の犯はん行こうであることは疑うたがいようがない。

〈まるだし刑事〉が顔を上げた。全ぜん裸らの男がしゃがみこんでいる姿すがたは異様だった。

「〈ショットガン刑事〉の行動は、たまに理り解かいできないことがある」

「たまに、なんてもんじゃないですよ。いつもいつも、ふりまわされてばかりです」

　無む残ざんにカバーをはぎとられたベッドが目に入る。シーツの鮮あざやかな白が目に痛いたい。

　虎雄はなぜベッドカバーをかぶろうなどと考えたのだろう。まさか、あれで自分の正体を隠かくせると思ったわけではないと思うが。あれだけ派は手でにショットガンを撃うっておきながら。

　ヒトミは息を長く吐はきだした。バスルームのほうへちらりと視し線せんを走らせる。中は別の刑事が調べている最中だ。被ひ害がい者しやは十分ほど前に病院へ運ばれていた。

「襲おそわれた人の身元。わかりました？」

「いや、まだだ」

〈まるだし刑事〉が立ちあがった。どうやらスーツケースからは手がかりが得えられなかったらしい。分解された改造モデルガンが散乱している理由も不明だった。

「顔が血けつ液えきでひどく汚よごれていたからな。よく知っている者が見ても、すぐ本人だとは見分けられまい。性せい別べつは男性、年ねん齢れいは我々ぐらいだと思うが。わかっているのはその程てい度どだ」

「容よう態だいのほうは？」

「なんとも言えんな。さっき病院へつきそっていった連中から電話があったが。意い識しきはまだ戻もどらないらしい」

「重じゆう傷しようですよね」

　死ななかっただけましというものだろう。

　最初、被害者を見たとき、ヒトミは絶ぜつ対たいに死んでいるものと思った。実じつ際さいはちがったわけだが、それでも殺人未み遂すい事じ件けん──被害者が襲おそわれたときの状じよう況きようを考えれば、暗あん殺さつ未遂事件と呼よんだほうがしっくりとくる──ではある。

「皮ひ肉にくですよね。刑事部唯ゆい一いつの殺人課所属刑事、〈ショットガン刑事〉が殺しの容疑者になるなんて」

「ああ。絶対にゆるされることじゃない」

〈まるだし刑事〉が重々しくうなずく。

「虎雄さん、僕らに向けて豪ごう快かいに発はつ砲ぽうしてましたもんね。発砲して逃にげた──決定的ですよ。あの人が犯人なんだ」

「一いち応おう、刑事部のオフィスに連れん絡らくして、あいつの行きそうな場所は見み張はらせておいたが。逮たい捕ほできるかどうかは疑問だ」

〈まるだし刑事〉はいったん言葉を区切り、また口を開いた。

「それにしてもわからんな。なぜ〈ショットガン刑事〉が暗殺を試こころみたりしたのか。あいつに敵てきがいたとは思えない」

「それはどうかと思いますけど……」

「それに、やり方があいつらしくない。〈ショットガン刑事〉がショットガンを使わず、素す手でで相手の頭を壁かべに打ちつけた、というのは。どうも納なつ得とくができかねる」

　と、室内に電子音が響ひびき渡わたった。携けい帯たい電話の着信音らしい。

　ヒトミは反はん射しや的に自分のポケットを手で押おさえた。携帯の状じよう態たいをたしかめてみるが、鳴なってはいないようだ。それに、これは自分が設せつ定ていしている着信メロディとは異ことなる。

　ほかの刑事たちも奇き妙みようそうな顔で自分の携帯を取りだし、「だれのが鳴ってるんだ？」という顔で視線を交かわしていた。

「おれのだ」

〈まるだし刑事〉が言い、自分の股こ間かんに指先を入れた。そこからストレート・タイプの黒い携帯電話を取りだした。いったいどこに入っていたというのか？

　──ヒトミは、深く考えないことに決めた。

「すまない、みんな。ふだんはバイブレーション機き能のうにしているんだが」

　そう言って〈まるだし刑事〉は通話ボタンを押しこみ、携帯を耳に当てた。

　ヒトミは、やはり、深く考えないことに決めた。

〈まるだし刑事〉が電話の相手と話しはじめる。

「なに？　詳しよう細さいは……そうか。まあ当然だな。いや、ちょっと待て。それは不ふ可か能のうだ。人手が足たりないのはこちらも同じだ。暗殺未遂事件の件は聞いているな？　そう、おれが担たん当とうしている……いや。ああ、それを調べるのがおれの仕事だ。ああ。おれが行く必要はないだろう。今回は、そう」

〈まるだし刑事〉が身体からだの向きを変えた。ヒトミと目が合う。

　一いつ瞬しゆん、〈まるだし刑事〉の口もとがほころんだように見えた。

〈まるだし刑事〉が電話でのやりとりを続ける。

「今回はヒトミをまわそう。うむ……かまわん。あれは、あくまで慣かん例れいだ。問題ないだろう。わかった。では、彼に代わる」

〈まるだし刑事〉がヒトミのほうへ携帯電話を差しだしてくる。

　ヒトミは人さし指で自分の顔を示しめし、たずねた。

「僕ですか？」

「そうだ。このややこしいときになんだが、学校のほうで別の事件が起きたらしい。くわしくは〈エプロン刑デ事カ〉から聞いてくれ」

「それで、なんで僕に？」

「学校の件はヒトミ、おまえに担当してもらう。心配しなくてもいい──それほど難なん解かいな事件ではないだろう」

「僕が、事件の担当ですか？」

「問題があるのか？」

「だって、事件の担当は、基き本ほん的に通つう報ほうを受けた人がなるんじゃ……」

「あれは基本的に、というだけだ。事じ情じようが事情だからな」

「はあ」

　携帯を受けとった。受けとる手が、指先がふるえた。危あやうく落としそうになった。

　僕が事件の担当！

　ヒトミはまだ一年のため、刑事部のオフィスで電話を取ることはなく、従したがって事件を直ちよく接せつ、担当したことはこれまでに一度もなかった。本当に事件の担当をまかされるとしたら、これはヒトミにとって初めての担当事件ということになる。

　担当事件、そして担当刑事！──なんと甘かん美びかつ勇ましい響ひびき。夢ゆめのようだ。僕はこのために刑事部へ入ったんだ！　これがやりたくて刑事になったんだ！

　慣かん例れいにこだわるなんて馬ば鹿かげている。先せん輩ぱいである〈まるだし刑事〉が「やれ」と言ってくれているのだから、断ことわる理由などなにもない。

「できるな？」

「はい！」

　ヒトミは〈まるだし刑事〉にこたえた。

　あらためて、携帯電話に声を吹ふきこむ。

「も、もしもし」

『もしもし、ヒトミくん？』

　受話口から〈エプロン刑事〉の甲かん高だかい声が聞こえてきた。

　彼女は〈まるだし刑事〉の妹であり、刑事部内ではアイドル的な存そん在ざいと言っていい。真っ白な、丈たけの短いエプロン一枚しか身につけておらず、うしろへまわれば裸はだかの肢し体たいが丸見えになってしまうのだが──彼女は神かみ業わざ的な動きで他人が背はい後ごへまわることを防いでおり、彼女の背せ中なか（そして裸の下半身！）を見たことがある者は世界中にひとりもいない。少なくともいないと言われている。

　当然のことながら、ヒトミも〈エプロン刑事〉の背中を見たことはなかった。

「はい。そうです。ヒトミです」

　思わず緊きん張ちようし、顔を赤らめてしまう。ついつい〈エプロン刑事〉の姿すがたを想そう像ぞうしてしまったのだ。あの姿は、ヒトミには刺し激げきが強すぎる。〈まるだし刑事〉と〈エプロン刑事〉。彼らは街で最もつとも刺激的な兄妹だ。

『いまお兄ちゃんとも話してたんだけどね。学校のほうで別の事じ件けんが起こったの。物もの盗とり目的の家か宅たく侵しん入にゆう事件みたいなんだけど。女子寮りようの部へ屋やが荒あらされちゃって。それで、〈総そう会かい〉の準じゆん備びもあって、こっちはみんな出で払はらってるでしょ？　あたしは別件があって動けないし。お兄ちゃんに担当を頼たのんだら断られちゃったし』

「それで、僕が担当ということですね」

『うん。お願いできる？　ヒトミくんなら信用できるし』

　ヒトミくんなら信用できる！

　なんと光栄な言葉だろう。まさに、天にも昇のぼるような気持ちだった。

「もちろん！」

「こっちの件は心配しなくていい。すぐに向かってくれ」

〈まるだし刑事〉がヒトミの肩かたに手を置いてきた。

　ヒトミは力強くうなずいた。

「わかりました！」

『じゃあ、待ってるね』

〈エプロン刑事〉が通話を切った。

　ヒトミは携けい帯たいを〈まるだし刑事〉に返した。

「ありがとうございます。僕、がんばりますから！　絶ぜつ対たいに解決してみせますから！」

「当然だ。刑事らしい働きを見せてくれ」

〈まるだし刑事〉はヒトミから携帯を受けとり、またもそれを自分の股こ間かんへと戻もどした。

　ヒトミは、自分が寸すん前ぜんまで頰ほおにぴったりとつけていた電話機が最初どこにあったか、そしていままたどこへ戻されたかに思い至いたり、危あやうく気を失うしないそうになった。
















「さあ、出動だ」と〈まるだし刑事〉が言い、ヒトミの肩を力強く叩たたく。







　女子寮の敷しき地ちへ入るのは恐おそろしく緊張する。普ふ通つうに歩いているつもりでも、どうしても動きがぎこちなくなる。ロボットのような歩き方になる。時間が時間だけになおさらだ。すでに空からは太陽が消え、あたりは暗くなっている。

　敷地の入り口には守しゆ衛えいの詰つめ所が建たっている。プレハブ家か屋おくのような、小さな建たて物ものだ。ヒトミは刑事部の身分証しよう明めい書しよを提てい示じし、そこを通った。初老の守衛はすでに連れん絡らくを受けていたらしく、重々しくうなずいただけで、あっさりと通してくれた。

　ヒトミは幼よう稚ち園えんの頃ころに観みたファンタジー映えい画がのことを思いだした。あの中では巨きよ大だいな二体のスフィンクス像（だったと思う）が登場し、間を通ろうとする者を監かん視しするのだ。通ろうとする者が恐きよう怖ふ心しんを抱いだいた瞬しゆん間かん、スフィンクスは目から怪かい光こう線せんを発はつ射しやし、その者を黒こげにしてしまう……。

　幸さいわい、女子寮の守衛が目からビームを発するようなことはなかった。

　ヒトミは女子寮の建物へ向かった。寮は新寮と旧きゆう寮りように分かれており、新寮のほうはマンションのような造つくりになっている。北摂高校の敷地は異い様ように広い。全寮制せいであり、高校というよりは外国の大学キャンパスを想そう起きさせる。

　ヒトミは両側に芝生しばふの広がる舗ほ装そう路ろを進み、部屋が荒らされたという寮の棟とうに入った。

　階段をのぼり、二階へと出た。すれちがう女子生徒たちの視線が気になる。強ごう盗とうが入った、という話はすでに広く伝わっているらしく、ヒトミが刑けい事じであることはわかってくれているようだが──それでも、本来いるべきでない場所へ入りこんだ、という居い心ごこ地ちの悪さは消えない。つとめて前だけを見るようにして進んだ。

　目的の部屋までたどり着いた。通つう報ほうしてきたのは隣となりの部屋の住人だという。

「まずは、話を聞いたほうがいいよな」

　ヒトミはせきばらいひとつ、隣りん室しつのインターホンを押おした。表ひよう札さつはどの部屋にもついていない。

　扉とびらが開き、中から女子生徒が出てきた。ショートカットの、気さくな雰ふん囲い気きの生徒だった。

「すいません。刑事部の者です」

「ああ──」

　女子生徒が納得顔でうなずく。

　ヒトミは緊きん張ちようしながらも、手順どおりに聞きこみを行おこなった。

　彼女は自分が目もく撃げきしたことを順を追って話してくれ、質しつ問もんにも快こころよく返答してくれたが──残念ながら、犯はん人にん逮たい捕ほの決め手になるほどの情じよう報ほうはなかった。

　いまから四十分ほど前、女子生徒は学校の本ほん校こう舎しやから寮へと戻っていた。自室がある棟の下を通りかかったところ、上から盛せい大だいな物音が聞こえたという。戦場にでも迷まよいこんだのではないか、と思うほどの物音だったらしい。

　彼女が寮の建物を見上げてみたところ、音の発はつ生せい源げんは自室の隣の部屋らしいとわかった。窓まどのカーテンを通して、室内で動きまわっている複ふく数すうの人ひと影かげも目に入った。

　これはただごとではないと考え、彼女は寮の建物に入り、大あわてで隣室へ駆かけつけた。だが一瞬、遅おそかったらしく、音を立てていた者たちは立ち去ったあとだった。

　隣室の玄げん関かん扉は開いており、彼女が自分であらためてみたところ、中は荒らし放題。衣類や食器などが床ゆかを埋うずめるように散さん乱らんしており、家具などは残らず破は壊かいされていたという。

　彼女は状じよう況きようを確かく認にんすると、自室へと移い動どうし、すみやかに刑事部へ通報した。その通報を〈エプロン刑事〉が受けて、仕事を〈まるだし刑事〉へ、さらにはヒトミへとまわした、というわけだ。

「私、室内のものには手をふれないようにしておきました。そのほうがいいんですよね？　刑事ドラマとかでよく言ってますけど」

「はい。助かります」

　ヒトミは感心しつつ礼を言った。よく気のつく通報者だ。

　さらに質問を続ける。

「隣室の人。部へ屋やを荒あらされた人ですけど、まだ帰ってないんですよね？」

「はい。このこと、早く知らせたほうがいいでしょうね。本人に」

「名前とか学年とか部活とか、わかりますか？　できればどういう人なのか、とかも」

　女子生徒は首を横にふった。

「隣の人、忙いそがしい人みたいで。お話ししたことは一度もないんです」

「そうですか……」

　ヒトミは女子生徒にふたたび礼を言い、とりあえず名前と電話番号だけをひかえ、部屋へと引きとってもらった。「なにか思いだしたり、思いついたことがあれば連絡してください」と言い、自分の携帯番号を伝えることも忘わすれない。

「さてと。まずは現げん場ば検けん証しようか……」

　ヒトミはため息をつき、荒らされた部屋へ注意を向けなおした。

　家か宅たくへの不ふ法ほう侵しん入にゆう事じ件けん、ということになるだろう。人が殺されかけた事件と比くらべれば地じ味みだが、やりがいのある仕事ではある。なんと言っても初の担たん当とう事件なのだ。しばらくすればホテルへ行っている鑑かん識しきの連中も駆けつけてくれる。それまでに、できるかぎり自分で証しよう拠こを集めなければ。

　ヒトミは扉の把とつ手てに手をかけた。

　と、服のポケットの中で携けい帯たいがふるえた。

「だれだろう？」

〈まるだし刑事〉からだろうか。もう虎雄がつかまったのだろうか。

　ヒトミは携帯を取りだし、液えき晶しよう画面を見てみた。公こう衆しゆう電話からかかっている。

　通話ボタンを押して、電話機を耳に当てた。

「もしもし」

『俺おれだ』

　虎雄の声だった。暗殺未み遂すい事件の容よう疑ぎ者しや、〈ショットガン刑事〉。







　　　虎雄／金曜日／午後七時三十五分～




『虎雄さん!?　俺だ、じゃないですよ。いまどこにいるんですか？　どこからかけているんです!?』

「うるせえ！　きゃんきゃんわめくな。耳が痛いてえだろうが！」

　俺はヒトミを怒ど鳴なりつけた。思わず声がでかくなった。あわてて周囲へ視し線せんを走らせ、声を落とした。俺は逃とう亡ぼう中の身だ。目立つことは避さけたい。

　公衆電話の受話器を握にぎりなおした。周囲には夜の帳とばりが下りている。ありがたい。顔を隠かくすには都つ合ごうがいい。

　ただし、俺がいまいる場所は北ほく摂せつ高校の敷しき地ち内だ。最も客が少ないと言われている第二食堂。その入口の横にある古ぼけた公衆に張はりつき、ヒトミに電話をかけている。

　隣となりをいつ刑事部の人間が通りかかっても不思議ではない。この公衆電話は自動販はん売ばい機きの陰かげになっているため、見とがめられることはまずないと思うが、それでも危き険けんであることに変わりはない。大声を出して自分の居い場ば所しよをアピールする、なんて論ろん外がいだ。

「おいヒトミ。俺を信用してくれるか？」

『できるわけないでしょうそんなこと！』

　一いつ瞬しゆんで、あまりにも明めい確かくなこたえが返ってきた。

『虎雄さんは殺人事件の容疑者なんですよ!?　殺害現場から逃げだしておいて、逃げながら僕ぼくらに発はつ砲ぽうまでしておいて、なんで信用できるっていうんです!?』

「ちくしょう、やっぱりばれてたか。なんであれが俺だってわかったんだ？　顔だって隠してたはずだぜ」

『ばれるに決まってるでしょう!?　自分がなにを使ったか考えてください。どんな武ぶ器きを使ったのか！』

　しまった、そうか。ショットガンのせいか。

　俺は足の間に置いたボストン・バッグを見下ろした。ファスナーの間からショットガンの銃じゆう把はがのぞいている。

「だけどよ、ショットガンだけで俺がいたと見み抜ぬくとは──さては〈まるだし刑デ事カ〉の推すい理りだな。そうにちがいねえ」

『べつに〈まるだし刑事〉じゃなくたってわかりますよ。服ふく装そうだっていつもと一いつ緒しよです！』

「くそっ。それもあったか」

『それより、どういうつもりなんですか？　なんであんなことしたんです？　なんで暗殺なんか!?』

　暗殺か。なるほど。目的はともかく、やみうち、という意味では暗殺と言えるかもしれない。

「ヒトミ、聞いてくれ。あれは俺がやったんじゃねえ。俺を信用して、俺のために動いてくれ」

『馬ば鹿か言わないでください。信用なんてできるわけありません！　第一、潔けつ白ぱくなら逃げたりしなきゃいいじゃないですか。話は刑事部のオフィスで聞かせてもらいます。聞かせてもらうというか──〈まるだし刑事〉が聞いてくれます。なんでもいいですから、早く自首してください。罪つみが重くならないうちに、早く！』

　取りつくしまもない。しかも、事じ件けんの担当は〈まるだし刑事〉だというじゃねえか。

　やっかいなことになった。自首して話を聞いてもらうもなにも、俺は別の違法取引きを行うためにあそこを訪おとずれていたのだ。正しよう直じきになんて話せるわけがない。

「おいヒトミ。なら、ぜいたくは言わねえ。せめて捜そう査さ状じよう況きようだけでも教えてくれねえか？　事件について、いま刑事部がつかんでることだ。なんだっていい」

『冗じよう談だんじゃありませんよ。捜査状況なんて極ごく秘ひ事じ項こう中の極秘事項です。それを容疑者に教えるだなんて言ごん語ご道どう断だん！　本気で言ってるんですか？　虎雄さん、どうかしてるんじゃないですか？　そりゃどうかしてなきゃあんなことしないとは思いますけど！』

　受話口からヒトミの声変わりしていない（あるいはしたばかりか、していたとしてもたいした変化がないらしい）わめき声が響ひびく。それが俺のいらだちを増ぞう加かさせる。鼓こ膜まくに突つき刺ささるようだ。

『虎雄さん、いまどこにいるんですか？　それだけでも言ってください。どこでなにをしてるか──』

　俺は電話を叩たたき切った。受話器をフックに投げつけたが──ちくしょう、外はずれた。俺はくるくるとまわる受話器を取りあげ、フックにかけなおした。

　いまや、俺は完全に暗殺事件の容よう疑ぎ者しやだ。それもこれも、みんなあの売ばい人にんが悪い。ぶっ殺してやる。いや、それは無理か。

　とにかく、売人と売人を殺した野や郎ろうには責せき任にんをとってもらわなくちゃならない。

「まったく……」

　寮りようの部へ屋やへ帰ることもできやしない。もうそれなりに遅おそい時間だというのに。

　俺は腕うで時ど計けいをあらためた。午後七時四十分。そろそろ腹はらも減へってきた。部屋へもどれば菓か子しパンが残っていたはずだが、あれについてはあきらめるしかない。歯は嚙がみしたい気分だった。

「ちくしょう。どうすりゃいいってんだ？」

　あれから──売人が死んでいたホテルを脱だつ出しゆつしてから、俺はまずバスに乗りこみ、北摂高校へ帰ったのだ。

　刑事部のオフィスは『部室棟とう』と呼よばれる文化部の部室が集まった建物に入っている。だが俺の所しよ属ぞくする刑事部殺人課だけは別にオフィスを構かまえている。倉そう庫こを改かい造ぞうした一階建ての長屋、その一角だ。殺人課に所属しているのは俺だけ。従したがって殺人課のオフィスは俺だけの城しろと言っていい。

　俺はそこへ戻もどろうと思った。だが長屋へ近づく寸前、第六感が俺に危き険けんを告つげたのだ。なにかくさいぞ、と警けい告こくを発したのだ。

　殺人課のオフィスは土手や植えこみに接せつしている。俺は植えこみの中に隠れ、オフィスのほうを慎しん重ちようにうかがってみた。するとどうだ。オフィスを構こう成せいするブロック塀べいの角に隠かくれ、刑事部の〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉がこっそりと様よう子すをうかがっているではないか！

〈出歯亀刑事〉はすべての事件を盗ぬすみ見と盗み聞きだけで解かい決けつするという、刑事部内でも一、二を争あらそう破は廉れん恥ちな刑事だ。

　そういえば少し前、女子トイレにビデオカメラが仕し掛かけられる、という事件があった。盗とう撮さつ未み遂すい事件というやつだ。女子生徒によってビデオカメラが発見され、すぐさま刑事部へ通つう報ほうされたものの、犯はん人にんはつかまらなかった。犯人はビデオカメラの回かい収しゆうに現あらわれなかった。そこまではいい。

　それから約一か月の間、〈出歯亀刑事〉はその女子トイレの清せい掃そう用具入れに身を隠し、犯人が現れるのをずっと待ち伏ぶせしていたのだ。本人は「張はりこみ捜査だ」と主しゆ張ちようしていたが、俺はその犯人（盗とう撮さつ野郎のことだ！）と〈出歯亀刑事〉との違ちがいがまったくわからなかった。

　結局、犯人は現れなかったし逮たい捕ほもされなかったわけだが──俺は、そもそも〈出歯亀刑事〉が犯人だったのではないか、といまでも疑うたがっている。なぜあんな捜査を刑事部長が許きよ可かしていたのか、いまだにまったくの謎なぞだ。

　その〈出歯亀刑事〉を目にして、俺はすぐにピンときた。あいつは殺人課のオフィス周辺を監かん視しし、俺が帰ってきたところを拘こう束そくするつもりなのだと。

　俺は己おのれの推測を確かく認にんするため、旧きゆう寮りようにある自分の部屋も見にいってみた。まず手て洗あらいの窓まどから寮内へ侵しん入にゆうし、こっそり階かい段だんをのぼって、そこから首だけを出した。自分の部屋がある二階の廊ろう下かをうかがってみた。

　すると──思ったとおりだった。ちょうど〈あぶなげない刑デ事カ〉が同じ廊下ぞいの一室へ入っていくところだった。

〈あぶなげない刑事〉が入っていったのは、俺の部屋からは三軒げん隣となりに当たる部屋だった。そこの扉とびらは完全に閉しまらず、わずかにすき間が開いているようだった。〈あぶなげない刑事〉はあそこから廊下を見張っていたのだろう。危あぶないところだった。

　ちなみに、〈あぶなげない刑事〉はどんな事件でもあぶなげなくこなす、〈まるだし刑事〉に次いで優ゆう秀しゆうな刑事だ。沈ちん着ちやく冷静である点は〈まるだし刑事〉も同じだが、常つねに厳きびしさのようなものを漂ただよわせている〈まるだし刑事〉に対し、〈あぶなげない刑事〉のほうはこの上ない余よ裕ゆうを感じさせる。

　彼は特に自殺志し望ぼう者しやの説得などで手しゆ腕わんを発はつ揮きする。屋おく上じようの柵さくによじのぼった自殺志望者などがいた場合、普ふ通つうはてこずるものだが、彼の場合は非ひ常じようになにげない足どりで──それこそ友人を昼食に誘さそうような気安さで──その自殺志望者のほうへ歩み寄より、相手の肩かたを軽く叩き、「帰るぞ」と一言。自殺志望者のほうがあっけにとられ、自分が自殺しようとしていたことを忘わすれてしまうぐらいだ。〈あぶなげない刑事〉の仕事ぶりは本当にあぶなげない。彼は刑事部内で車を持っている数少ない刑事でもある。

　俺は状じよう況きようを理解した。自分が容疑者として追われていることを理解した。その上で、より正確な情じよう報ほうがほしいと思い、ヒトミに電話をかけたわけだ。

　おかげで状況が確認できた。そして──これは俺にとって苦にがい事実だが──ヒトミは完全に俺が犯人だと信じこんでおり、まったく役に立たないこともわかった。ほかの刑事たちも同じようなものだろうか。俺が犯人だと頭から信じこんでいるのだろうか。

　ため息をついた。こぶしを公衆電話に叩たたきつけた。

　売人との取引きのことを公おおやけにせず、なおかつ身の潔けつ癖ぺきを証しよう明めいするにはどうすればいい？──俺は考えた。考えるまでもなかった。

　そんなことは決まっている。こたえはひとつしかない。

「自分で売人殺しの犯人を挙あげる……か」

　己おのれで情報を集め、事じ件けんを解決するのだ。本当の犯人をひっとらえ、〈まるだし刑事〉たちの前へ引きずりだすのだ。そうすれば刑事部の連中に追われることはなくなる。むしろ俺は、逆ぎやつ境きように耐たえながらも事件を解決した英えい雄ゆうとなる。

「それに……」

　俺は刑事部唯ゆい一いつの殺人課刑事なのだ。殺人事件を俺が解決しないでどうする？

「そうと決まれば、さっそく動くしかねえな」

　ホテルの一室で殺されていた銃じゆう器きの売人。その犯人を挙げるためには、どうしても情報が必要になる。できれば〈まるだし刑事〉たちが得えた手がかりについて知りたい。彼らが現げん場ばを調べてつかんだことを知っておきたい。その上で、独どく自じの捜そう査さを進めるのだ。

　やはり、刑事部内に協力者が必要になる。だがヒトミを頼たよることはできない。そのことはさっきの電話ではっきりとしている。

「しかたねえ。別の刑事たちに、片かたっぱしからかけてみるか」

　俺はふたたび公衆電話の受話器を取りあげた。







　俺は携けい帯たい電話を持っていない。なぜなら、アメリカの刑事にあこがれているからだ。ハードボイルド小説に出てくるような、一いつ匹ぴき狼おおかみの刑事。私し立りつ探たん偵ていのイメージに置き換かえてみてもいい。

　どっちにしても、彼らは携帯電話なんか使わない。バーの隅すみに置いてある公衆電話か、ホテルの一階に設せつ置ちされている公衆電話。そのいずれかを使うものと相場が決まっている。たまに道ばたの公衆電話を使ってもいい。それ以外は絶ぜつ対たいに不ふ許きよ可かだ。

　十円玉を挿そう入にゆう口に入れた。俺は常じよう時じ、大量の十円玉を持ち歩くようにしている。もちろん電話をかけるために。テレホンカードなんて邪じや道どう中の邪道だ。アメリカの刑事がキャラクターのイラストが入った、あるいは風景の写真かなにかが入ったテレホンカードなんぞを使っているところなんて、だれに想そう像ぞうできるっていうんだ？

　まず〈エプロン刑デ事カ〉にかけた。『電でん源げんが入っていないか電波の届とどかない……』という合成音声が流れた。ちくしょう。〈エプロン刑事〉は学内の第三食堂でバイトしている。ファミレス風の、俺もかなり気に入っている店だ。バイト中は電源を切っているため、彼女の携帯はつながらないことが多い。まあいい。

　俺は次に、〈ニコラス刑ケイ事ジ〉にかけてみた。コール音二回で出た。こいつはアメリカ出身の刑事で、元は車両窃せつ盗とう犯はんだったらしい。いまは更こう生せいしてるが、それでも六十秒あれば高級車を一台、軽く盗ぬすめると言われている。最近は頭とう髪はつが薄うすくなりはじめているようだ。

『もしもし』

「よう、〈ニコラス刑事〉。〈ショットガン刑デ事カ〉だ。俺を信用してくれるか？」

『いや。それは無理だな』

　くそっ。俺は自分から通話を切った。

　受話器をフックにもどし、また取りあげた。番号ボタンに指を這はわせる。刑事たちの電話番号は、親しい相手のぶんだけは覚おぼえている。携帯電話のメモリーを頼たよれないぶん、自分の記き憶おく力を活用しているのだ。

　俺は〈はぐれ刑けい事じポル・ポト派は〉にかけてみた。あいつは野や戦せん用の巨きよ大だいな電話機を愛用していたはずだ。

　コール音、三回。雑ざつ音おんに混まじり、かすれた声が流れでてきた。

『こちら〈はぐれ刑事ポル・ポト派は〉』

「よう、〈ショットガン刑事〉だ。俺おれは自分の無実を証明したい。力を貸かしてくれねえか？」

『〈ショットガン刑事〉、いまどこにいる？』

「助けてくれんのか？」

『もちろんだ。だから場所を──』

　ちくしょう、こいつは俺から居い場ば所しよを聞きだし、俺をつかまえるつもりだ！

　あわてて叩き切った。逆ぎやく探たん知ちでもされようものなら大変だ。思わず息が乱みだれた。

　なんでだ？

　親しいはずの同どう僚りようたちなのに、協力してくれる気け配はいは微み塵じんも感じられない。むしろ敵てき対たいする気まんまん、といった雰ふん囲い気きだ。

　続けて何人かの刑事たちに電話してみた。助けてくれと頼たのんだ。だがどいつもこいつも、返答は「ＮＯ」ばかりだった。

「噓うそだろ？」

　身体からだがふるえる。手の中で受話器がふるえる。

　俺がこれだけ苦しい状況に立たされているというのに、だれひとりとして同情してくれない。話を聞こうともしてくれない。とてもじゃないが信じられない。

　ふだんの友情は、仲間どうしの連帯はまやかしだったというのか。表面的なものだったというのか。命をかけて悪あく党とうどもに立ち向かった仲間たちだというのに！（まあたしかに俺は単独行動が多かったかもしれないが）

　こういうときに人の本ほん性しようというものが出てくる。困こまっている友人に手を差しのべられるかどうか。残念ながら、刑事部の連中の本性は腐くさっていた、ということだ。信じられないし、信じたくもないが、事実なのだからしかたない。受け入れるしかない。

　刑事部の中で電話番号を記憶している相手は、いまかけた数人だけだ。ほかの連中の番号はわからないし、仮かりに通じたとしても、同じような反はん応のうが返ってくるだけのような気がする。

「ほかに、役に立ちそうな相手か」

　俺は刑事部以外にあまり人づきあいがない。それに、〈まるだし刑事〉たちの捜査状況を知るためには、刑事部に通じている人間の協力を得なければならない。そういった人間の電話番号。思いだせる相手といえば──。

「くそっ。できればかけたくねえが……状況が状況だ。背せに腹はらは替えられねえか」

　記憶している、とある一いつ般ぱん生せい徒との番号にかけた。

　十円玉は残り三個こ。これが助けを求められる最後の相手になるかもしれない。相手は携帯ではなく普ふ通つう電話だから、ある程てい度どはもつだろうが。

　コール音、三回。

　無む邪じや気きな、いかにもガキっぽい女の声が出た。

『はい、沢さわ良ら宜ぎです』

「宇う野の辺べ虎雄。〈ショットガン刑事〉だ」

『まあ、虎雄さん！　おひさしぶりですわ。元気ですの？』

　俺は脱だつ力りよくした。こいつの声を聞くとどうしても全身から力が抜ぬけてしまう。

「元気ですの──か。ま、絶ぜつ好こう調ちようとは言えねえな」

『それはいけませんわ。病院へは行かれましたの？』

「行きたい気分だぜ」

『大変！　お話などしている場合ではありません。早く救急車を呼よんでください！　いまどこにいらっしゃいますの？　よろしければわたしがお呼びいたします。救急車を何台も何台もそちらへ向かわせて──』

　俺ひとりに救急車を何台もよこしてどうする、と俺は思った。

　この女、イミコとはとある事じ件けんを通して知り合った。その後も別の事件などで何度か顔を合わせている。最近の事件、俺が一千万を手に入れることになった事件では、俺はこいつに恩を売ってあった。少なくとも彼女はそう思ってくれているらしい。本当は、俺はなにもしていないのだが。

　彼女はいつもひらひらとした服に身を包つつんでいる。筋すじ金がね入りのお嬢じよう様ではあるが、なぜか拳けん銃じゆうの扱あつかいには優すぐれている。人間、どんな才さい能のうが眠ねむっているかわからないものだ。

「おいイミコ。俺を信用してくれるか？」

『あら、もちろんですわ』

「ちょっとした頼たのみがあるんだが」

『なんですの？』

「聞いてくれるんだな？」

『当然ですわ。わたし、虎雄さんにはいつも助けられていますもの。先日の一件では虎雄さん、身を呈ていしてわたしを助けようとしてくださいましたもの。恩おん返がえしができるのだとしたら、こんなにすばらしいことはありませんわ』

「そうか……」

　ありがたい反面、少しばかり落ちこんだ。俺のことを信用してくれるのはこの女だけなのだ。こんな服ふく装そう倒とう錯さくの能のう天てん気き娘むすめだけとは！　こんなとち狂くるった女にすがるしかないとは！　しかもこいつは、男よりも女のほうが好き、という変わった嗜し好こうの持ち主でもある。

　情なさけないったらありゃしない。俺も落ちぶれたもんだ。これ以上は考えられないぐらい落ちぶれてしまった。できればこの女にだけは頼たよりたくなかった。

　息を深く吸すいこんだ。

「大切な話がある。聞いてくれ」と前置きをして、俺は事じ情じようをすべて話した。イミコがなかなか理り解かいしないため（まあわからないでもないが）、同じ話を三回もくり返すはめになった。

『……なんだか途と方ほうもないお話ですけど。なんとなくはわかりましたわ』

　イミコがようやく納なつ得とくしてくれる。本当にわかっているのかどうか怪あやしいものだが、俺は、とりあえず本題に入った。

「イミコ、おまえには刑事部のだれかに張はりついてもらいてえ。そいつから話を聞きだして、捜そう査さ状況をこっそり俺に伝えるんだ。頼めるか？」

『ええと、刑事部の方に張りついていればいいんですの？　張りついて、お話を聞く』

「そんなところだ。おまえは何度か俺たちと関かかわってやがる。刑事部のオフィスへ行けば、知ってる刑事は何人かいるだろ？」

『いますけど、そんなにたくさんいらっしゃるわけではありませんわ。ヒトミさんと、あとは、あの、服を着ていらっしゃらない方……』

　彼女の赤せき面めんする姿すがたが目に浮うかぶようだ。無理もない。〈まるだし刑事〉の姿には俺だって赤面させられる。思わずうつむき、そのせいで彼の股こ間かんがまともに視し界かいへ入ってしまい、さらに赤面──といった事故（としか言いようがない）も何度かあった。

　俺はよけいな想そう像ぞうをふりはらい、意い識しきを話に引き戻もどした。

「おまえが話を聞ける可か能のう性せいのある相手。ヒトミと〈まるだし刑事〉か」

『どちらも親切な方でしたから。お話、きっと快こころよく教えてくれますわ』

「そう簡かん単たんな話でもねえんだよ。捜査上の極ごく秘ひ事じ項こうってのがある──〈まるだし刑事〉のほうは、やめたほうがいいかもしれねえな。あいつは有能な刑事だ。勘かんが働く。おまえと話しているうちに、おまえが俺と通じてるってことに気づくかもしれねえ」

『なら、ヒトミさんにお話をうかがえばいいんですの？』

「そうだな……とりあえずはそうしてくれ。いいか、くれぐれも俺の使いだってこと、気づかれるんじゃねえぞ。さりげなくやるんだ。ヒトミの野や郎ろうが話をしぶるようなら、色じかけでもなんでも使ってやれ。もちろん、できる範はん囲いでかまやしねえが」

『色じかけ……色じかけってなんですの？　そんなもの、わたし、持っていません』

　無む防ぼう備びな口調で訊きいてくる。

　ちくしょう。そんな恥はずかしいこと、俺に説明できるわけないじゃねえか。

「忘れてくれ。言った俺が間ま抜ぬけだった。どのみち、おまえにそんなことできるわけねえ」

『あら、なんだか失礼な言いぐさ』

「とにかく、これで貸かし借かりゼロと思ってくれてかまわねえ。いまはおまえだけが頼りだ。いいか、もう一度だけ言っておくぜ……」

　俺は最後に、ヒトミから聞きだす事こと柄がらについて念を押おしておいた。イミコが理解していることを確かく認にんし、フックを元にもどした。十円玉はちょうど三枚まいで足りたようだ。

「さて、と」

　とりあえず手は打った。あとは、いま自分でやれることを考えるべきだ。いまやれること。事じ件けん解決の役に立つこと。

「売人のことを調べるか」

　あの売人は同北摂高校に通かよう学内マフィアから紹しよう介かいしてもらった。学内マフィアというのは学校内部に巣す食くう犯はん罪ざい組そ織しきのことだ。いくつかの派は閥ばつに分かれており、連中はそれをファミリーと呼こ称しようしている。俺の知り合いは一いち応おう、ひとつのファミリーを率ひきいている。

　その野郎とは入学した頃ころからの顔見知りであり、それぞれ進む道が分かれたあとでも──一方はマフィアに、一方は刑事に──つきあいが続いている。決して友好的とはいえないが、お互い、相手を利用できるときは声をかけあっている。

「あいつに売人のことを聞くか。それしかねえな」

〈まるだし刑事〉たち刑事部の連中は、殺された男が学内マフィアとつながっていたことを知らない。この情じよう報ほうを握にぎっているぶん、俺のほうが一歩、先を進んでいる。







　電話をかけたが、知り合いの学内マフィアにはつながらなかった。呼よびだし音が鳴るばかりだ。今日は週末だから、どうせどこかで馬ば鹿か騒さわぎをしているのだろう。耳が壊こわれそうな音量で音楽を流し、酒を飲みまくっているのだろう。

　俺はまず旧きゆう寮りようへ向かった。そこに学内マフィアどものたまり場があるのだ。刑事部の連中に見つからないよう、苦労して入りこんだのだが──空からぶりに終わった。目的の相手はいなかった。残っていた手下によると、なんでも実家のほうでパーティを開いているらしい。

　聞いたことがあった。あいつの家は裕ゆう福ふくであり、両親ともに外出することが多いことから、たまに手下たちを呼んで楽しんでいるらしい。今日もそのパターンなのだろう。

　俺は住所を聞きだした。学校から行くには原げん付つきで行くのが手っ取り早いが、それがない場合はバスを使えばいいという。その手下はバス停の名前まで教えてくれた。学校の正門前にはバス停がある。そこから乗りこめば一本でたどり着くことができるという。

「って言ってもよ……」

　俺はまた寮を出て正門前へ向かい、バス停に立った。時じ刻こく表ひようをながめ、暗あん澹たんたる気分に陥おちいった。

　正しよう直じきな話、俺はバスが嫌きらいなのだ。

　特に、乗ったことのない路ろ線せんに乗るのは大嫌いだ。自分が目的地にちゃんと着けるのかどうか、死ぬほど不安になる。バスが停てい留りゆう所じよで止まるたびに、窓から停留所の案内板を必ひつ死しでながめ、書かれている文字が自分の目的地でないことをたしかめて、さらに「おいおい本当にこの路線でいいのかよ。この停留所の名前って最初の案内にあったか路線図に書いてあったか？　ひょっとしてまちがった路線に乗りこんじまったんじゃねーのか？」と心細い思いに襲おそわれてしまう。

　俺以外の客たちがみんな「このバスには乗りなれていますよちゃんとどこに向かうかわかっていますよフフン」という面ですましているのも鼻につく。がまんならない。だからといって運転手に「このバス、ちゃんと○○に着くでしょうか？」などと質しつ問もんするのも格かつ好こう悪い。それを見てほかの客がまた「フフン。そんなことも知らないのね、あの子」なんて思っていると考えると、これまたがまんならない。だから嫌いなのだ。可か能のうなかぎりバスには乗らないようにしているのだ。

　今日の夕方、ホテルからの帰りにはバスを利用したが、あの路線だけは俺自身、十分に乗りなれていた。俺自身が「フフン」という余よ裕ゆう面づらで乗っていることができた。

「カネはあるけどよ」

　バッグの中には一千万が詰つまっている。このカネを使えばタクシーにだって乗れるが──カネは本物の銃じゆうを買うために必要となるのだ。今回は偽にせ物ものをつかまされかけたが、いつか、俺は本物の銃を買うつもりだ。

　銃だけなら一千万も要いらないのだろうが、とにかく正せい義ぎのために使うべきカネではある。タクシー、などというこの上なくぜいたくな移い動どう手しゆ段だんのために浪ろう費ひするわけにはいかない。やはりバスだ。バスを使うしかない。だが……。

「ちくしょう。とりあえず行きのバスはあるみたいだが──いまから乗って、帰りのバスはあんのか？」

　俺は時刻表をにらんだ。

　これもバスが嫌いな理由のひとつだった。終電ならぬ終バスの時間がいまいちはっきりとしない。電車なら、このあたりではだいたい夜の十一時から十二時に終電がなくなる、ということがわかっている。だがバスの場合は、路線によっては夜の八時にもう最終が出てしまったりしやがる。まったく、とんでもない話だ。

　俺は腕うで時ど計けいを見てみた。時刻は午後八時三十二分。微び妙みような時刻だ。太陽は完全に地平線の彼かな方たへ沈しずんでいる。暗くなってから知らない路線のバスに乗りこむ、というのがまた最悪なのだ。いやな気分にさせられる。ちゃんと帰ってこれなかったらどうする？

「どうせ逃とう亡ぼう中の身なんだ。どうってことねえか」

　俺は無理やり考えを変えた。なるようになれだ。

　たとえ帰りのバスがなくなったとしても、マフィアどものところへ行きつくことさえできれば、だれかに単車かなにかで送らせることは可能だろう。

「行くか」

　現あらわれたバスに乗りこんだ。俺のほかに三人の男子生徒とひとりの女子生徒が乗りこんだ。

　俺は、バスが定刻どおり停留所へ現れるたびに、なぜか軽い驚おどろきに襲われる。ほかの連中はなんとも思っていないようだが。

　外がよく見えるように最前列左側の席に座すわった。膝ひざの上で一千万円入りのボストン・バッグをしっかりとかかえていた。そして──我われながら信じがたいことだが、俺おれは目的とするバス停で降おりることができた。ちゃんと着けたのだ。

「感動だぜ」

　俺は学内マフィアの実家へと向かった。







　外観の特とく徴ちようを聞いていたこともあり、目的の家はすぐに見つけられた。なかなかでかい家だ。住宅というよりは屋や敷しきと呼よびたくなるようなブルジョア建けん築ちく。この有産階級め。

　門の前にはそれぞれ五台ほどの原付と自転車が停とめてあった。学内マフィアどもが乗ってきたものだろう。

　本人以外の家族はいま留る守すだと聞いている。俺はインターホンを鳴ならすこともせずに、堂々と門をくぐった。

　玄げん関かんの扉とびらは開いていた。どなたでもご自由に参加ください、といったところか。中からは大音量の音楽が響ひびいていた。男たちの高笑いも聞こえていた。

　玄関には無数の靴くつが脱ぬぎ散らかしてあった。一いつ瞬しゆん、俺は迷まよった。これからマフィアどものパーティ会場へ乗りこみ、連中を自じ慢まんのショットガンで脅おどしつけ、売人に関する情じよう報ほうを聞きだすつもりだが──靴を脱いで乗りこむ、というのはあまりにも間が抜ぬけている。

　はいたままで行くべきだろうか。だがそれだと床ゆかが汚よごれてしまう。べつに泥どろの中を歩いてきたわけではないが、それでも気はひける。フローリングだから平気だろうか？　だが連中はリビング・ルームでだべっているようだ。そちらへ続いているらしい扉から音と明かりが漏もれている。リビングも廊ろう下かや玄関と同じフローリングとは限かぎらない。絨じゆう毯たんが敷しかれているかもしれない。

「しょうがねえ」

　俺は靴を脱いだ。ほかの連中に踏ふまれるといやなので、脱いだ靴はボストン・バッグの中に入れておいた。

　靴を入れるついでに、中からショットガンを出した。これで少しは様になるだろう。俺はショットガンをふりあげ、肩かたにかつぐようにして歩いた。玄関を上がり、リビング・ルームへ続くとおぼしき扉を引き開けた。中へ踏ふみこむ。

「あら。〈ショットガン刑事〉じゃない」

　声をかけられた。見み覚おぼえのある男がちょうど扉の前に立っていた。異い様ように瘦やせており、内うち股またで、己おのれの身体からだを抱だくような姿し勢せいで俺のほうを見ている。学内マフィアの一員で、茨いばら木きという男だ。こいつはオカマだった。

「珍めずらしいわね、こんなところへ来るなんて。ボスに呼ばれたの？」

「いや。そういうわけじゃねえが」

　茨木の肩かた越ごしに室内をながめた。十数名の男たちがソファや椅い子す、床などに座すわり、酒を片手にだべっていた。今日は、女はひとりもいないようだ。そういうイベントなのだろう。

　煙草たばこの煙けむりが厚あつく層そうを作っている。煙草とアルコールのにおいが鼻び腔こうを刺し激げきしてくる。俺に気がついたのは茨木だけで、ほかの連中はだれも気にとめていないようだ。それぞれの会話に、あるいは音楽や酒に没ぼつ頭とうしている。

「気に食わねえな」

　喫きつ煙えんや飲酒という明らかな違い法ほう行こう為い（俺たちは皆みな、高校生だ）の現げん場ばに刑事が現れたというのに、だれひとりうろたえた様子を見せていない。それどころか、俺の登場に気づいてもいないではないか。

　そんなこと、許きよ容ようできるわけがないのだ。本来なら俺が入ってきた瞬間、この場は水を打ったように静まり返らなくてはならない。あるいは全員がうろんな視し線せんを投げかけてくるとか。それが筋すじというものだ。

「どいつもこいつも。無視しやがって」

　どうしてくれようか。一発、ぶちかましてやろうか。それがよさそうだ。

　俺はショットガンをかまえ、銃じゆう身しんをスライドさせた。どこを撃てば効こう果か的だろう？　最もつとも注意を引きつけられる目もく標ひよう物ぶつはなんだ？

「どうしたの？　〈ショットガン刑事〉。物ぶつ騒そうなもの持ちだしちゃって」

「そうか、ちょうどいいぜ……茨木。すまねえ」

「なに？」

「死ね」

　俺はショットガンを撃った。

　至し近きん距きよ離りからの直ちよく撃げきだ。茨木の身体が軽々と宙ちゆうを舞まった。

　茨木の手から繊せん細さいそうなクリスタルのガラスが離はなれ、床ゆかに落ちた。中に入っていたワインが絨じゆう毯たんに染しみを作った。

　茨木は信じられない、という表情で放ほう物ぶつ線せんを描えがき、小こ悪あく党とうどもの頭上を飛び越こえて、リビングの中心にあった巨きよ大だいなガラステーブルの上に落下。グラスやらビールの空あき缶かんやら酎ちゆうハイの空き缶やらワインの瓶びんが入れてあった氷入りのワインクーラーやら（しゃれたものを使いやがる）つまみのナッツやらスルメやらゆで海え老びやらオリーブやらなんやら──とにかくありとあらゆるものを跳はね飛ばした。

　ガラステーブルは一瞬、持ちこたえるかに見えたが、やはり人間ひとりぶんの体重と落下の衝しよう撃げきには耐たえきれなかった。ガラステーブルは粉こな々ごなに砕くだけた。意外に鈍にぶい音とともに、大量のガラス片へんを巻まきこみ、茨木の身体がテーブルの枠わく内ないに落ちた。

　マフィアたちは罵ば声せいと悲鳴をあげて逃にげまどった。男たちがのけぞり、それぞれのグラスから液えき体たいが飛び散る。シャワーとなってそれぞれの上へとふりそそぐ。

　茨木は一いつ瞬しゆんで気き絶ぜつしたようだ。目をむき、ぴくりとも動かない。

　仰あお向むけで死んだ（ように見える）茨木の、頭の方向に陣じん取どっていたのは──この場の主あるじであり、学内マフィアの一ファミリーを取り仕切っている男。

　総そう持じ寺じ。







「よう」

　俺は総持寺に声をかけた。

　当初のもくろみどおり、場は水を打ったように静まりかえっていた。だが、ちょいと失敗したようだ。やりすぎてしまったようだ。

　ガラステーブルが砕けたのは計算外だった。土ど足そくだと絨じゆう毯たんが汚れるかも、などと心配していたというのに、リビング・ルームの絨毯やソファはガラス片やドリンクのしぶきで台なしになってしまった。

　俺は少し、罪ざい悪あく感かんをおぼえた。

「なんていうか……すまねえ」

「虎雄、おまえな……」

　総持寺の肩がふるえている。目つきの悪い金きん髪ぱつの男。怒おこっているのかもしれない。

「なにを考えてる!?　テーブルも家具も、どうしてくれるんだ!?」

「だから、謝あやまってるじゃねえか」

「謝ってすむか！」

　すまねえだろうな、普ふ通つうは。

「まあなんだ。ほら、こうして見てもわかるけどよ。総持寺、おまえんちはカネ持ちなわけだろ？　買い替かえ時だったと思えば──」
















「それはうちの問題だ。オレやオレの家族が決めることだ！　おまえに家具を壊こわされる理由なんてない！」

　まったくそのとおりだ。俺は返答に詰つまった。このガラステーブルはいくらぐらいするんだ？　五万ぐらいするのか？　絨毯と合わせれば何万ぐらいかかる？　まさか何十万もする、なんて言いだすんじゃねえだろうな。

　俺は迷まよった。これは捜そう査さ上の節約できない必要経けい費ひと言えなくもない。ボストン・バッグの中にあるカネで弁べん償しようしてもいいが──いま豪ごう快かいにぶっぱなしたばかりだけに、ここですぐに「すいません。弁償します」と言うのはあまりにも格かつ好こうが悪い。どうすべきか。

　総持寺の部下たちは事じ態たいのなりゆきにぼう然となりながらも、俺と総持寺のやりとりを注意深く見守っている。総持寺のうしろには彼の懐ふところ刀がたなであるオールバック曽そ根ねもひかえている。曽根は部へ屋やの惨さん状じようをながめ、「〈ショットガン刑事〉。あい変かわらず無茶苦茶だぜ」とつぶやいたりしている。

　俺は観念した。弁償することに決めた。

「総持寺。テーブルやら家具やら、カネの件けんだが」

「もういい！　どうせ虎雄にカネなんてあるわけがない。そのことはわかってる」

　総持寺はため息をつき、ソファに深くもたれた。

　ラッキーだ。弁償しなくてすんだぜ！

　──などとよろこんでいる場合ではない。

「で。なんの用なんだ？」

　総持寺のほうから切りだしてくれた。

　俺はさっそく話を始めようとした。だが総持寺の口もとに笑えみが貼はりついていることに気づいた。この金髪男、家具を台無しにされたせいで頭がおかしくなったのかもしれない。

「なんだ？　気持ち悪い顔しやがって」

「聞いたぞ、虎雄。おまえ、殺しの件で追われてるらしいじゃないか。暴ぼう走そう刑事も無茶が過すぎたってことか？　オレたちの仲間入りってことか？」

　総持寺の手下たちが笑う。品のない笑い声だ。今日はこのネタで盛もりあがっていたのかもしれない。

「ちょっと待った、総持寺。なんでその話を知ってる？　事件のこと、もう発表になりやがったっていうのか？　そりゃ時間の問題だとは思ってたけどよ。ちょっと早すぎるぜ」

「公おおやけに発表されたわけじゃない。だがオレも、それなりの情じよう報ほう網もうは持っているんでな。その筋すじから聞いただけだ。くわしい話までは知らないが、かなりやばい状じよう況きようらしいじゃないか」

　笑みを含ふくんだ声で言ってくる。ちくしょう。

　俺はショットガンの銃じゆう把はを握にぎり締しめた。汗あせで手のひらが湿しめっていた。

「あれは、俺がやったんじゃねえ」

「知ったことじゃないさ。刑事部がおまえを追ってるって話は本当なんだろう？　なんならいますぐ通報したっていいんだぜ。オレたちが、おまえのことを。刑事部に」

　総持寺が視し線せんで電話機のほうを示しめす。

　リビング・ルームの壁かべ際ぎわには華きや奢しやな、電話をのせるためだけに造つくられたとおぼしき台があった。上には白いコードレスホンが鎮ちん座ざしている。

「そうはさせねえ！」

　俺はショットガンの銃身を旋せん回かいさせた。電話機に向けて一発、衝しよう動どう的にぶっぱなした。

　総持寺の手下たちが頭をかかえ、悲鳴をあげて床ゆかに伏ふせた。コードレスホンは台ごと吹ふき飛び、壁に激げき突とつし、粉々になった。

　プラスティックの破は片へんが手下たちの頭上にふりそそぐ。電子部品が床やテーブルの上で跳はね、俺たちの足もとに転ころがる。

「虎雄、おまえな……」

「しまった。またやっちまった」

「通報する、というのは冗じよう談だんだ！　それぐらいわかれ！　オレたちはマフィアだぞ？　マフィアが通報なんてするわけがないだろうが!?」

　総持寺が声を荒あらげる。うしろでオールバック曽根が冷や汗をぬぐっている。

　オールバック曽根が、あきれたように口を開く。

「第一、俺たちは酒だとか煙草たばこだとかをやってるんだ。宴えん会かいの真っ最中なんだぞ？　刑事部の連中に踏ふみこまれたりしたら、困こまるのは俺たちのほうだ」

「そういうことだ。通報なんてするわけがない」

　総持寺が曽根のあとをついで言った。

　俺は納なつ得とくしてうなずいた。

「それもそうか。ま、テーブルに比べりゃ安いもんだろ、電話機ぐらいよ」

「まったく。馬ば鹿か野や郎ろうが」

　あきらめたように首をふっている。気力がなえたような態度だ。

「それで……もう一度、訊きくが。なんの用だ？」

　総持寺が質しつ問もんしてくる。

　それにこたえ、俺は肝かん心じんの話をマフィアたちに聞かせた。総持寺に紹しよう介かいされた売人と会いにいったこと。取引き場所であるホテルの一室へ行ってみると、偽にせ物ものの銃が置いてあり、その売人が死んでいたことなど──。

　最後に俺は、身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいするために自分で事件を解かい決けつするつもりだ、とつけくわえた。そのための情報をくれ、まずは売人について教えてくれ、と総持寺に頼たのんだ。

「あの売人が偽物の銃を用意してたってことについちゃ──本来なら総持寺、おまえに文もん句くをつけるところなんだけどよ。あんな信用ならねえ野郎を紹介しやがってっつうことでよ。だが、それについちゃもういい。死んだ馬鹿の行状を云うん々ぬん言ったってしかたねえ。んでな、問題は、あの馬鹿がだれに殺やられたのかってことだ」

「まいったな」

　ソファの中で腕うでを組み、総持寺が言った。

　いまや、この場にいるすべての小悪党どもが全身を耳にしている。この非ひ常じよう識しきな会話に注意深く聞き入っている。聞いていないのは失神している茨木ぐらいのものだ。だれも介かい抱ほうしようとしないのは、近づけばガラスの破片で怪け我がをするかもしれないからだろう。幸さいわい、茨木自身にそれほど目立つ怪我はない。

　怪我。血まみれ。言葉に連想され、導みちびかれ、映えい像ぞうが頭の中で弾はじける。

　ホテルのバスルームで死んでいた売人のことを、その死体の映像をまた思いだした。気分が悪くなった。

　総持寺が宙ちゆうを見つめながら、考えこむように話す。

「虎雄に殺されたって相手。まさか、あの売人だったとはな」

「犯はん人にんは俺じゃねえ。そう言ってるだろうが」

「どっちでもいい。とにかく、あいつについては、オレはなにも知らないんだ。親しくつきあってたわけじゃない。正しよう直じきなところ、知ってるのは名前ぐらいのものだ」

「なんだと？」

　俺は聞きかえした。思わず身を乗りだしてしまう。靴くつ下したをはいただけの足で不用意に踏みだし、ガラス片でかかとを切りかけてしまう。

「なんで知らない？　総持寺、おまえは俺にあの売人を紹介したんだぜ？　商売の相手を紹介してんのに、なにも知らないなんて。んな馬鹿な話があるか」

「知らないものは知らない。しょうがないだろう？　俺はおまえから本物の銃がほしい、という話を聞いた。その要望を裏うら社会の情報網に乗せて、適てき当とうに反はん応のうを待って──そうしたら、あの男が名乗りでてきた。本物の銃ならなんとかなる、と言ってな。簡かん単たんに素す性じようを調べたら、うちの生徒だということがわかった。これなら問題はない、あとは当人どうしの問題だと思って、虎雄、おまえにあの男の連れん絡らく先さきを教えた。それだけのことだ。あいつがどんなトラブルを抱かかえていたのか。どんな連中ともめていたのか。オレにわかるわけがない。オレのほうが知りたいぐらいだ」

「そういうことかよ」

　だとしたら、売人の周辺事じ情じようについては知りようがない。スタート地点に逆ぎやくもどりだ。

　いや、待て。

「総持寺。売人の素性を洗あらったって言ったな？」

「ああ。簡単にだがな。さっきも言っただろう？　わかっているのは名前ぐらいのものだ」

「その名前だ。名前さえあれば、そこから情じよう報ほうをたどれる。おまえが調べたって名前、本ほん名みようなんだろ？　なんて名前だった？」

「なんだった？　覚おぼえてるか、あの男の名前」

　総持寺が顔を上げ、背はい後ごにひかえるオールバック曽根にたずねた。

　曽根は上体を折って、総持寺の耳もとでこたえた。

「岸きし辺べ、だったと思いますが」

「だってよ」

「岸辺。特にめずらしい名前じゃねえが……うちの、北摂高校の生徒なんだな？」

「ああ。二年だ」

　総持寺が自信をもってこたえる。この点だけはしっかりと記き憶おくしているようだ。

　俺は自分に向けて言った。

「二年の岸辺。聞いたことがあるな」

　というより、よく知ってるやつだったような気がする。

　腕を組んで、首をひねり、頭の中で記憶の引きだしをかきまわした。片かたっぱしから開けていった。そして思いだした。北摂高校二年の岸辺。ひとりしかいなかったはずだ。

「信じられねえ」

　こんなことがあっていいものだろうか。

　俺は総持寺にたずねた。

「そいつ、ひょっとして、いつも赤い服を着てたんじゃねえのか？」

「うん？　そうだな。会ったのは一度だけだし、上着はどうだったかわからないが。襟えりもとから見えたＴシャツは、たしかに赤かったかもしれない」

「まちがいねえ。そいつは、うちの刑事だ」

　名前は岸辺。北摂高校刑事部所しよ属ぞく──通つう称しよう〈刑けい事じーＢびー〉。

　刑事部の刑事たちはふだん、基本的に通称で呼よび合っているのだ。だからお互たがい、本名など滅めつ多たに意い識しきすることがない。だから俺もすぐには思いだせなかったが、赤い服を着た岸辺と言えば〈刑事Ｂ〉に決まっている。そういえば、ホテルの部へ屋やにあったＴシャツは赤い色をしていた。

〈刑事Ｂ〉。旧きゆうソ連から亡ぼう命めいしてきたという年ねん季きの入った刑事で、以前いた高校ではアカ狩がりに遭あったといわれている。なぜか密みつ告こく者しやを多数、抱かかえており、すぐに自じ白はく剤ざいを使う強きよう硬こうな刑事だ。それだけに捜そう査さ熱心な正せい義ぎ漢かんでもあった。

「そうか、あの死体。顔が血だらけだったから……わからなかったわけだぜ」

　俺は〈刑事Ｂ〉の死体を思い浮うかべてみた。

「あいつは思想も赤かったが、死に顔も血で赤かったぜ」

　俺は〈刑事Ｂ〉の死体を、全ぜん裸らの死に様ざまを思い浮かべてみた。

「あいつは思想も左ひだり寄よりだったが、股こ間かんも左寄りだったぜ」

　総持寺たちは目を白黒させている。俺の言っている意味がまるでわかっていないのだろう。

　無理もない。自分たちが刑事（俺のことだ）に紹しよう介かいした売人が、実は同じ刑事部の〈刑事Ｂ〉だったなんて。そんなこと簡単に理り解かいし、信じられる話じゃない。

　俺が売人を〈刑事Ｂ〉だと知らなかったように、総持寺から話を受けた〈刑事Ｂ〉もまた、取引きの相手が俺だとは知らなかったのだろう。俺と〈刑事Ｂ〉は総持寺を介し、お互いの正体を知らずに接せつ触しよくを図はかっていたのだ。

「そうだ……」

　俺はとんでもないことに思い至いたった。総持寺が声をかけてくる。

「どうした、虎雄。顔色が悪いが」

「刑事は刑事殺しを絶ぜつ対たいにゆるさねえ。地じ獄ごくの果はてまで追いかけていって、犯はん人にんをひっとらえるものなんだ。刑事ってのはそういう生き物なんだよ。でもって、今回、刑事部が追いかける目標は俺なんだ。刑事殺しで、しかも裏うら切ぎり者の刑事。電話に出たあいつらの態たい度ど、よそよそしかったわけだぜ」

　とんでもないことになった。







　　　ヒトミ／金曜日／午後九時～




　ヒトミは部室棟とうの最上階、すなわち五階の会議室で息を詰つめていた。

　会議用の長テーブルが四角く配置されており、それぞれの辺に刑事たちがずらりと並ならんでいる。刑事部の所属でこの場にいないのは〈ショットガン刑デ事カ〉だけだ。

　場の空気は重く、濃のう密みつで、呼こ吸きゆうするのが難むずかしく感じられるほどだった。

　部屋の正面にはホワイトボードが置かれており、その前では刑事部長が熱ねつ弁べんをふるっている。彼は他校の刑事たちとの会食を終えて、ついさっき、ここへ駆かけつけてきたのだ。

「病院からの続ぞく報ほうだが──〈刑けい事じーＢびー〉はいまだ昏こん睡すい状じよう態たい。意い識しき不明の重体だ。容よう態だいそのものは安定しているが、目ざめる気け配はいはないらしい。このまま永遠に目ざめない、ということもありうる」

　刑事たちの間にどよめきが走った。いつもは明るい〈エプロン刑デ事カ〉も、いまはさすがに表ひよう情じようをくもらせているようだ。隣となりに座すわっている〈まるだし刑デ事カ〉の表情もきびしい。

　被害者が刑事部所属の〈刑事Ｂ〉だということは、虎雄が現げん場ばから逃にげた一時間ほどあとにわかったという。ヒトミはさっきここへ来て初めて知らされ、驚おどろかされた。

　刑事部長がバン！　と平手でホワイトボードを叩たたいた。

「これは明らかな裏切り行こう為いだ。我われ々われへの、〈ショットガン刑事〉による、重大な裏切り行為だと言っていい！」

　そうだそうだ、という声があちこちであがる。

　刑事部長は絶ぜつ叫きようするように言った。

「これは北ほく摂せつ高校刑事部史上、最悪の不ふ祥しよう事じだ。しかも、よりによって、全国の刑事たちがこの街まちへ集まっているときに起きた！」

「刑事部長。ちょっといいかな？」

〈エプロン刑事〉が軽く身を乗りだし、口をはさんだ。

「あたし、よくわかんないんだけどね。まだ〈ショットガン刑事〉が犯人と決まったわけじゃないんでしょ？　そりゃ、たしかに最重要容よう疑ぎ者しやだとは思うけど。だけど、手元にあるのは状じよう況きよう証しよう拠こばかりだっていうし。犯人と断だん定ていしちゃうのは、いまの時点ではおかしんじゃないかな？」

「私は、その意見には反対だな。〈エプロン刑事〉」

　刑事部長が冷れい徹てつにこたえる。

「君の兄が書いた報告書を読んだが。〈ショットガン刑事〉は彼らに向けて発はつ砲ぽうし、その上で逃とう走そうしたそうだ。これについては現行犯以外の何物でもない。その場にいた刑事たち全員が被ひ害がい者しやであり、犯行をその目でしっかりと目もく撃げきしている。──ちがうかね、〈まるだし刑事〉？」

　刑事部長が〈まるだし刑事〉にたずねる。

〈まるだし刑事〉が、無表情にうなずく。

「そのとおりです」

「お兄ちゃんがそう言うなら、そうなんだと思うけど……」

〈エプロン刑事〉は、釈しやく然ぜんとしない様子で肩かたをすくめた。

　刑事部長が畳たたみかける。

「この件けんだけでも罪ざい状じようは十分に成立する。重罪だよ、〈エプロン刑事〉。少なくとも禁きん固こ三年はまぬがれない」

　禁固三年！

　ヒトミは会議机づくえの下でこぶしを握にぎりしめた。三年も拘こう束そくされていたら、ほかの同どう僚りようたちは──最年少のヒトミでさえも！──みんな卒業してしまうではないか。ほぼ極きよく刑けいと言っていいような、あまりにも厳きびしすぎる処しよ置ちだ。

「でも、やっぱり気になるな」

〈エプロン刑事〉が反はん論ろんしかける。

　それを刑事部長がさえぎり、有う無むを言わせぬ口調で言いつのった。

「聞くんだ、〈エプロン刑事〉。〈ショットガン刑事〉は〈刑事Ｂ〉暗殺未遂の現場からショットガンを撃うちながら逃げた。犯人でないならなぜそんなことをするというのだ？　彼の無茶はこれまでさんざん、我々全員が目にしてきた」

　同意の声があちこちからあがる。

「彼の殺人課だけが別にオフィスを与あたえられているのも、すべて、彼の暴ぼう走そうによる被害を我々がこうむらないための処置だ。被害を最さい小しよう限げんにおさえるための処置なんだよ。彼ならやりかねない。ここにいるだれもがそう思っている」

「それはわかってるよ。否ひ定ていする気はないけど、でも、やっぱり暗殺未み遂すいの件に関しては──」

〈エプロン刑事〉が食い下がる。

　その姿すがたを〈まるだし刑事〉が見つめ、なだめるように口を開く。

「正式な起き訴そは証拠がそろってからだ。だが、まずは逮たい捕ほしなくてはならない。我々には全力で彼を追う義ぎ務むがある」

「その過か程ていで彼が抵てい抗こうしないとは言いきれない。発砲しないとは言いきれない。むしろ、その可か能のう性せいは高い」

　刑事部長が割わりこんで言う。

　彼は〈エプロン刑事〉から視し線せんを外はずし、居い並ならぶ刑事たちの顔をぐるりと見まわした。また、こんどはより強く、手のひらをホワイトボードに叩きつけた。

「みんな、心してかかれ。容疑者は凶きよう暴ぼうだ。抵抗する気配を少しでも見せたら、かまわない。迷まよわず武ぶ器きを使いたまえ！」

　これが刑事なのだ。

　刑事殺しは絶対にゆるさない。仲間への裏うら切ぎりは絶対にゆるさない。その両方の容疑で追われる虎雄は、もし刑事たちに見つかった場合、まちがいなく蜂はちの巣すにされる……。

　刑事部長が声を張はりあげる。

「このような不祥事、いつまでも放置していては我わが校の恥はじだ。この上ない恥だ！　我々は一いつ刻こくも早く、〈ショットガン刑事〉をしとめなくてはならない。心してかかれ！」

「虎雄さん。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだと思いますけど……」

　ヒトミは胸むねの内でつぶやいた。

「正しよう直じき、どうだっていいです」

　それどころではないのだ。

　とりあえず、ほかの刑事たちが〈刑事Ｂ〉暗殺未遂事件と〈総そう会かい〉の準備でかかりきりになっている間に、僕ぼくは女子寮りよう荒あらしの件を解かい決けつしてしまおう。

　初めての大おお手て柄がらだ！







　第二章　悪女の亡ぼう霊れい










　　　虎とら雄お／金曜日／午後十一時三十分～




　イミコにかけた。彼女は電話の前で待っていたんじゃないか、と思うほどすばやく電話口に出た。

『はい、沢さわ良ら宜ぎです』

「虎雄だ。なにかわかったか？」

　俺おれはたずねた。イミコの声こわ音ねが悲しげなものになった。

『申しわけありません、まだヒトミさんとお会いできていませんの。一いち応おう、刑けい事じ部のオフィスへは行ってみたのですが、いらっしゃらなくて。なんでも、事じ件けんの捜そう査さで出かけているらしいですわ』

「〈刑けい事じーＢびー〉の件か？」

『けいじーびー？』

「いや……おまえにわかるわけねえな。俺が追われてる件だ。殺しの一件」

『どうでしょう。くわしいお話は聞きませんでしたけど。皆みなさん忙いそがしそうで、ほんの二ふた言こと三み言こと、お話できただけですから。そう、わたしの相手をしてくださった方。とても愛想のいい方でしたわ』

　イミコに愛あい想そよくふるまう、となると──〈調教刑デ事カ〉だろうか。あいつは自分を調教してくれる女を常つねに求めている。イミコがつかまらなくてよかった。

『その方、もっとお話を聞かせてくれそうな、それこそヒトミさんの代かわりになってくれそうな雰ふん囲い気きだったのですが。ほかの方にせかされて、どこかへ出かけていってしまいました』

「ま、いまは〈刑事Ｂ〉の件で忙しいだろうからな。一部は〈総会〉の準じゆん備びにも追われてやがる」

『わたし、ヒトミさんを待とうとも思ったのです。ですが、その親切な方が、ヒトミさんはいつ帰るかわからない、直ちよく接せつ、寮りようのほうへ戻もどるかもしれない、とおっしゃるものですから。さすがに男子寮りようで待つわけにもいきませんし。電話をいただけるようにことづけを頼たのむ、というのも……』

「ま、ちょいと不自然ではあるわな。たまたま通りかかったふりをしてさりげなくヒトミから話を聞きだす、てのが理想なんだ」

　イミコはよくやってくれている。今日はだめでも、明日の朝にはヒトミをつかまえてくれるだろう。うまく話を聞きだしてくれるといいが。

「イミコ。追加で頼みたいことがあるんだけどよ。頼みたいことっつうか──追加質しつ問もんってところだな。ヒトミに訊きいてほしいことが増ふえた」

『なんですの？　お役に立てるようなら、なんだっていたしますわ』

　かわいらしいことを言ってくれるじゃねえか。

「たいしたことじゃねえ。刑事部に〈刑事Ｂ〉って名前の刑事がいるんだけどよ」

『けいじーびー……さっきおっしゃっていた方ですね。刑事さんですの？』

「俺が殺したことになってる売ばい人にん。どうやら、それが〈刑事Ｂ〉だったらしいんだ」

　ホテルで死んでいる〈刑事Ｂ〉の顔が血だらけだったこと、そのせいで彼だと見分けられなかったこと、俺は彼が売人だとは知らなかったこと、などをひとつひとつ話した。

「わかるだろ？　取引き相手が俺だと知らなかったとはいえ、なんで〈刑事Ｂ〉が売人なんかやっていたのか。なんで俺をカモろうとしたのか。どんな事じ情じようで殺されたのか。俺はそれが知りたいわけだ」

『もちろん、お知りになりたいのは当然ですわ。同じ刑事部の方が殺されていただなんて』

〈刑事Ｂ〉は本当にまじめな熱ねつ血けつ漢かんだった。モデルガンを実じつ銃じゆうと偽いつわって売りさばく、なんてことを以前から続けていたとは思えない。思いたくない。

　可か能のう性せいとしては、あれも捜査の一いつ環かんだった、ということだが……。

『それで、追加の質問というのはなんですの？　ヒトミさんから〈刑事Ｂ〉さんのことを聞きだす、ということですの？』

「よくわかってるじゃねえか」

　思わず電話口でにやついてしまう。イミコのやつめ、ずいぶんと俺の手伝いにも慣なれてきやがった。

「そういうこった。主おもに知りたいのは、〈刑事Ｂ〉が最近どんな事件に関かかわっていたのか、ということ。刑事が殺される理由としちゃ、事件がらみってのが一番、考えられる線だからな。あとは、私し生せい活かつにおけるトラブルだとか女がらみだとか。一応、そのへんの線もあたってくれ」

『わかりました。お安いご用です』

「でもってよ、次は直接、わかった情じよう報ほうを聞きてえんだが──」

　落ち合う場所と時間を決めて、お互たがいに切った。







　俺は一息ついた。部へ屋やの中をながめまわした。旧きゆう式しきの目め覚ざまし時計が刻ときをきざんでいる。いまは午後十一時四十分。よくイミコが起きていたものだ。俺からの連れん絡らくを待ってくれていたのかもしれない。

　殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。二段だんベッドのほかには粗そ末まつな机つくえと椅い子すが二組あるだけの部屋。ほかはクローゼットぐらいのものだろうか。旧きゆう寮りようの一室ではあるが、俺の部屋ではない。オールバック曽そ根ねと、そのルームメイトの部屋だ。

　後者、ルームメイトのほうも学内マフィアの一員であり、総そう持じ寺じの手下をやっているらしい。いまはふたりともいない。連中はまだ総持寺の実家でくだを巻まいている。

「ちくしょう。さんざんだったぜ」

　総持寺邸ていからここまでの道のりを思いかえし、俺は渋じゆう面めんになった。

　俺は総持寺から売人、すなわち〈刑事Ｂ〉の話を聞いたあとで、すぐに帰ろうと思った。

「マフィアどもと一ひと晩ばんを明かす、なんてごめんだからな。仮かりにも俺は刑事だ。癒ゆ着ちやくしてる、なんて思われたくねえ」

　マフィアどもにそう言ってやった。すると、どうだ。

　まず総持寺が、「よく言えるもんだ。売人の紹しよう介かいまでさせておきながら。それどころか、警けい官かん殺しで追われているような男が」と吐はき捨すてた。さらにオールバック曽根が、とんでもない事実を明かしやがった。

「だがよ、〈ショットガン刑デ事カ〉。この時間だと、もうバスがねえぜ？」

　曽根はリビングの壁かべにかけてある時計を見上げた。俺もつられるようにして見た。時じ刻こくは午後十一時ちょうど。

　俺の心しん臓ぞうは数秒間、確かく実じつに凍こおりついた。恐おそれていたことが現げん実じつになりやがった。十一時ちょうどの時点でもう最終がないだと？　まったく。

　俺はため息まじりに言った。

「なら総持寺。送ってくれねえか？　テーブルを壊こわしちまったついでだ」

「どこがついでなんだ？」

「おまえんち、たしか上等の車があっただろう。あれで送ってくれよ」

「冗じよう談だんじゃない、だれがおまえなんか送るか！　いいかげんにしろ。それに、だいたいオレは免めん許きよを持っていない。車なんて一度も運転したことがないんだ。俺たちの中で免許を持っているのは、そこでぶっ倒たおれている男だけだ」

　総持寺の視し線せんが床ゆかに落ちた。床でぶっ倒れている男──茨いばら木きは、あい変かわらず目をさましそうになかった。

　俺は爪つま先さきで茨木の脇わき腹ばらをつついてみた。愛すべきオカマはうめき声ひとつ出さなかった。目をかっと見開いており、かすかに痙けい攣れんを続けていた。

「こいつ。そろそろどうにかしたほうがよくはねえか？」

「オレも、そう思いはじめてたところだ」

　総持寺が周囲の手下たちにうなずいてみせた。

　手下たちはしぶしぶといった様よう子すで腰こしを上げ、茨木のほうへ近づいた。ガラス片へんを慎しん重ちように避よけて、彼の身体からだを引き起こしにかかった。

　俺はそれをじっと見ていた。総持寺に言った。

「茨木、運転できねえかな」

「できるわけないだろう？　仮にできたとしても、おまえに車を貸かすつもりはない。こんな状じよう態たいの茨木に運転させるつもりもない」

「まあ、そうだろうな」

　俺はリビング・ルーム内をぐるりと見まわした。手下どもの顔を順々に見ていった。

「だれか原げん付つきで送ってくれねえか？　この際さい、堅かたいことは言わねえ。二人乗りでいいからよ。二ケツで乗っけてってくれ」

「だがよ、〈ショットガン刑事〉」

　オールバック曽根が言った。

「俺たちみんな飲いん酒しゆだぜ。さすがに飲酒ってのはまずくねえか？　みんなしこたま飲んでやがるし、二人乗りだと車体も安定しやがらねえ。その上さらに飲酒となりゃ、下へ手たすりゃ事じ故こるかもしれねえ。怪け我がでもしたらしゃれになんねえぜ」

「そういうもんなのか？　そんなに事故るもんなのか？」

　俺はたずねた。

　オールバック曽根の顎あごの下で、総持寺が相づちを打った。

「ああ。虎雄は免許を持っていないからな。わからないのは無理もないが」

「なら、俺が原付を借りてくってのはどうだ？」

　俺は提てい案あんしてみた。

　茨木を持ちあげていた手下のひとりが顔を上げ、心配そうに表ひよう情じようをくもらせた。

「〈ショットガン刑事〉、一度も運転したことねえんだろ？　それに、夜道は危き険けんだぜ」

　そうだそうだ、とマフィアたちがいっせいにうなずいた。くそっ。

　正しよう直じき、俺はぶるった。そういうものだったのか。原付の運転とはそんなに難むずかしいものだったのか。まったく知らなかった。

「ならどうやって帰れっていうんだ？　バスでここまで来たけどよ。歩いて帰れる距きよ離りじゃねえぜ」

「どうしても帰らなくちゃなんねえのか？」

　オールバック曽根が訊きいてきた。

　俺たちの足もとでは、ようやく茨木が引き起こされ、ガラスのついた服をぬがされて、破は片へんを洗あらい流すためにバスルームのほうへ連れていかれるところだった。

　俺はそれを見送り、オールバック曽根にこたえた。

「場所はどこであれ、できれば一か所に長なが居いしたくはねえな。一いち応おうは逃とう亡ぼう中の身なんでよ。俺はおまえらのたまり場にいた大男、あいつからこの場所を聞いてきたんだが。あいつがだれかに話して、それが刑事部に伝わってないともかぎらねえ」

「貸し一ってことなら、いいもんがあるぜ」

　オールバック曽根が言った。

　もちろん、俺はこの申し出を受けた。

　曽根とふたりで総持寺邸ていの玄げん関かんから出て、門の前に立った。そこで、俺は自分の目を疑うたがうことになった。

「ちょっとまった。いいもんってのは──まさか、こいつのことじゃねえだろうな？」

「いや、これのことだ。これなら事故の心配もなく学校までもどれる」

　オールバック曽根はキーホルダーのついた鍵かぎを取りだし、顔の前でぶらさげてみせた。

　目の前にあったのは、やぼったい、どう見てもぱっとしないママチャリだった。ところどころさびついた、明るい色の、前にかごのついた自転車。

「噓うそだろ？」

　だが、ほかに選せん択たく肢しはなかった。俺はボストン・バッグを前のかごにのせて、引ったくり防止用ネットをそれにかぶせて（なぜオールバック曽根がこんなものを持っているのかは謎なぞだ）、愛用のロングコートをなびかせつつサドルにまたがった。

　そして、必ひつ死しこいてペダルをこぎつつ、学校まで帰ってきた。最悪の経けい験けん。アメリカの刑事なら絶ぜつ対たいにやらないような行こう為い。俺の心は今日一日だけで深く、深く傷きずついた。

　学校へ帰ってきたものの、寮りようの自室へ戻もどるわけにはいかない。刑事部に見み張はられていることは疑うたがいようがない。だが寝ね床どこは必要だ。そこで俺は機転をきかせ、オールバック曽根の部へ屋やを訪おとずれて、扉とびらの鍵をショットガンの一いち撃げきでぶっ壊こわし、中へ入ったのだ。

　オールバック曽根とそのルームメイトが朝まで帰ってこないことはわかっていた。俺がここにいることはだれも知らない。まさに理想的なねぐらだ。

　俺は二段だんベッドの、下の段で横になった。曽根が使っていたものかルームメイトが使っていたものか、どちらなのかはわからない。連中と同じ寝床につくのはどうも気持ち悪かったので、とりあえずシーツを引っぺがし、裏うら返がえしにして敷しきなおして、その上で横になった。

　今日はとりあえずここまでだ。やれることはすべてやった。あとはイミコからの情じよう報ほうを待って、それをもとに動くしかない。







　　　ヒトミ／土曜日／午前十時～




　一ひと晩ばん、明けたが、捜そう査さに進しん展てんはなかった。

　進展どころか、捜査の糸口すらつかめていないようなありさまだ。周辺住民の聞きこみは行おこなった。だが「犯はん人にんは男だん性せいの二人組だった」「ひとりは非ひ常じように姿し勢せいが悪く、小こ柄がらで、せむし男のような印いん象しようだった」といった証しよう言げんがぽつぽつと出てきた程てい度ど。

　小柄で姿勢の悪い生徒なら学内にいくらでもいる。ヒトミ自身、それほど姿勢がいいほうではない。そもそも犯人が北ほく摂せつ高校の生徒であるとはかぎらないのだ。あまり参考になる証言とは言えなかった。

「それに……なんで帰ってこないんだろう？」

　ヒトミは荒あらされた部屋の玄関口に立ち、ため息をついた。

　中の住人はいまだに帰宅していない。玄関扉には『CRIME SCENE DON[image: ]T CROSS』と書かれた黄色いテープが張られ、ここが犯はん罪ざいの現げん場ばであることを示しめしている。すでに刑けい事じ部による現場検けん証しようは済すんでいるが、犯人割わりだしの手がかりになるようなものは見つかっていない。

「犯人はプロ……なのかな」

　盗ぬすみのプロか、少なくとも警けい察さつの捜査についてそれなりに知っている人物の犯行だろう。足あし跡あともないし、指し紋もんも検けん出しゆつされなかった。派は手でな音を立てて、家具などを破は壊かいしつくしたにもかかわらず、それらの作業は比較的、短時間で行われたらしい。

「家や主ぬしが帰ってきてくれないと、どうしようもないよな。なくなったものがあるのかどうかもわからないし」

　ヒトミはいま一度、扉を開けて中へ踏ふみこんでみた。

　乱らん雑ざつに散らかされたワンルームはそのままの状じよう態たいで保ほ存ぞんされている。室内はまるで地じ震しん直後のような様相を呈ていしている。隣りん人じんの証言どおり、床ゆかには割れた食器類や衣類、引き裂さかれた羽う毛もう布ぶ団とんの中身、シーツ、化け粧しよう品ひんの容よう器き、割れた姿すがた見みの破は片へん、ステレオ、解かい体たいされた椅い子すの脚あし、炊すい飯はん器きなどが散乱している。住人はベッドを使わない主しゆ義ぎだったらしい。

「徹てつ底てい的だよな」

　特定のなにかをさがしていたのだろうか。それとも金かね目めのものをさがしていたのだろうか。

　ここの住人は多た額がくの借しやつ金きんをしており、犯人はその取立てに来た連中だったのかもしれない。それで「すぐに返へん済さいしないと次はこれぐらいじゃすまねえぞ！」という意い思し表ひよう示じのために部屋を破壊して帰ったのかもしれない。

「だとしたら、住人が帰ってこないのも当然かぁ」

　彼女は借金取りから逃にげているのだ。

　ヒトミはチェストに近づいてみた。中身は引きだしごと外へ投げだされていた。

　ポケットティッシュや綿めん棒ぼうが床に転ころがり、傾かたむいた引きだしに押おしつぶされている。中に住人の行き先を告つげるようなものはなかった。身元を特定できるような材料もなかった。女性の部屋にしては、やけに無味乾かん燥そうな印象を受ける部屋だ。

　ヒトミは昨日、周辺住民の聞きこみを行ったあとで、この部屋の住人について学校の学生課に問い合わせた。借かりている住人の名前は伊い丹たみ冴さえ。二年生。

　聞いたことのある名前だが、どこで聞いた名前かは思いだせなかった。同じ学校に通かよっているのだから、名前を見たり聞いたりする機会はいくらでもあるのだ。あまり参考にはならない。

　彼女は、これといった部活動はやっていないらしい。いまどこにいるのか、なぜ帰ってこないのか、どこへ行けばつかまえられるのか。まるで見けん当とうもつかなかった。

「ヒトミさん！　やっとお会いできましたわ」

　玄げん関かん口ぐちから声が聞こえた。ヒトミはふり返った。

　開けっ放ぱなしにしていた扉の間から、見み覚おぼえのある少女が顔をのぞかせていた。やたらと布を多く使った服を身につけている。髪かみを両りよう脇わきの高い位置で結ゆわえ、肩かたに流している。

「イミコさん、お久ひさしぶりです。……でも、なんでこんなところに？」

　ヒトミは扉に歩み寄より、彼女を招まねき入れかけて──犯罪の現場に案内するのもどうかと思い、代かわりに靴くつをはいた。廊ろう下かへと出た。

「さっき刑事部のオフィスへうかがって、そうしたらヒトミさんはこちらだ、いま行けばたぶんつかまえられる、と教わったものですから。急いで引きかえしてまいりました」

「僕ぼくに、用事ですか？」

　なんだというのだろう。かなり前の事じ件けんで顔を合わせて以来、言葉を交かわしたことは一度もなかったはずだが。わざわざ刑事部のオフィスにまで押しかけていった、というのは、ただごとではない。

「なにか事件に巻まきこまれたとか？」

　それでヒトミを頼たよってきたのだろうか。一度にふたつの事件をまかされる、なんてことになるのだろうか。

「いえ、そういうわけではありませんの。ただ、大変な事件が起きた、と聞いたものですから。ほら、ホテルでうちの生徒さんが殺あやめられたとか。わたし、興きよう味みを持ってしまって。それで、ヒトミさんにお聞きしてはどうかな、と思いましたの」

「だれから聞いたんですか？　事件のこと、まだ公表はされていないはずなのに。公表はたしか今日の午後だったはずですけど」

　ヒトミは驚おどろいてたずねた。事件の情じよう報ほうが漏もれていたことも驚きだが、この少女が事件に対してわざわざヒトミを追いかけてくるほどの興味を示しめした、ということも驚きだった。そんな性せい格かくだっただろうか。

　イミコは手を胸むねの前へ持ちあげ、両手の指先を絡からみ合わせた。うつむき、あわてたように言葉をつないでいく。

「それは……事件のお話については、みんながうわさしていますわ。ほら、人のうわさは四十九日と言うではありませんか」

　いろいろとまちがっているような気がする。

　あの件では虎雄が容よう疑ぎ者しやとして追われている。虎雄とイミコは親しかったはずだ。

　ヒトミはためしに訊きいてみた。

「虎雄さんに聞いたとか」

「ちがいます！　あの方は無関係ですわ！」

　即そく答とうだった。やけに反はん応のうが早かったように思うが、気のせいかもしれない。

「あの……」

　イミコがもじもじと言った。

「わたし、怪あやしいでしょうか？　不ふ審しんな態たい度どをとっているでしょうか？」

　あからさまに怪しくて不審だったが、「ええそうです。あなたは不審です」と言うのもおかしいだろうと思った。

　ヒトミは眼鏡めがねの位置をととのえ、こたえた。

「いえ。そんなことはありませんけど」

「そうですか？　それは幸さいわいです。そうだとは思っていました」

　イミコは胸の前で両手をぱん、と音を立てて合わせた。

「ではヒトミさん、質しつ問もんを続けます」

「はあ」

「まずは、〈刑事Ｂ〉さん。殺された方ですけど、最近はどんな事件を担たん当とうされていましたの？」

「そんなことまで知ってるんですか？　被ひ害がい者しやが〈刑事Ｂ〉だってことまで。どこから漏れたんだろう。うわさって怖こわいな」

「質問にこたえてください。でなければ役に立ちません！」

　イミコの態度には鬼き気き迫せまるものがあった。

　ヒトミは服の袖そでで額ひたいの汗あせをぬぐい、こたえた。

「そんなこと言われても……ほかの刑事が扱あつかってる事件なんて、そんなにくわしくは知りませんよ。マフィアの捜そう査さをしてた、という話ぐらいは聞いてますけど」

「マフィア、ですの？」

「学内マフィアというのがいるんです。学内で組そ織しきを作って、その組織ぐるみで悪いことをしてるやつらで。〈刑事Ｂ〉はそういう組織の実態を探さぐろうとしてたはずですけど。でも、なんでそんなことを？　イミコさんが知っててもしょうがないことなんじゃないですか？」

　ヒトミの言葉に、イミコは勢いきおいよく首をふった。

「そんなことありませんわ。知的好こう奇き心しんを満足させることができます。この学校のことを知っておくのは、決して悪いことではありませんでしょう？　マフィアの捜査で、組織の実態を探ろうとしていた、ですね。わかりました」

　寮りようの廊ろう下かをほかの女子生徒たちが歩いていく。立ち話しているヒトミとイミコを横目に、うしろを通り過すぎていく。ヒトミが昨日、話を聞いた女子生徒も交まじっている。

　イミコが眉み間けんにしわを寄よせ、なにか思いだすように言う。

「あとは……そう、捜査の進しん捗ちよく状じよう況きようですわ。〈刑事Ｂ〉さんが殺された事件について。どんなことがわかっていますの？　手がかりはつかめましたの？　わたし、それを知らなくてはなりません」

　なぜ知らなくてはならないのだろう。これも知的好奇心を満足させるためだろうか。

「そんなこと、知ってたって言うわけにはいきませんよ。捜査中の事件については口こう外がい禁きん止し、絶ぜつ対たいの秘ひ密みつ事じ項こうと決められているんです。それに、どっちみちたいしたことは知りませんし」

　ヒトミはこたえた。なぜか弁べん解かい口調になってしまった。

　イミコが不服そうに頰ほおをふくらませる。

「あら、ヒトミさん。せっかくわたしが真実のために働いているというのに、こたえてくれないとおっしゃいますの？　返答をしぶる、ということですの？」

「真実のため、ですか？」

「そうです。そのためならわたし、色じかけもいといませんわ。よくはわかりませんけど、わたしにだってできるはずです」

「そんな、いきなりそんな」

　思わず一歩、退ひいてしまう。こんな清せい純じゆんそうな少女が色じかけだなんて。そんな大だい胆たんなことを言いだすだなんて。

　これも知的好奇心を満たすためだというのか。とてもそうは思えない。どちらかというと別方面の好奇心のような気がする。いったいなにがどうなっているんだ？
















　そこで、はたと思い至いたった。イミコの、さっきからの不ふ審しんな態度。ヒトミになにか指し摘てきされるたびに焦あせったような様よう子すを見せている、その理由。

「そうか。わかったぞ」

　すべて理解できた。優ゆう秀しゆうな刑事であるヒトミには明めい瞭りようなことだった。

　イミコの、「〈刑事Ｂ〉暗殺事件について知りたい」などという言葉は、すべて建たて前に過ぎないのだ。きっと彼女はただヒトミと話がしたかっただけなのだ！　そうにちがいない。

「なるほど。そういうことだったんですね」

　納なつ得とくできた。知り合ってからずいぶんと経たつが、その間、彼女はずっとヒトミに想おもいを寄せていたにちがいない。そのことをずっと胸むねの奥おく底そこに隠かくしとおしてきたが、ある日、ついにがまんしきれなくなった。耐たえきれなくなった。どうしてもヒトミの顔が見たくなって、それで刑事部のオフィスを訪おとずれ、ヒトミの居い所どころを聞いて、ここへ駆かけつけてきたのだ。

　事件云うん々ぬんの話は、きっとここへ来るまでに考えた言いわけにすぎないのだろう。こちらの返答にいちいちしどろもどろになっていたことも、それならすべてつじつまが合う。

「初めての担当もまかされたことだし、最近の僕はついてるぞ」

　ヒトミはひそかに喜よろこびを嚙かみしめた。幸運というのは続くものだ。事件の担当になって、その上さらに、こんなにかわいらしい女じよ性せいから想いを寄せられるなんて。しかも、じっとしていられないほどの熱ねつ烈れつな愛あい情じようを示しめされてしまうなんて。僕はなんて幸せ者なのだろう。

　笑みがこぼれないように注意し、ヒトミはイミコに、やさしく声をかけた。

「色じかけなんて必要ありませんよ。僕には受け入れる用意ができていますから。そりゃもちろん、いきなりなんていうか……あんまり大胆なことはどうかと思いますけど。僕らはまだ高校生ですし」

「よくわかりませんけど。わたしに意い地じ悪わるをしている、というわけではないのですね？　返答をしぶっているわけではありませんのね？」

「意地悪なんかしませんとも！　もう無理して事件のことをたずねる必要だってないんです。イミコさん、僕にはわかっているんです！」

「はあ……でも、事件のことは知らなくちゃいけませんわ」

　イミコが複ふく雑ざつな表情で言ってくる。

　ヒトミは上じよう機き嫌げんでこたえた。

「〈刑事Ｂ〉暗殺事件に関しては、どっちみち僕は深く関かかわっていないんです。だからほとんどなにも知りません。少なくともいまの時点ではね。僕はいま、ほかの事件にかかりきりですから。ほかの、僕自身が担当している事件に！」

「まあ、そうですの？」

　イミコはなぜか、形のいい眉まゆをわずかに寄せてみせた。

「でも、刑事部はその事件で大変なのでしょう？　ほかにもなにか行事の準じゆん備びをされているのでしょう？　それなのに、ヒトミさんは、なんの事件を捜そう査さされているんですの？」

　これこそ、ヒトミが待ち望んでいた質しつ問もんだ。自分を誇ほこれる最上の機会だ。

「ちょうどここ。この部へ屋や、伊丹冴という人の部屋が二人組の男に荒あらされて、僕はその足どりを追ってて──」

「冴さまが!?」

　イミコは、地球の裏うら側がわまで響ひびきそうな声を出した。







　ずっと立ち話もなんなので、ということで、ヒトミはイミコを刑事部のオフィスへ案内した。

　オフィスは部室棟とうの三階、フロアーのほぼすべてを占せん拠きよする大部屋だ。事じ務む机づくえが向かい合わせにいくつも置かれ、列を作っている。どの机の上も教科書や雑ざつ誌し、グラビアアイドルの写真集、その他の書しよ籍せき、中身が半分だけ入ったペットボトル、筆記用具、携けい帯たい用ＭＤプレイヤー、ビニル袋ぶくろに入った捜査資し料りようなどが山のように積まれている。机の脇わきにも同じような山ができている。気をつけて歩かなければ、それらの山は簡かん単たんに倒とう壊かいを引き起こしてしまうだろう。

　ヒトミは自分の席に腰こしを下ろした。隣となりの席の椅い子すを引きだし、イミコにはそちらをすすめた。事務机とセットになった、ねずみ色の安っぽい回転椅子だ。

「それで、イミコさん。イミコさんは、伊丹冴って人を知ってるんですね？」

　オフィスの人ひと影かげはまばらだった。数人の刑事たちが離はなれた席で書類仕事を片かたづけているぐらいだ。大半は〈総会〉の準備に駆かりだされている。

　この場の刑事たちは皆みな、ヒトミとイミコが入ってきたときは顔を上げ、めずらしそうな視し線せんを向けてきたが、ヒトミが「例の、女子寮りよう荒あらしの証しよう人にんです」とだけ言うと、すぐに自分の仕事へと戻もどっていった。

　オフィスに証しよう人にんを呼よんで話を聞く、というのはよくあることなのだ。特にいまは、どの刑事の意い識しきも〈総そう会かい〉と〈刑事Ｂ〉暗殺事件のほうを向いている。女子寮荒らし程てい度どの事件に関心を示しめさないのは当然だろう。ちなみに〈刑事Ｂ〉の件はあくまで「暗殺未遂事件」だが、語ご呂ろが悪いので「暗殺事件」と呼ばれることになった。

「よく知っている、というわけではありませんけど。ずっとあこがれていましたわ」

　イミコは椅子にちょこん、と腰かけ、手を膝ひざの上でそろえている。彼女は一年生だったはずだ。女子生徒が先せん輩ぱいの女子生徒にあこがれる、という気持ちは理り解かいできる。ほほえましいことではないか。

「以前はずっと陰かげから姿すがたを拝はい見けんして、お慕したいしていたのですが。最近は行方ゆくえ不明になっていましたの」

「行方不明に？」

　ヒトミの尻しりの下で、回転椅子がきしみ声をあげた。

　イミコがこくりとうなずく。

「学園祭の金きん券けんが大量に盗ぬすまれたとかなんとか。そんな事件のあとで、いなくなってしまいました。ヒトミさん自身、あの事件を捜査していらしたではありませんか。覚えていませんの？」

「学祭の金券って──そうか、あの事件か！」

　やっと思いだした。伊丹冴という名前に覚えがあるのは当たり前だった。ヒトミ自身、それなりに深く関わったことのある相手なのだ。

　数か月前、ヒトミは潜せん入にゆう調ちよう査さ員いんとして学内マフィア内部にもぐりこんでいた。そのとき、学内マフィアが集めた金券を持ち逃にげした人物として、伊丹冴を──マフィア側から！──追いかけたことがあった。

「そうだ、伊丹冴。たしかにそんな名前だった。あとで虎雄さんからくわしい話を聞きましたけど。あれは大金を持ち逃げするような女だった。すごく悪い女だった。今回の件も、被ひ害がい者しやが彼女なら納なつ得とくできる」

「あら、冴さまは悪い女などではありませんわ。すべて誤ご解かいだったはずです！」

　イミコに言われ、ヒトミは思いだした。彼女は冴に心しん酔すいしているのだ。冴がカネを持ち逃げした件も、そうではないと信じこんでいるのだ。「面めん倒どうだからそのまま信じさせとけ」というのが虎雄の意見だった。

　ここは素す直なおに認みとめておいたほうが無ぶ難なんだろう。冴は悪者ではない、ということにしておいて、イミコの機き嫌げんをとっておいたほうがいいだろう。せっかく捜査に協力してくれているのだから。自分に好意を寄よせてくれているのだから。それらをぶち壊こわしにする必要はない。

「すいません、僕ぼくがまちがってました。冴さんはいい人です。いなくなって心配です」

「当然です！」

　憤ふん然ぜんと声を返してくる。

　だが、いくぶん怒りはおさまったようだ。瞬しゆん間かん的なものだったらしい。

「ああ、冴さま。どこへ行かれたのかと思っていましたら。あんな部屋へ、同じ女子寮の別室へ移られていたのですね」

「転校したものとばかり思ってたけど。灯とう台だい下もと暗くらしだよな」

　歯がみする思いだった。もっと真しん剣けんに行方をさがすべきだった！

　以前の件については、もう時じ効こうが成立している。彼女が金券を奪うばったマフィアたちも、もう冴のことは追っていない。そのことは裏うらづけが取れている。

「なら、また別のトラブルを背し負よいこんだ、ということか。伊丹冴は」

　だから部へ屋やを荒らされ、姿を消さざるをえなくなった？

「ほんと、次から次へと面倒を起こす人だな……」

「とんでもないことですわ。冴さまの部屋が荒あらされてしまうなんて。泥どろ棒ぼうに入られてしまうなんて。とんでもないことです！」

「泥棒かどうかはわからないですよ。なにを盗ぬすまれたのか調べたくても、本人が帰ってこなくて。昨日からずっと待っているんですけど、もうまる一日以上、帰ってきていないみたいで」

「まあ、大変！」

　イミコは上体をわずかにのけぞらせ、目をぱちくりとやった。彼女の背はい後ごで資し料りようの山が崩くずれた。ヒトミの足もとへカプセルに入ったフィギュアが転ころがってきた。

「また行方不明ですの？」

「まあ、一いち応おうは。そういうことになってます」

「その泥棒に襲おそわれたのでしょうか？　誘ゆう拐かいされてしまったのでしょうか？　誘拐はとても怖こわいことですわ。犯はん人にんに猿さるぐつわを嚙かまされたりしますし、手を身体からだのうしろで縛しばられたりしますし、どこかわからない家のどこかわからない部屋に長い時間、閉じこめられたりもしますし。シャワーも浴あびさせてもらえませんし。とても怖いことですわ。冴さまが、あの繊せん細さいそうな冴さまが、そんな境きよう遇ぐうに耐たえられるとは思えません」

　それはどうだろう。とヒトミは思ったが、口には出さなかった。

「でも……そうか。そういう考え方もあるんですよね」

　ヒトミは腕うでを組んでうなった。部屋を荒らした男たちによる誘拐。それは一度も考えなかった。そういう可か能のう性せいだってあるのだ。身みの代しろ金きん目的で誘拐されたか、あるいはたちの悪い連中ともめて、痛いためつけるために拉ら致ちされてしまったか。だから帰き宅たくしたくてもできない……。

「なるほどな。部屋がめちゃくちゃになっていたのは、犯人と伊丹冴が争あらそったためかも」

「まあ恐おそろしい！」

　イミコが肩かたをふるわせる。本当に怖がっているらしい。

「ああ冴さま。わたしがいけないのでしょうか？　わたしは最近、あまり冴さまのことを考えなくなっていました。お姿すがたを見かけないことに慣なれはじめていました。わたしがもっと冴さまのことを気にして、冴さまを見つけだすことに専せん念ねんしていれば──そうすれば今回の件けん、防ふせぐことができたのかもしれません」

「そういうことは、ないと思いますけど」

　なんてことだろう。失敗だった。イミコを今回の件に引きこんだせいで、彼女の伊丹冴に対する好意を再さい燃ねんさせてしまったらしい。せっかく僕のことを好きになってくれていたというのに！

　いくら冴が女性とはいえ、イミコが抱いだく憧しよう憬けいの念ねんは強きよう烈れつなのだ。決して油ゆ断だんはできない。今回の事件は、二重の意味で戦たたかいになった。犯人との戦いであり、イミコの気持ちを自分のほうへ戻もどせるかどうか、という戦いでもある。

「そうだ。イミコさん、伊丹冴の写真を持ってたんじゃないですか？」

「伊丹冴、なんて呼よぶのはやめてください。ちゃんと冴さま、と呼んでいただきたいですわ」

「すいません。冴……冴さま」

　こらえろヒトミ。がまんするんだ。

「彼女の写真。ひょっとして、まだ持ってるんじゃないですか？」

「もちろん、肌はだ身み離はなさず、ここに」

　彼女はポシェット（最近また流は行やっているらしい）の位置をずらし、腹はらの前へ持ってきた。中をかきまわし、校内を歩く少女の写真を取りだした。寒さむ気けがするほどきれいな、長い黒くろ髪かみの少女だ。

「ヒトミ、順調か？」

　背はい後ごから声をかけられた。思わず跳とびあがりそうになった。イミコと冴のことに気を奪うばわれていて、周囲の出来事がまったく目に入っていなかったのだ。

　ふり向くと、いつの間にか〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉がオフィスに帰ってきていた。

〈出歯亀刑事〉が冴の写真をのぞきこんでくる。

「こりゃ……本人には気づかれずに、こっそり撮とった代しろ物ものだな。それにしちゃよく撮れてる」

　さすが〈出歯亀刑事〉だ。こういった関係のことにはめっぽう強い。

「ヒトミ、刑事部長から伝でん言ごんだけどよ。女子寮りよう荒あらしの件、なにかわかったら逐ちく一いち報ほう告こくするように、とのことだぜ」

「わかりました」

「わたしもお聞きしたいですわ。逐一報告を──いいえ」

　イミコはいったん冴の写真をのぞきこみ、また顔を上げて、ヒトミの目を見すえてきた。

「その必要はありません。わたしも捜そう査さに協力させてください。冴さまのために！」

　妙みような雲行きになってきたぞ。

　と、ヒトミはまた心の中で言った。







　　　虎雄／土曜日／午後二時十四分～




　俺おれはイミコとの待ち合わせ場所で、死ぬほど居い心ごこ地ちの悪い思いを味わっていた。ついでに極ごく上じようのスウィーツも味わっていた。うまい。恥はずかしい。

　本来ならば、俺はお気に入りのアメリカ風バーガーショップで彼女と落ち合いたいところだった。街まちの外はずれにある目立たない店で。

　あの店のバーガーは最高だ。いかにもアメリカ風だ。パンも中身もオリジナル、異い様ように大きく、日本のファストフード・ショップのように紙で包つつまれていたりしない。ちゃんと皿にのって出てくる。しかも、この皿がまたでかい。つけあわせのフライドポテトは荒あらくカットされており、バーガーを覆おおい隠かくさんばかりに山やま盛もりで、食べても食べてもなくならないような印いん象しようを受ける。

　きっとアメリカの刑事たちはああいうバーガーを食べているはずだ。俺にふさわしいのはああいうバーガーだ。ああいうバーガーを客に出す店だ。店内は無意味に薄うす暗ぐらく、テーブルにはチェックの汚よごれたテーブルクロスがかかっており、上にはもちろんケチャップとマスタードの容よう器きが置かれている。店主は室内にもかかわらずサングラスをかけており、袖そでを切り落としたデニムの上下を身につけており、もちろん腹の前には薄汚れたエプロン。これだ。

　あのバーガーショップの店主はものの道理をよくわきまえている。この街に、俺が愛するこの街に必要なものがなんなのかを理り解かいしている。あそこは最高の店だ。学校の外でだれかと会うなら、あの店以外には考えられない！

　──と、俺が考えていることは、刑事部の連中ならだれでも知っている。

　だから、あのバーガーショップを利用するわけにはいかなかった。刑事部の監かん視しがついていることはたしかめるまでもなかった。

　イミコと電話で待ち合わせ場所を話しあった際、俺がこの話をしたところ、イミコは「でしたら、うってつけの店がありますわ！」と言いやがった。そして店の名前と場所を伝えてきた。

　俺は「まあいい。どうせちょいと話をするだけだ」と思い、たいして考えもせずに了りよう承しようしてしまったのだ。どっこい、どうやら軽けい率そつだったらしい。

「イミコの野や郎ろう……野郎ってのはちがうか。くそっ、どっちだっていい。早く来やがれ！」

　彼女が指し定ていした店は、白を基き調ちようとした恐おそろしくかわいらしい雰ふん囲い気きの内ない装そうを誇ほこっていた。天てん井じようは高く、木もく製せいのテーブルや椅い子すのデザインにも統とう一いつ感かんがあり、こじゃれている。ところどころに花なんぞが飾かざられているぐらいだ。

　自然光がさんさんと降ふり注そそぐ店内には、女たちの交かわす軽かろやかな声が響ひびいていた。ぶっちゃけた話、男の客は俺だけだ。自転車で来ているような客は──言うまでもなく──俺だけだ。

　こんな場所でロングコートの大男がひとり、店自じ慢まんのスウィーツをつついている姿すがた、というのはどう考えても浮うきまくっている。さっきからほかの客たちの視し線せんを痛いたいほど感じる。べつに険けん悪あくな視線というわけじゃないが、好こう奇きの目で見られていることはまちがいない。

　黒と白の制せい服ふくを身につけた男だん性せい店員も、俺から注ちゆう文もんを受けるとき、対たい応おうを決めかねるような表ひよう情じようを見せていた。俺は適てき当とうにメニューを指さし、注文を選んだのだが──出てきた代物がまたきつい。巨大なグリルバーガー（ポテト添ぞえ）の対たい極きよくにあるような食い物。やたらめったら凝こったケーキとアイスクリームとフルーツとなにやらよくわからぬソースを足たして四で割わったような物体。

　俺は軽く口をつけてびびった。恐ろしくうまい。だが男がひとりで食べるような代物ではない。断だんじて。

　たしかに俺は甘あまいものが好きだ。自室には常つねにさまざまな菓か子しパンやデニッシュ、パイ、ドーナツなどを常じよう備びしている。アメリカの刑けい事じはこういったものを食っているにちがいないからだ。それでも、ひとりでこの絢けん爛らん豪ごう華か、そのくせ鶏にわとりの卵たまごほどの大きさ（小ささと言ったほうが正せい確かくか）の食べ物をつつくにはこの上ない勇気が必要となった。

　恥はずかしい。こいつのせいで浮いた雰囲気がさらに強調されている。しかも、ウェイターがさりげなく現あらわれ、しゅるりと巻まいてホルダーに入れた伝でん票ぴようをのぞいたのだが、このスウィーツの値ね段だんは千二百円。なめてんのかこの野郎。コーヒー代と合わせて千六百五十円。プラス税ぜい。俺の十日ぶんの食費だ。

「こんなところに俺をひとりで置いとくんじゃねえ。あの女、どこでなにしてやがる？」

　俺は腕うで時ど計けいをのぞきこんだ。さっきから何度、同じことをくり返したかわからない。現げん在ざいの時じ刻こくは午後二時十四分。約やく束そくの時刻を四十四分も過すぎている。

　イミコめ。あの女、時間にルーズな性せい格かくだっただろうか。これは俺に対する嫌いやがらせだろうか。きっとそうにちがいない。今回の件けんで、あいつは態たい度どにこそ出していなかったが、俺の人づかいが荒いと考えているのだ。それか、ずっと前に二階から突つき落としたことをいまだに根に持っていたのか。なんてこった。

　あいつに対しては、ほかにもいろいろとやらかしたような気がする。心当たりがありすぎて脳のうがオーバーヒートを起こしそうになる。すべての恨うらみをここで晴らしているのだろうか。だとしたらこれ以上ないぐらい効こう果か的だ。

　くそ、恥ずかしい。また新しく入ってきた女二人組が俺のほうを見ている。見て見ぬふりをしている。とりあえずロングコートだけでも脱ぬぐべきだろうか。いや、それはだめだ。これは俺のシンボルだ。

　ちくしょう、イミコめ。こんなに狡こう猾かつな女だっただろうか。きっとそうなのだ。女は、見た目だけではわからないものなのだ。魔ま女じよめ！

「すいません、遅おくれてしまいましたわ」

　イミコが息を切らしつつ現れた。

「早くすわれ！　俺の向かい側にすわれ。俺とカップルのふりをしろ！　いやがる彼氏を無理やり自分の好きな店へ連れてきた無む邪じや気きな女のふりをするんだ！　早く！　でなきゃ俺は死ぬ。死んじまう！」

「死んでしまいますの？　昨日は病院へ行きたい気分だ、とおっしゃっていましたけど。まだ調子が悪いんですの？」

　不思議そうな、本当に俺のことを気づかっているような表情で見てくる。くそ、だまされてたまるか。

「とにかくすわりやがれ！」

　イミコは正面の席についた。うれしそうにメニューをながめ、現れたウェイターにケーキと紅こう茶ちやのセットを注文したりしている。

　彼女は、俺のいらついた様子にやっと気がついたらしく、元から薄うすい眉まゆをひそめた。

「どうかしましたの？　やっぱり病院へ行かれたほうがいいんじゃありませんの？」

「冗じよう談だんじゃねえぜ。こんな店、指定しやがって。女しかいないじゃねえか」

「あら、すばらしいではありませんか！」

　しまった、忘れていた。こいつは男よりも女が好き、という変わり者なのだ。案外、本気でここが待ち合わせに最さい適てきと思って指定したのかもしれない。

「この女好きめ」

「本当に申しわけありません。ヒトミさんと一いつ緒しよに冴さまを捜さがしていたら、すっかり遅おそくなってしまいました」

　変わった名前が飛びだしてきた。

「冴だあ？　あの、マフィアのカネ云うん々ぬんのときに出てきた伊丹冴のことか？」

「そうですわ」

「覚えてるぜ。ありゃあいい女だった。ぐっとくる女だった」

　腹はら黒ぐろい女だったけどな、と心の中でつけくわえた。もちろんイミコの前では言わない。わざわざこいつの神しん経けいを逆さかなでする必要はない。

「もちろんそうです。冴さまはいい女性ですわ。それをヒトミさんったら、悪い女だ、なんておっしゃいましたの。わたし、怒おこってしまいました」

　そういう意味で言ったわけじゃねえんだが、と思ったが、もちろんこれも口には出さない。

「なら、ヒトミとはちゃんと会えたってわけだな？　話も聞けたわけだ」

「ええ、無ぶ事じお会いできました。たっぷりお話できましたわ」

「冴がどうしたってのは？」

　イミコはあからさまに深しん刻こくそうな顔になった。ころころとよく表ひよう情じようの変わるやつだ。

「冴さまのお部へ屋やに泥どろ棒ぼうが入りましたの。それで、冴さまは行方ゆくえ不明で」

　いまにも泣きそうな表情で言う。

　驚おどろきだった。前の事件以来、俺は何度か冴をさがしたことがあった。だが見つけられなかった。もう二度と会えないとあきらめていたのだが──まだこの学校にとどまっていたらしい。そして、また問題を抱かかえこんだらしい。あの女らしいと言えばあの女らしいが。

「その事件の担たん当とうさんが、ヒトミさんなんです」

「わかった、もし俺がこの状じよう態たいから脱だつ出しゆつできれば──うまく〈刑事Ｂ〉暗殺の真しん犯はん人にんを突きとめることができれば、そっちの件も捜そう査さしてやるさ。泥棒はどこのどいつか、冴はどこにいるのか。俺が優ゆう秀しゆうな刑事だってことは、おまえが一番よく知ってんだろ？」

　俺は、イミコの扱あつかいに関してはメジャーリーグ級の腕うでだ。

「本当ですの!?」

　案の定じよう、イミコは一いつ瞬しゆんで食いついてきた。晴れやかな表情になった。それこそさっきの千二百円もするスウィーツや、この店のあちこちに飾かざられている花のような華はなやかさだ。

「ああ、本当だ。俺自身、あの女にはまた会いたいと思ってた。それで、これはそのために必要なことなんだけどよ……わかんだろ？　〈刑事Ｂ〉の件けんだ。ヒトミと話して、どうだった？」

「もちろん、ちゃんとお聞きしてきましたわ。わたし、とてもうまくふるまうことができましたの。自分でも驚いたのですが、わたし、ひょっとしたら刑事さんの素そ質しつがあるかもしれません。将しよう来らいを考えてしまいました」

　悪あく夢むのような未来だ。

　俺はイミコをうながした。彼女は順を追って話した。

　刑事部は、つまり暗殺事件の担当である〈まるだし刑デ事カ〉は、まだこれといった手がかりをつかんではいない。刑事部全体としては〈ショットガン刑デ事カ〉が犯人にちがいない、とにかく〈ショットガン刑事〉を捜さがしだせ、という方向で動いている。〈刑事Ｂ〉は学内マフィアについて捜査しており、組そ織しきの実じつ態たいを解かい明めいしようと努力していた……。

「なるほどな、学内マフィアか。てことは、〈刑事Ｂ〉はマフィアに殺やられたって可か能のう性せいも出てくるわけだ。自分たちのもとへ捜査の手が及およんでいることを知り、マフィアどもが逆ぎやくに〈刑事Ｂ〉を殺した、という筋すじ書がき」

「そのあたりのことは、わたしにはわかりませんけれど」

「売人をやってたってことと、学内マフィアを探さぐってたってことと。無関係ではねえよな」

　俺は少しだけ安心した。やはり、〈刑事Ｂ〉は清せい廉れん潔けつ白ぱくだったのかもしれない。事情があって売ばい人にんをやっていたのかもしれない。少なくともその可能性は出てきた。

　ちょうどウェイターが甘あまそうなケーキ（これまた小さい）とキルティングしたカバーに包まれたティーポット、カップとソーサー、その他、紅茶に付ふ属ぞくする雑ざつ多たな小物類を持ってきた。時間をかけてテーブルの上に並ならべる。

　俺は頭の中で考えをこねくりまわしながら、それをそのまま口に出した。

「学内マフィアつっても、いろいろいやがるからな。少なくとも総そう持じ寺じたちは犯人じゃねえ。今回の件には無関係なはずだ」

　していれば昨夜のような反はん応のうは見せなかっただろう。

　俺は顔を上げた。イミコは口もとに小さな笑えみを浮うかべながらティーポットをながめ、紅茶が濃こくなるのを待っている。

　俺は質問を投げた。

「もう少し、くわしくわからねえか？　学内マフィアにもいくつか派は閥ばつがあるんだ。あるいは、別の学校に所属するマフィアどもかもしれねえ。〈刑事Ｂ〉が調ちよう査さしてたのはどんなやつらなのか。具体的な名前がひとつありゃいいんだが」

「さあ。そう言われましても」

　イミコは俺のほうを向いたままで、キルティングのカバーをはぎとり、ティーポットの持ち手に指をそえた。軽く持ちあげる。

「わたしは聞いていませんし、ヒトミさんも知らないのではありませんか？　そんな印いん象しようを受けました」

「そうか。まあ、そうかもしれねえな。普ふ通つう、刑事たちは、ほかの同どう僚りようが進めてる捜査の詳しよう細さいなんて知らねえもんだ」

　ヒトミがそこまで知っているぐらいなら、俺の耳にも少しぐらいは届とどいていたはずだ。きっと〈刑事Ｂ〉は独どく自じに捜査を進めていたのだろう。ひとりでなにもかも解決して、手て柄がらを立てたかったのかもしれない。

「となると、〈刑事Ｂ〉が残した捜査資し料りようを当たるしかねえな。んなもんがあるのかどうかわからねえが」

　俺はイミコをじっと観察してみた。

　彼女はケーキをぱくつきながら、小首をかしげて見返してきた。小さな口で咀そ嚼しやくしている。女が咀嚼している様を凝ぎよう視しする、というのは奇き妙みような体験だ。あまりあるものじゃない。

「なんですの？　クリームがついていますでしょうか？　わたし、粗そ相そうをしましたでしょうか？」

「いや。そういうわけじゃねえが──無理だろうな」

「なにが無理ですの？　一口、ほしいんですの？」

「いるか！」

　俺は考えていたのだ。刑事部のオフィスにある〈刑事Ｂ〉の机つくえを調べて、捜査資料を探さがせないかどうか。それをイミコに頼たのめないかどうか。

　だが、そこまで望むのはぜいたくというものだろう。部外者である彼女がオフィスへ忍しのびこめば確かく実じつに怪あやしまれるだろうし、もし仮かりにつかまった場合、彼女は俺のことを話すしかなくなる。そうなれば刑事部の連中はイミコを使い、俺に対して罠わなをしかけることだって可能になるのだ。それは避さけたい。

　イミコにそう伝えた。

「たしかに、ちょっと不安がありますわ。ヒトミさんにお話を聞くぐらいなら簡かん単たんでしたけど。あのオフィスにお邪じや魔まして、〈刑事Ｂ〉さんの机を見つけて、そこを調べるだなんて」

「わかってる。ちょいと思いついただけだ。いまの件に関しては、俺が自分でなんとかするさ。おまえは、いままでどおりヒトミとの接せつ触しよくを続けてくれりゃいい。頼めるか？」

「もちろん！」

　イミコの笑えみが、さらに華はなやぐ。

「わたし、ヒトミさんと約やく束そくしましたの。一いつ緒しよに冴さまをおさがしするって」

「悪くねえな。理由はどうあれ、ヒトミにずっと張はりついててくれるのは、俺としちゃありがてえ」

　そして、俺は言った。ボストン・バッグの中身は捜査に必要な、絶対に節約できない出費にしか使わない。その信念のもとに。

「もうひとつだけ。頼みてえんだけどよ」

「なんですの？」

「この店の勘かん定じよう、出しといてくれるか？　それと、小こ銭ぜにも少し貸かしてくれ」







　店を出て、イミコから話を聞いて、俺はたまげた。

　彼女はここまで徒歩で来たというのだ。やたらと大量に布ぬのを使った服を身につけ、肩かたから間の抜ぬけたポシェットをぶらさげて、ひょこひょこ歩いてきたというのだ。この店は週に一度ぐらいの割わり合あいで利用しており、いつも学校帰りに散歩がてら訪おとずれているという。

　学校からここまで三キロはあるのではなかろうか。なんて健けん脚きやくなお嬢じよう様だ。

　俺は思わずたずねていた。

「いまから、また歩いて帰るつもりか？」

「もちろん、そのつもりですわ。ですが、ちょっと急ぎたい気もいたします。ほら、冴さまの件けん。さっきお話しましたでしょう？」

　イミコの話を聞いて、俺は思わずこう申しでていた。我われながら、どうかしていたんじゃないかと思う。

「なんなら、送ってやってもいいぜ」

　ママチャリに二人乗りだ。

　後輪の上には金きん枠わくの台があった。イミコはそこへ横向けに腰こしかけた。風を受けてふくらむスカートを手で押おさえていた。俺は必ひつ死しこいてペダルをこぐ役目だった。

　あまりにも馬ば鹿かげている。だがちょうどよかったのかもしれない。まさか刑事部の連中も、手配中の俺がうしろに服ふく装そう倒とう錯さくの女を乗せて自転車をこいでいる、とは考えないだろう。

「ありがとうございました。本当に助かりましたわ！」

　そう言って──伊丹冴のことを考えているのだろう、いつもより少し速い足取りで──イミコは立ち去った。場所は、北ほく摂せつ高校の正門を越こえたあたりだ。

　俺はそれを見送り、あらためて自転車にまたがった。

　刑事部のオフィスへ忍しのびこむ段取りを考えながら。







　当然のことだが、オフィスに人がいる状じよう況きようで忍びこんでも意味がない。確かく実じつに怪あやしまれる。特に手配中の俺が忍びこんだ場合、〈刑事Ｂ〉の机をあさっていたりしたら、二秒で大おお騒さわぎになってしまう。刑事部中の刑事たちが殺さつ到とうしてきて、あっという間に簀す巻まきにされてしまう。そのことは目に見えていた。

　だから、俺はまず第二食堂の脇わき、ドリンクの自じ販はん機き前で自転車を停めた。公こう衆しゆう電話を使うためだ。ここから刑事部のオフィスにかけて、噓うその事件通つう報ほうを行おこなう。できるかぎり派は手でな事件をでっちあげて、刑事部の連中をみんな出動させて──その隙すきに〈刑事Ｂ〉の机をあさる、という計画。我ながらうまい考えに思えた。

　自転車の後輪に鍵かぎをかけた。鍵はサドルのうしろについている馬ば蹄てい形の代しろ物ものだ。

　オールバック曽そ根ねのママチャリはなかなか役に立っている。曽根には「使い終わったら寮りようの駐ちゆう輪りん場じように置いといてくれ」と頼たのまれているが、まだ使い終わっていないから問題はないだろう。それにしてもあの野や郎ろう、なんでママチャリなんか使ってやがるんだ？

　俺は公衆電話の受話器を取りあげた。コインを入れて、記き憶おくしている番号にかけた。忘わすれるはずのない番号。刑事部のオフィスの番号だ。

　相手が出るまでの間、隣りん接せつする自販機にもたれて、なにげなく敷しき地ち内を見み渡わたしてみた。緑色の芝生しばふにおおわれており、その間を舗ほ装そうされた道が走っている。明るい雰ふん囲い気き。

　土曜日の昼下がり、歩いてる生徒は両手で数えられる程てい度どしかいない。ほかは皆みな、休日は街まちへ繰くりだしているのだろう。あるいは前夜の馬鹿騒さわぎに疲つかれて、寮の部へ屋やで（あるいは馬鹿騒ぎの会場で）いまも眠ねむりについているのか。総持寺たちが後者であることはわかっている。

　いずれにしても、刑事部から追われ、逃にげまわっているやつなんて俺ぐらいのものだ。

　電話線の向こうで、男の声がこたえた。

『はい、刑事部』

　すぐにわかった。〈あぶなげない刑事〉の声だ。

「もしもし。あー……」

　俺はせきばらいした。わざと受話器を口から遠ざけ、声こわ音ねを変えるよう意い識しきした。

　さて、どんな事件をでっちあげたものか。どんな噓情じよう報ほうで刑事部の連中を外へ出すか。

『どうしたっていうの？』

〈あぶなげない刑事〉が訊きいてきた。彼は常つねに根こん拠きよのない余よ裕ゆうを漂ただよわせている。ソフトな語り口で知られている。

　俺はもう一度、せきばらいした。息を吸すいこんだ。そして、こんどは思い切り大声を出した。せっぱ詰つまった声を演えん出しゆつする。

「事件だ！」

『はあ？』

「はあ、じゃねえよ。事件だ。大事件が起きてやがる！」

『あ、通報ね』

〈あぶなげない刑事〉の口調はゆとりを失うしなわない。聞いているこっちがいらだってくるぐらいだ。これがどんな事件をもあぶなげなく解かい決けつする秘ひ訣けつなのかもしれない。

「なに聞いてやがる。そうだ、通報だ。当たり前だろうが!?　大変な事件なんだよ！」

『どこでなにがあったのか。落ちついて、順番に教えてくれる？』

「男だ！　男が……そう、日に本ほん刀とうをふりまわしてやがる！　いや、拳けん銃じゆうをぶっぱなしてやがる！」

『日本刀？　拳銃？　どっち？』

「んなもんどっちでもいいだろうが!?　つーか、どっちもだよこのぼけ！　男が日本刀をふりまわして拳銃をぶっぱなして……人ひと質じちだ。人質を取って自分の家に立てこもってる。寮の部屋だ！」

『あっそ。ちょっと待ってね──』

　電話口の向こうで声が聞こえた。〈あぶなげない刑事〉がほかの刑事たちに、それぞれ手近な電話を取るように指し示じしている。

〈あぶなげない刑デ事カ〉以外の刑事たちは皆、かなり驚おどろいているようだ。それはそうだろう。こんな事件の通報を受けたりしたら、俺ならいても立ってもいられなくなる。平気に応おう対たいしている〈あぶなげない刑事〉だけが異い常じようなのだ。

　ふたたび、余裕の男が電話口に戻もどった。

『男が人質を取ってんのね。それで、場所はどこ？　男は、なにか要求してるの？　人質の性せい別べつと年ねん齢れいは？』

「場所はうちの、北摂高校の寮だ。男はうちの生徒で──でもって、自分のかみさんを人質にとって、自分たちの家に立てこもってる！」

　なんだか、せっぱつまった口調を心がけるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。噓を考えること自体はそれなりに面おも白しろいが。

『生徒でかみさんということは──学生結けつ婚こんか。レアだね』

「男は女によ房うぼうに別れ話を持ちかけられてやがった。それで口こう論ろんになって、パニクっちまって、思わず日本刀やら銃やらを持ちだしちまったらしい。いまは近所の住人たちを脅おどしてる。女房が復ふく縁えんしてくれなけりゃ女房を殺すとかなんとか、わけのわからん要求を突つきつけてやがる！」

『まずは落ちつかせたほうがいいだろうね。まわりの人たちには、くれぐれも犯はん人にんを刺し激げきしないように言っといて。俺たちもすぐに駆かけつけるから。それで、場所だけど。もっと正せい確かくな場所、教えてくれる？』

　そんなこと、こたえられるわけがないのだ。すべて噓なのだから。

「そうだ……」

　いいことを思いついた。ここで事件の場所をあいまいにしておけば、刑事部の連中は現げん場ばを探さがして右う往おう左さ往おうすることになるだろう。俺はかなりの時間をかせぐことができるだろう。

　思わず口の端はしが持ちあがった。笑えみの形に、ひとりでにゆがむ。

「場所は……ぐわ、撃うたれた！」

　ガシャン。受話器をフックに戻もどした。大噓をかました。

　通つう報ほう者しやが撃たれた、実じつ際さいに怪け我が人にんが出たとなれば、刑事部の連中はよりいっそう真しん剣けんになるだろう。少なくとも〈あぶなげない刑事〉以外は。動ける刑事を総そう動どう員いんしてくるにちがいない。

　俺は自じ販はん機きの陰かげに身を隠かくし、そのまましばらく待った。

　刑事部のオフィスから寮りようへ行く場合、俺の前に広がる敷しき地ちを突っ切って行くのが最短経けい路ろとなる。待っていれば刑事たちが駆け抜ぬけていくはずだ。刑事たちは俺がでっちあげた人質事件のことで頭がいっぱいになっているはずだから、まさか俺の姿すがたに目をとめることはないだろう。

「ほう。早いじゃねえか」

　俺は口くち笛ぶえを吹ふいた。いや、とりあえず吹いた気分になってみた。俺は昔から、どうしても口笛を吹くことができない。あとは巻まき舌じたも苦にが手て。ちくしょう、人には得え手て不ふ得え手てというものがあるのだ。

　三〇メートルほど先を、五名の刑事たちが血けつ相そうを変えて駆け抜けていった。偽にせの現場へと急行していく。いまは〈総会〉の準じゆん備びで出で払はらっている刑事が多いから、オフィスにいたのはあれでぜんぶなのだろう。中には〈あぶなげない刑事〉の姿も交まじっていた。あの男だけはスキップをしている。

　よし。連中が視し界かいから完全に遠ざかったことを確かく認にんした上で、俺はやっと自販機の陰から出た。自転車にまたがり、刑事部のオフィスがある部室棟とうへ向かった。







　俺は正面玄げん関かんの前に自転車を停とめて、周囲に人ひと気けがないことを確認し、慎しん重ちように建たて物もの内へ入った。ボストン・バッグを片かた手てに三階までのぼり、刑事部のオフィスへと踏ふみこむ。

　俺はコピー機の陰に隠れ、中の様子を十分に観察してみた。だいじょうぶだ、だれもいない。だからといって大おお騒さわぎする必要もない。

　目線で〈刑事Ｂ〉の机つくえがある場所を確認した。物音を立てずに部へ屋やを横切り、〈刑事Ｂ〉の机までたどり着いた。

「さてと。〈刑事Ｂ〉の野や郎ろうは殺されたわけだが」

　刑事部の連中は俺が犯人だと決めつけているのだ。俺の行方ゆくえを全力で追っている。従したがって、おそらく殺された〈刑事Ｂ〉本人について調べる、といったことは行おこなっていないはずだ。彼の残した捜そう査さ資し料りようにざっと目を通すぐらいのことはしたかもしれないが、その程てい度どのことだろう。

　俺は彼の椅い子すにすわり、ボストン・バッグを机の上に置いて、引きだしの中を片っぱしから調べていった。床ゆかや机の上に積まれた資料の山もあらためていった。

　だが、あまり参考になるようなものはなかった。すでに解かい決けつした事件のものが大半を占しめている。きっと捜査報告を書くために残してあるのだろう。あるいは整理をあとまわしにしていただけか。

　あとは、ちょっとマイナーな新聞であるとか、Ａ５サイズのオピニオン雑ざつ誌しであるとか、いかにも〈刑事Ｂ〉らしい代しろ物ものがあるばかりだ。雑誌や教科書の中身もぺらぺらとめくってみたが、気になる紙し片へんがはさみこんであるようなこともなかった。

　おかしい。

　ヒトミによれば、〈刑事Ｂ〉は学内マフィアについて調査中だったはずだ。どっこい、それに関する資料がどこにも見当たらない。

「だれかに持ち去られたか、死んだときに身につけていたか。いや──〈刑事Ｂ〉は、死んだときは全ぜん裸らだった。部屋にそれらしいものはなかった。犯人が持ち去りやがったのか？」

　あるいは、本人がどこかに、意い図と的に隠していたか。こちらのほうが可か能のう性せいは高い。

〈刑事Ｂ〉は調査を独どく自じに進めていたのだ。手て柄がらをほかに取られないために、資料は自分だけで保ほ管かんしていたのかもしれない。自分だけの事件。そういった独どく占せん意い識しきは、刑事ならだれにでも働いてしまうものだ。

　俺は椅子から立ちあがった。床に膝ひざをついた。まずは椅子をひっくり返し、裏うら側がわを調べた。なにもない。机の下へもぐり、裏側を調べた。なにもない。引きだしをすべて抜きとり、ひとつひとつ裏返していった。

　ビンゴだ。

「ありやがったぜ」

　最さい上じよう段だんの引きだしの裏側に、小さな手帳がセロテープで貼はりつけてあった。

　俺はそれをむしりとった。散らかった机の谷間ですわりこみ、手帳のページをぱらぱらとめくった。

　舌した打うち。

「ちくしょう。〈刑事Ｂ〉の野郎、徹てつ底ていしてやがるじゃねえか」

　手帳は前半のページが破やぶりとられていた。

　おそらく、〈刑事Ｂ〉はこの手帳を純じゆん粋すいに捜査のためのメモとして使っていたのだろう。覚おぼえ書きのためだけに使っていたのだろう。すでにしっかりと記き憶おくしたこと、あるいはもう処理できた事こと柄がらなどが書いてあるページは破りとるようにしていたのだろう。

　手帳に残されている記き述じゆつはふたつだけだ。〈刑事Ｂ〉の几き帳ちよう面めんな、四し角かく張ばった文字が連つらなっている。

　ひとつめ。

　日時と場所、そして『取引き、ダミー用意』という言葉が書かれていた。日時は昨日の午後五時。場所は街の中心にあるホテル、七一一号室。まちがいない。〈刑事Ｂ〉が死んでいた部屋だ。

　ひとつめの記述は俺との取引きを、その約やく束そくのことを示している。『ダミーを用意』というのは、実じつ銃じゆうの偽にせ物ものを用意する、という意味だろう。〈刑事Ｂ〉は取引き相手に偽物の銃を売りつけて、カネをだましとるつもりだった。そのことは確認がとれたわけだ。

　そして、ふたつめの記述。同じように日時と場所が書かれていた。明日の午前十一時。場所は同じホテルの別室だ。八〇三号室。こちらは「取引き、一回目、天てん神じん橋ばしファミリー」と記しるされている。やはり、〈刑事Ｂ〉はマフィアと取引きをするつもりだったのだ。

　俺からカネを巻まきあげたあとの取引きだから、そのカネを資金に、おそらくはマフィアからなにかを買うつもりだったのだろう。客のふりをしてマフィアに接近し、おとり捜査をするつもりだった？

「これだけじゃなんとも言えねえが。その可能性は高たけえな」

　物音が聞こえた。

　俺は顔を上げた。手帳を素す早ばやくロングコートのポケットへすべりこませた。

　戸口に、刑事部一の敏びん腕わん刑事が立っていた。

「なんてこった。おまえは……〈まるだし刑事〉！」

　忘れものをしたかなにかの理由で偶ぐう然ぜん、ここへ戻もどってきたのだろう。そして偶然、俺と鉢はち合あわせしたのだろう。態たい度ども格かつ好こうも無む防ぼう備びだが、表ひよう情じようは硬かたい。

「大だい胆たんなものだな、〈ショットガン刑事〉。逃とう亡ぼう中ちゆうの身でありながら、刑事部のオフィスへ忍しのびこむとは。さっき通つう報ほうがあったらしいが。それもおまえのしわざか？」

「いまさら隠かくしてもしょうがねえ。まあ、そういうこった」

「なんの用だ？」

〈まるだし刑事〉が訊きいてくる。

　俺の右手には愛用のショットガンが握にぎられている。だが、銃じゆう口こうはまだ下を向いたままだ。〈まるだし刑事〉はまるごしのようだが、どこに銃を隠しているかわかったもんじゃない。あいつは早はや撃うちでも知られている。〈まるだし刑事〉よりも先に撃てるかどうか、確かく率りつは五分ぶ五分といったところだ。

　それに……。

「〈まるだし刑事〉。悪いがそこを通してくれねえか？　おまえを撃ちたくねえ」

「おれを撃ちたくないなら、素す直なおに逮たい捕ほされることだな。いま、ここで」

「それもできねえ」

　汗あせが背せ中なかを伝つたう。腋わきから脇わき腹ばらへと伝う。

「聞いてくれ、〈まるだし刑事〉。俺は犯はん人にんじゃねえ。俺は偶然、あの部へ屋やに居い合あわせただけなんだ。こんなこと言って信じてもらえるかどうかわからねえが」

「信じられるかどうかは、取とり調しらべ室しつで話を聞いて、ゆっくり判はん断だんすることにしよう」

〈まるだし刑事〉は表情ひとつ変えない。白い素す肌はだがほんのりと赤みを帯おびているぐらいだ。

「さあ、その銃を下ろすんだ。〈ショットガン刑事〉」

　右手を俺のほうへ差しだしてくる。

　俺はショットガンの銃じゆう把はを固く、固く握りしめた。手の中で壊こわれそうなぐらいに。

　いま逮捕されるわけにはいかない。

「〈まるだし刑事〉。すまねえ……！」

　その言葉が引き金になった。

　俺はショットガンの銃身をふりあげた。

　同時に〈まるだし刑事〉も動いていた。俺のほうへ差しだした手を引っこめ、その指先を己おのれの股こ間かんへと伸のばしていた。あそこに銃が隠されているのだ！

　俺は引き金をしぼった。俺のほうが早かった。〈まるだし刑事〉は撃てなかった。銃とまちがえて別のものを握ってしまったのかもしれない。

　とにかく、〈まるだし刑事〉は全身に弾たまを食くらった。むきだしの肌に数十発のＢＢ弾だんがめりこむ。彼の手はまだ同じ場所へ差しこまれたままだ。やはり銃とまちがえて別のものを握ったのか。あるいは、まちがえていないのかもしれない。べつに銃を握ろうとしたわけではなく、その部分を散弾から守るために、あえて強く握りしめているのかもしれない。

〈まるだし刑事〉の身体からだが浮うきあがる。暗い廊ろう下かへと消えていく。裸ら体たいがリノリウムの床に投げだされ、跳はね転ころがる音が聞こえてくる。

〈まるだし刑事〉は悲ひ鳴めいひとつあげなかった。あまりにもあっけなかった。

「くそっ。本当にすまねえ」
















　俺は身をひるがえした。倒たおれた〈まるだし刑事〉の横を通っていく気にはなれない。追いかけられないようとどめを刺さしておく、なんて行こう為いは論ろん外がい。あいつは俺が刑けい事じ部内で唯ゆい一いつ、尊そん敬けいしている刑事でもあるのだ。いまの状じよう況きようで、こんな形で会いたくはなかった。

　窓まどの外へ目を向けた。正しい方向を見み定さだめた。

　机つくえや椅い子すやその他のガラクタをかきわけ、雑ざつ多たな品々の山を突つき崩くずし、窓のほうへ突とつ進しんした。顔の前で両手を交差させた。右手にショットガン、左手にボストン・バッグを握りしめたままで、そのまま勢いきおいを殺さず、窓ガラスに向かって飛びこんだ。

　目を閉とじる。歯を食いしばる。膝ひざが、肘ひじが窓ガラスを粉ふん砕さいする。痛いたみが頭の芯しんまで突き抜ぬける。ガラス片がありとあらゆる方向へまき散らされる。

　浮ふ遊ゆう感かんが俺を包んだ。部室棟とうの周囲には、かなりの樹じゆ齢れいを誇ほこる木が等とう間かん隔かくで植えられている。それらが俺を受けとめてくれる。俺が昔、衝しよう動どう的に刑事部長を突き落としたときも、こいつらが刑事部長の命を救すくったのだ。否いな、刑事部長はどのみち不ふ死じ身みだから、怪け我がの度合いを少なくしてくれた、と言うべきか。

　少々の擦すり傷きずや切り傷はできるだろうが、どうってことはない。〈まるだし刑事〉がこうむった痛いた手でに比くらべれば、かすり傷のようなものだ。







　足を引きずって歩いた。

　痛みはむしろ外側よりも内側にあった。まさか、〈まるだし刑事〉を撃つことになるとは。手がかりは得えられたものの、その代だい償しようはあまりにも大きい。

　罪ざい悪あく感かんのためだろうか。妙みような気分がつきまとった。だれかにじっと見られているような、落ちつかない気持ち。

　俺は一歩、進むごとにうしろをふり返った。ふり返りふり返り、少しでも部室棟とうから遠ざかろうと努力した。

〈まるだし刑事〉が追いかけてくる気け配はいは感じられない。彼がすぐに起きあがれたとは思えない。だが、なんとなく人の気配だけは感じられる。

　だれかが俺と〈まるだし刑事〉のやりとりを見ていたのだろうか。あるいは、〈まるだし刑事〉から「〈ショットガン刑事〉を追え！」と指し示じされたのだろうか。それで俺を追いかけているのか。

　だが、それにしては、敷しき地ち内は静かだった。あからさまな追つい跡せきはなし。尾び行こうされているのかとも思ったが、少なくとも尾行者を見つけることはできなかった。

〈刑事Ｂ〉の行おこなっていた捜そう査さについて知らなくちゃならない。

　奇き妙みような違い和わ感かんはどうあれ、捜査は捜査だ。〈まるだし刑事〉を撃ってまで得た手がかり。活用しなければ罰ばつが当たるというもの。

　無理やり意い識しきの方向をねじ曲げた。捜査のほうへ。事じ件けん解かい決けつのほうへ。

〈刑事Ｂ〉の手帳には『天神橋ファミリー』と書かれていた。天神橋。人の苗みよう字じだろうか。聞いたことのない名前だ。マフィア関係の事件には何度か関かかわったことがあるが、天神橋、なんて野や郎ろうに率ひきいられたファミリーは知らない。

「マフィアについて知るには、マフィアに訊きくのが一番だよな」

　総持寺にたずねよう。俺はさらに警けい戒かいを強めつつ、また公こう衆しゆう電話のもとへもどった。総持寺の携けい帯たいにかけた。

　コール音、七回。まだ寝ねているのかもしれない。そろそろ留る守す電でんに切り替かわるか、と思いはじめたところで総持寺が出た。

『なんだ？』

　かすれた、眠ねむそうな声だ。携帯の着信音で起こされたのだろう。不ふ機き嫌げんそうな声でもある。

「俺だ。〈ショットガン刑事〉だ」

『切るぞ』

「切るな！　また訊きたいことができた。おまえが紹しよう介かいした売人、〈刑事Ｂ〉に関することだ。ちょっとは気になるだろ？　貸かし一ってことにしてくれていい。教えてくれ」

『あとにしてくれ。まだ頭が痛みやがる』

　あれから相当、飲みまくったらしい。気持ちはわからないでもないが。

「いまどこだ？　まだ実家か？」

『そうだ。一時間後──いや、一時間半後。寮りようのたまり場で会おう』

「寮は、しばらく近づきたくねえな」

　刑事部の連中が日本刀＆拳けん銃じゆうふりまわし男をさがしているはずだ。一時間半後にはいたずらだったことに気づいているかもしれないが、絶ぜつ対たいとは言い切れない。まだ刑事がうろついていないともかぎらない。

　俺は提てい案あんした。

「学校の第三食堂でどうだ？」

『わかった』

　総持寺がこたえる。好きにしてくれ、という投げやりな気持ちがにじみでている。

　食堂なら腹はらになにか入れている間に一時間半ぐらいつぶせる。第三食堂は刑事部のオフィスから近いが、灯とう台だい下もと暗くらしというやつだ。連中も俺がそんな近くで飯めしを食っている、なんて思うまい。イミコ指定のカフェほどではないが、身を隠かくすには適てきしている。

「一番、奥おくの席で待ってる」

　それだけ伝え、総持寺との通話を終わらせた。

　俺は自転車に乗った。ペダルを踏ふみこんだ。

　まただ。

　さっきと同じ感覚。まただれかの視し線せんを感じた。俺は自転車をこぎつつ、さりげなく周囲へ視線を走らせてみた。

　さっきまで俺がいた第二食堂の角に、だれかがさっと隠れたように思った。黒っぽい色の服を着た人物だ。かなり小こ柄がらだった。いまのも気のせいだろうか。わざわざ第二食堂まで戻もどり、さっきの人物がだれなのかたしかめてみるべきだろうか。

「意味ねえか」

　もしその人物が俺を見み張はっているのだとしたら、俺がさっきふり向いた時点で、気づかれたと思って素す早ばやく姿すがたを消しているだろう。

　それにしても──俺が尾行されている、なんてことが本当にあるだろうか。刑事部の連中なら尾行などしない。俺を見つけた時点で逮たい捕ほに踏み切っているはずだ。

「やっぱ考えすぎか」

〈まるだし刑事〉を撃ったことが心に引っかかっているのだろう。

　俺はわざと遠まわりをして、何度か急に方向転てん換かんを行い、体育館やプール、武ぶ道どう館かんの周囲をまわったあとで、尾行者がいないことを確かく認にんし、やっと第三食堂へ入った。

　肉の焼けるうまそうなにおいが漂ただよってくる。







　第三章　ふたつの事じ件けんが絡からみあう










　　　ヒトミ／土曜日／午後四時～




　イミコと二人で聞きこみを続けた。彼女は「ちょっと約やく束そくがありますの」などと言って一時間ほど消えていたが、その後はまたすぐに合流し、手伝ってくれた。

　とはいえ──結果のほうはかんばしくない。女子寮で目もく撃げきされた二人組については、その後はなんの手がかりもなし。イミコの持っていた写真を使い、冴さえの行方ゆくえについても捜さがしてみたが、こちらも手がかりはなかった。

「ちょっと休きゆう憩けいにしましょうか？　イミコさんが用事で離はなれている間も、僕ぼく、ずっと聞きこみを続けてたんです。だから、まだお昼ご飯も食べてなくて」

　ヒトミは時計塔とうのほうを目で示しめした。北ほく摂せつ高校の中心にそびえるコンクリート製せいの建けん築ちく物ぶつで、頂ちよう上じようの四面には時計が張りつけてある。敷地内にいればどこからでも時じ刻こくを見ることができる。現げん在ざいは午後四時ちょうど。

「かまいませんわ」

　イミコは了りよう解かいしてくれた。ふたりで第三食堂に入った。

　第三食堂は、学校の食堂というよりはファミリーレストランのような雰ふん囲い気きの店てん舗ぽだ。合成皮ひ革かく張ばりのボックス席が並ならんでおり、ウェイトレスやウェイターが席まで注ちゆう文もんを取りにきてくれる。

　まだ夕食の時間までは少しあるため、店内はすいており、やけに広く感じられた。男女のカップルが仲良くパフェをつついていたり、レポートの締しめ切りを控ひかえているらしい生徒がテーブルの上いっぱいに資し料りようやルーズリーフを広げていたり、奥まった席で大おお柄がらな男子生徒がひたすらなにかを口へ運んでいたりする程てい度どだ。

　大柄な男子生徒は壁かべのほうを向いて座すわっているため、ヒトミの位置から顔を見ることはできなかった。男子生徒は黒いロングコートに身を包つつんでいる。隣となりの席に黒っぽい色のボストン・バッグをのせている。かなり大切な物が入っているらしく、しょっちゅう手を伸のばして、その場にちゃんとあることをたしかめている。バッグからは銃じゆう把はのようなものがのぞいているようだが、気のせいかもしれない。

「あの男子生徒。この暑いのに、よくあんなコートなんて着てられるよなぁ。あんなコートなんて着てるの、虎とら雄おさんぐらいのものだと思ってたけど。意外と変な人ってあちこちにいるものなんだ」

　妙みような感心を抱いだきつつ、イミコとふたり、向かい合わせに腰こしを下ろした。

「なににしますか？　よかったらごちそうさせてください。手伝ってもらってるわけですし」

　ヒトミは男子生徒から視し線せんをそらし、イミコに申しでた。彼女の家は裕ゆう福ふくなはずだから、ファミレスでごちそうされる程度ではうれしくもなんともないかもしれない。だが、少なくとも印いん象しようが悪くなることはないだろう。ひょっとしたら僕のこと、もっと好きになってくれるかもしれないぞ。気のきく人だと思ってくれるかも。

「あら、そんな気づかいは無用ですわ。わたし、自分の意い志しでお手伝いしているんですもの。冴さまのためにこうしてお手伝いしていて。無理にご一いつ緒しよさせていただいているぶん、わたしがごちそうしなくてはならないぐらいです」

　ああ、なんていい子なんだろう。こんな子と一緒に捜そう査さができるなんて、僕はなんて幸せ者なんだ。

　ヒトミはメニューを取りあげ、テーブルの上に広げた。

「じゃ、どちらがごちそうするかは置いておくとして。とりあえず注文しましょうか」

「ヒトミくん？　それに、イミコちゃんも！」

　頭上から甲かん高だかい、金きん属ぞく質しつの声が降ふってきた。

　イミコがいち早く反はん応のうし、胸むねの前で手を組みあわせる。こちらも負けずに高く、張はりのある声をあげる。

「まあ、茉まつ理りさま！」

「〈エプロン刑デ事カ〉……」

　ヒトミも顔を上げた。生徒会刑けい事じ部所属、高たか槻つき茉理──通つう称しよう〈エプロン刑事〉。彼女がテーブルの隣となりに立っていた。ふだんは丈たけの短いエプロンのみ、という刺し激げき的な姿すがただが、いまはウェイトレスの制せい服ふくに身を包んでいる。

　彼女はトレイから水を持ちあげ、ヒトミとイミコの前に置いた。

　ヒトミはグラスに手を伸のばした。

「そうか。〈エプロン刑事〉、ここでバイトしてたんだ」

「うん。今日は、ちょうどいま働きはじめたばかりだよ。これからシフトなの」

〈エプロン刑事〉がイミコに笑いかける。

「イミコちゃん、ひさしぶりだね」

〈エプロン刑事〉とイミコは知り合いらしい。ヒトミは知らなかったが、ひょっとしたら同じクラスなのかもしれない。

「ああ……茉理さま」

　イミコはなぜか苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべ、手をもみしだいた。

「もちろん、わたしは茉理さまのことをお慕したいしていますわ。その想おもいは一度も揺ゆらいだことがありません」

「あ、ありがと」

〈エプロン刑事〉が困こまったような、微び妙みような表情で、イミコから半歩ばかり遠ざかる。トレイを胸むなもとで盾たてのように構かまえる。

　イミコはかまわずに続けている。

「ですが、いまは冴さまを捜さがさなければなりませんの。決して浮うわ気きではありません！　もちろん、浮気心などではありませんわ。どちらの方に対する気持ちも真しん剣けんそのものと申しますかなんと申しますか──ただ、いまの場合、冴さまのお部へ屋やには泥どろ棒ぼうが入ってしまったわけでしょう？　誘ゆう拐かいされたかもしれないわけでしょう？　どちらかをひいきする、というつもりはありませんの。ただ冴さまをお捜しするほうがより急きゆう務むかと思いまして、それでこうしてヒトミさんとご一緒させていただいていて」

「泥棒が入ったって、例の、女子寮りよう荒あらしのこと？」

〈エプロン刑事〉は話の流れをさらりと変えてきた。イミコはかなり風変わりな少女なので、いちいち取り合ってられない、意味不明な発言は無視するのが一番、ということだろう。〈エプロン刑事〉はイミコの扱あつかいをかなり心こころ得えているようだ。

「そうです」

　と、ヒトミは〈エプロン刑事〉にこたえた。

　こたえたものの、声が沈しずんでしまうのはどうしようもない。せっかくの初はつ担たん当とう事じ件けんだというのに、捜査に進しん展てんがないのだから。ゼロというわけではないが。

〈エプロン刑事〉が、一定の距きよ離りを保たもったままでイミコに質問する。

「イミコちゃんも手伝ってるの？」

「はい。ですが、どうかお気になさらないでくださいね」

「うん。気にはしないけど」

　また〈エプロン刑事〉が困っている。

　ヒトミは助け舟ぶねがてら、進まない捜査について、〈エプロン刑事〉に愚ぐ痴ちをこぼした。

「あまり進展がないんです。朝からずっと聞きこみを続けているんですけど、役に立つような証しよう言げんがなくて。家や主ぬしがどこに行ったのかもわからなくて」

「それが冴って人？　いまイミコちゃんが言ってた」

「そうですわ。部屋を荒らした犯はん人にんに、誘拐されてしまったかもしれませんの」

　イミコは心細げに言い、またポシェットから写真を取りだした。かなり大切に扱っており、聞きこみの際さいも、イミコは決して相手に写真を手て渡わたそうとしなかった。「わたしが持っていますから、そこから見るようにしてください。顔は近づけてもかまいませんが、決して手では持たないで。写真の近くでしゃべってもいけませんわ。唾だ液えきがつくと困りますもの」──などと言い置き、聞きこみの相手を困こん惑わくさせていたぐらいだ。

「ふうん。きれいな人だね」

〈エプロン刑事〉がイミコのほうへ身を折り曲げ、写真を上からのぞきこむ。じっとながめ、急に、驚おどろいたように声をあげる。

「ちょっと待って。この女の人、あたし、ここで見たことあるよ。ちょうど昨日の夜、話しかけられたもん」

　ヒトミは口から水を吹ふきそうになった。

「なんですって!?」

「うん、絶ぜつ対たいにそうだよ。この人、髪かみの毛の長い女の人。まちがいない」

「本当ですの？　茉理さんが、冴さまとお話をされていただなんて」

　イミコもそれだけ言って、あとは言葉を失うしなってしまった。

　ヒトミは吹きかけた水を飲みくだした。なんとか酸さん素そを肺はいへ、そして脳のうへと送りこみ、〈エプロン刑事〉にゆっくりとたずねる。

「見たんですね？　昨日の夜、ここで見たんですね？　伊い丹たみ冴を」

「うん。ほら、ちょうどあそこ……いま黒いコートを着た人がすわってる席。あそこの席にすわってて、コーヒーだけを注文してて」

「それで、話しかけられたんですね？」

　ヒトミは水のグラスから手を離はなした。そうしなければ興こう奮ふんで力りきみ、握にぎりつぶしてしまいそうに思えたからだ。もちろん、実際にはそんな力などないが。

〈エプロン刑事〉は、自分でも信じられない、というようにまた写真に目を落とし、「うん。そう」とだけこたえた。

　イミコが、こらえきれないように口を開く。

「どんなお話をされましたの？　悪あつ漢かんに追われているから助けてほしいだとか、そういったことを話されていましたの？」

「ううん、そんなことはなかったよ。ちょっと変な話なんだけど」

〈エプロン刑事〉は、ためらうように言葉を切った。

　じらさないで！　早く言ってください！──ヒトミは叫さけびだしそうになった。

〈エプロン刑事〉が慎しん重ちように、嚙かみしめるように言う。

「あのね。その女の人、あたしが刑事部の人間だってこと、知らなかったみたいなの」

「あら、茉理さん。茉理さんは刑事部の方でしたの？」

　イミコがまた的まと外はずれなことを言っている。そんなことはどうだっていいじゃないか。このややこしいときに！──ヒトミは頭をかきむしりたくなった。

〈エプロン刑事〉が律りち儀ぎにもこたえる。

「そうだよ。言ってなかった？」

「初耳ですわ。まあ、なんて素す敵てきなのでしょう。茉理さまが悪い人たちを追いつめる姿すがた。さぞかし凜り々りしいことと思います」

「そんなことはいいから！」

　ヒトミはイミコに言い、くるりと首の向きを変えて、〈エプロン刑事〉に詰つめ寄よった。

「で、なにを訊きいてきたんです？　その女じよ性せいは。伊丹冴は」

「うん。その人はね、〈ショットガン刑デ事カ〉と会うにはどうすればいいかって、そう訊いてきたの」







「〈ショットガン刑事〉ですって？　虎雄さんに会いたがっていたんですか？　伊丹冴が」

　ヒトミは思わず訊きかえした。なぜここで虎雄の名前が出てくるのだろう。女子寮りよう荒あらしの件けんとはなんの関係もないはずなのに。

〈エプロン刑事〉はまた「うん。そう」と言ってうなずいた。

「ほら、〈ショットガン刑事〉ってこの店、けっこうお気に入りでしょ？　ヒトミくんたちは知らないかもしれないけど、彼、しょっちゅうここへ来てるの。それで、あたしが働いてるときは、必かならずおしゃべりするようにしてるから。冴って人、それを見てたんじゃないかな。あたしと〈ショットガン刑事〉が頻ひん繁ぱんに、けっこう長くしゃべってるのを見てて、それで仲がいいと思って──実際、悪いわけじゃないんだけどね。とにかく、あたしなら〈ショットガン刑事〉がどこにいるのか、どこへ行けば会えるのか知ってると思って、それで訊いてきたんだと思うよ」

「でも〈エプロン刑事〉は知らなかった。どこへ行けば虎雄さんに会えるのか」

　ヒトミの言葉に、〈エプロン刑事〉がうなずく。

「知ってたら先に、お兄ちゃんのほうに教えてるよ。〈ショットガン刑事〉、いま手配中なんだし」

「そうですよね」

　冴はなぜ虎雄と会いたがっていたのだろう。実じつ際さいに会えたのだろうか。冴が〈エプロン刑事〉と話したのは、虎雄が〈刑事Ｂ〉を襲おそった数時間後のことだったようだが。

「気になりますわ。昨夜ここへ来たということは、冴さまは悪漢に誘ゆう拐かいされたわけではない、ということでしょうか」

　イミコが言った。ヒトミは相づちを打った。

「そうなるでしょうね」

「あたしもいまその写真を見て、ほんとにびっくりしちゃった。泥どろ棒ぼうに入られた、しかも行方ゆくえ不明になってる女の人が、殺人事件の容よう疑ぎ者しやと会いたがってたなんて。どうなってるの？」

〈エプロン刑事〉がトレイを胸むねに抱だく。

「わかるわけありませんよ」

　ヒトミは正しよう直じきにこたえた。

「とりあえず、〈まるだし刑デ事カ〉に知らせたほうがいいですよね。冴が虎雄さんと会いたがっていた、という話。〈まるだし刑事〉が担たん当とうしている件の、容疑者に関する情じよう報ほうなわけですから」

「そうだね。そのほうがいいかも」

〈エプロン刑事〉がうなずく。

　ヒトミは自分の携けい帯たいで〈まるだし刑事〉の携帯にかけた。

　一いつ瞬しゆん、〈まるだし刑事〉の携帯がどこに収しゆう納のうされていたか、ということをまた思いだし、気分が悪くなった。料理を注ちゆう文もんする前でよかった。

　電話口に出た〈まるだし刑事〉によると、オフィスでちょっとしたトラブルが起きたところだという。ちょうどホテル──〈総そう会かい〉の会場──から帰ってきたところ、〈まるだし刑事〉はそのトラブルに巻まきこまれてしまったという。そのため、彼はオフィスから離はなれられないらしい。

　第三食堂から部室棟とうまでは目と鼻の先の距きよ離りだ。そのため、話は直ちよく接せつオフィスですることになった。

「それじゃ、〈エプロン刑事〉。僕ぼくたちはオフィスへ向かいますから。バイトがんばって」

「ヒトミくんも捜そう査さ、しっかりね。お兄ちゃんによろしく。イミコちゃんも気をつけて」

「はい、ありがとうございます！　茉理さまからはげましのお言葉をいただけるなんて。この上ない幸せですわ」

　ヒトミとイミコは席を立った。結局なにも注文せず店を出ることになった。

　レジ係がかりは〈エプロン刑事〉とは別の女子生徒だった。彼女は前を素す通どおりするヒトミたちにも「ありがとうございました！」と一声、ちゃんと頭を下げてくれた。







　部室棟に入り、イミコとふたりで三階までのぼった。

　刑事部のオフィスは、なぜかざわついた雰ふん囲い気きに包まれていた。中にいる刑事たちの数は十名足たらず。彼らの大半が一か所に集まっている。

「どうかしたんですか？」

　ヒトミは近づいていって声をかけた。

〈まるだし刑事〉が自分の席に、なかば寝ねそべるような格かつ好こうで腰こしを下ろしていた。同どう僚りようたちが取りかこみ、言葉を交かわしている。氷ひよう囊のうや薬箱などを手にしている刑事もいるようだ。

　ヒトミは先せん輩ぱい刑事の身体からだに目をやり、仰ぎよう天てんした。

「〈まるだし刑事〉。一体どうしたっていうんです!?」

　彼の肌はだは赤く腫はれあがっていた。それだけではない。青黒い斑はん点てんが全身に、無数にできているのだ。内ない出しゆつ血けつの跡あとらしい。直接的な出血はないようだが、それでも重じゆう傷しようなのは一目見てわかった。こうしてすわっているだけでも、彼にとってはかなりの苦く痛つうにちがいない。

　刑事たちが〈まるだし刑事〉の身体に軟なん膏こうを塗ぬっている。まるで日焼けオイルを塗るような手つきだ。別の刑事は冷れい却きやくスプレーを吹ふきかけている。

「おお、ヒトミ。来たか」

「来たか、じゃありませんよ！　その傷。まるで、改かい造ぞうモデルガンで何十発も撃うたれたみたいな──」

　自分で言ってから、ヒトミはハッとなった。

「まさか、虎雄さんが!?」

「そのまさかだ。ここに〈ショットガン刑事〉が現あらわれた」

「そんな。でもどうして？」

「まったくわからん。〈刑事Ｂ〉の机つくえを調べていたようだが、目的は不明だ」

〈まるだし刑事〉は虎雄をとらえようとしたが、銃じゆうを抜ぬく前に、逆ぎやくに撃たれてしまったという。虎雄は窓まどから逃にげてしまったという。

　ヒトミは窓のほうへ目を向けてみた。たしかに大きめのガラスが一枚まい、割われている。窓まど枠わくにそって、ぎざぎざの刃はが並ならんでいる。部室棟の裏うら側では木の枝がいくつも折れており、下にはガラス片が大量に散っている、という話だった。

「直前に事じ件けんの通報があったのだが。どうやら〈ショットガン刑事〉による噓うその通報だったらしい。その通報のせいで、ほかの刑事たちは皆みな、出で払はらっていたのだ」

　ほかの刑事たちが「見み事ごとにやられたぜ」などと口くち惜おしそうにぼやいている。

　ヒトミは言った。

「大だい胆たんですよね。逃とう亡ぼう中の身でありながら、ここへ現れるなんて」

「虎雄さん。うまくやりおおせたようですわ」

　イミコが、独ひとり言のようにつぶやいた。

　ヒトミと〈まるだし刑事〉は同時に反はん応のうし、イミコのほうを向いた。

「なにか知ってるんですか？」

「なにか知っているのか？」

「い、いいえ……とんでもありません」

　イミコが、取りつくろうように返答する。

「いかにも虎雄さんらしい、と思って言っただけです。どんな大胆なこともうまくやってのける方だな、と思って」

「なんだ……そりゃそうですけどね。いい迷めい惑わくですよ、僕たちとしては」

　ヒトミは本心から言った。イミコの能のう天てん気きさをうらやましく思った。

「こんなことにかぎって、本当にうまくやってのけるんだから」

「君は、たしか〈ショットガン刑事〉の友人だったな」

〈まるだし刑事〉がイミコに話しかける。

　イミコは慎しん重ちようそうな目つきで〈まるだし刑事〉を見返した。すわった〈まるだし刑事〉と立ったイミコの視し線せんはちょうど同じ高さだ。

「ええ、そうですわ」

「なにか心当たりはないか？　虎雄の友人ならわかることもあるだろう。あいつの考えそうなこと、行きそうな場所などを聞きたいところだが」

　ほかの刑事たちの視線も集まってきた。だがイミコは首をふり、ぎこちなくこたえた。

「も、もちろん存ぞんじあげていません。想そう像ぞうもつきませんわ」

「そうか」

〈まるだし刑事〉が無念そうに嘆たん息そくする。彼は気分を変えるように言った。

「ところで、ヒトミ。電話をくれた件だが」

「そうだ。忘れるところでした」

　ヒトミはイミコに言って、ポシェットから伊丹冴の写真を取りださせた。それを〈まるだし刑事〉に見せて、いままでの捜そう査さでわかったこと、〈エプロン刑事〉から聞いたことなどをかいつまんで話した。

「なるほど、気になる話ではあるな。家を荒あらされた女が、〈ショットガン刑事〉と会いたがっていたというのは。それも、この時期に」

〈まるだし刑事〉が目を写真に近づける。と、わずかに表ひよう情じようが変化した。〈まるだし刑事〉が、片かた方ほうの眉まゆを吊つりあげて言う。

「この女、どこかで見た気がするが」

「そうなんですか？」

「ああ……〈ニコラス刑ケイ事ジ〉、すまない」

〈まるだし刑事〉は、彼の看かん病びように精せいを出していた白人の刑事に呼よびかけた。

「ちょっと頼たのまれてくれるか？　〈刑事Ｂ〉暗殺事件の現げん場ば写真を持ってきてくれ」

「いいですよ」

〈ニコラス刑事〉は立ちあがった。大おお部べ屋やを横切り、ファイル・キャビネットをあさって、封ふう筒とうに入った写真の束たばを持ってきた。〈まるだし刑事〉がそれを受けとる。

「現場写真が、どうかしたんですか？」

　ヒトミはたずねた。〈ニコラス刑事〉も興きよう味み深そうに〈まるだし刑事〉の手もとをのぞいている。

「まあ待て。おれの勘かんちがいかもしれない」

〈まるだし刑事〉はしばらく写真を順々に見ていたと思うと、ふいに手をとめ、特定の一枚まいを抜きだした。それを入にゆう念ねんにながめる。

　イミコが横からのぞきこみ、声をあげた。

「冴さまですわ！　暗殺事件の現場写真に、冴さまのお姿すがたが！」

「そんな！　そこに写ってるっていうんですか？　伊丹冴が」

　ヒトミも横から注意して見た。

　その一枚は、現場そのものを撮さつ影えいしたものではなかった。事じ件けんのことを聞いて集まってきた野や次じ馬うまたち──大半が宿しゆく泊はく客だろう──をさりげなく撮とった一枚。その野次馬たちの中に、たしかに冴の顔があった。長い黒くろ髪かみの女。

　撮られた廊ろう下かには約二十名ほどの人間がひしめいていた。その中にうまくまぎれこんでいるが、偶ぐう然ぜん、カメラが彼女の姿をとらえたのだ。

「なぜ冴さまがホテルに？」

「〈刑事Ｂ〉暗殺の現場に現れていて、しかも容よう疑ぎ者しやである虎雄さんと会いたがっていた人物。伊丹冴……」

　ヒトミは背せ筋すじに寒いものをおぼえた。無関係なわけがない。これで疑問の余よ地ちはなくなった。

　自分が担たん当とうしている女子寮りよう荒あらしの件と、〈刑事Ｂ〉暗殺事件は、どこかでつながっているのだ。







　　　虎雄／土曜日／午後四時～




　俺おれが手て洗あらいへ立っている間に、総そう持じ寺じは店へ来ていた。俺の席の向かい、壁かべ際ぎわの席について俺を待っていた。もう注文は済すんだらしく、前には水とコーヒーが置かれている。俺が食べたパスタの皿はなくなっていた。ウェイトレスがついでに片づけてくれたのだろう。

「悪いな。総持寺」

「まったくだ」

　総持寺は憮ぶ然ぜんとした表情でこたえた。顔の色は白っぽく、目の下が落ちくぼんで見える。二ふつ日か酔よいがひどいらしい。本当に、よく呼よびだしにこたえてくれたものだ。

　俺は椅い子すを引いて席にすわった。手洗いへ行くときも肌はだ身み離はなさず持っていたボストン・バッグを隣となりの席にのせた。

　総持寺が片方の眉まゆを吊つりあげる。

「それは？」

「ショットガンと、あとはまあ……なんだ。生活必ひつ需じゆ品ひんってところだ」

　総持寺は一いつ瞬しゆんで興きよう味みを失ったようだ。ショットガンのことなんて考えたくもない、という表情が顔に出ていた。

　俺は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切りだした。

「せっかく来てもらったんだ。さっそく始めさせてもらうぜ」

「わかってる。オレも、早く終わるに越こしたことはないからな。とっとと聞きたいことを聞いて、しばらくはオレたちの前から消えてくれ」

　総持寺に言われて、俺は鼻を鳴ならした。

「そうさせてもらうさ。まずは聞いてくれ──俺はちょいとしたつてを使って、ここ最近の〈刑事Ｂ〉がどんな捜そう査さをしてたのか、ということを突つきとめた。それでわかったのは、あいつは学内マフィアについて調べてたらしい、ということだ」

　総持寺の眼がん球きゆうがぴくりと動き、俺の目をとらえた。学内マフィアという言葉に反はん応のうしたのだ。彼自身、学内マフィアのファミリーを率ひきいているのだから当然だろう。

「それで？」

「それで、俺は、〈刑事Ｂ〉はそのマフィアに殺やられたんじゃねえか、と思った」

「オレたちはなにも知らない。それだけは言っておく」

　総持寺がすかさず言ってくる。

　俺はうなずいた。

「わかってる、疑うたぐっちゃいねえさ。昨日のおまえらの態たい度ど。あれが演えん技ぎだとは思えねえし、おまえらに演技ができるとも思えねえからな」

「言ってろ」

　総持寺が吐はき捨すてる。不ふ機き嫌げんそうな態度ではあるが、自分たちが疑うたがわれていない、ということを知って安心しているようでもある。

　俺は続けた。

「それで、だ。俺は〈刑事Ｂ〉の所持品を調べた。その結果、天てん神じん橋ばしファミリーってな名前が出てきやがった。この名前、心あたりねえか？　俺は、一度も聞いたことがねえんだが」

「天神橋ファミリーだと？」

　総持寺の口調が変化した。驚おどろき、同時におびえているようでもあった。知っているのだ。そして、どうやらあまり良い印いん象しようは抱いだいていないらしい。

「どういうやつらなんだ？」

「あれは、俺たちの組そ織しきとは関係がない。まったくの別組織だ」

「なんでだ？　学内マフィアのファミリーってのは、どれも根っこではつながってんじゃねえのか？」

　俺はたずねた。総持寺は何人かの手下を従したがえているが、それでも学内マフィア全体の中では下っぱにすぎない。総持寺のような小ボスを束たばねる大ボスがいるのだ、この学校のどこかには。そのはずだった。

　総持寺が、押おし殺した声で言ってくる。

「それとは別なんだ。天神橋ってやつは、隣となり町の高校に通かよってる。北ほく摂せつ高校の生徒じゃないってことだ。そっちの高校で、まったく別の組織を形成している」

「なるほどな。コルシカ・マフィアとシチリア・マフィアみたいなもんか」

「虎雄、警けい告こくしてやる」

　総持寺が、さらに声を落とした。

「あいつらとは関かかわらないほうがいい。あいつらの悪あく質しつさは折り紙つきなんだ。うちの連中なんて比くらべものにならない。本当に危き険けんなやつらだ」

「面おも白しろいじゃねえか」

　本当に危険なやつら。だとしたら、捜査の過か程ていで〈刑事Ｂ〉が殺された、という成りゆきも十分にありうる。

　おそらく、天神橋ファミリーはうちの学校にも悪事の手を伸のばしていたのだろう。〈刑事Ｂ〉はそのことを察知し、独どく自じに捜査を進めていたのだろう。おそらくはおとり捜査を。

「〈刑事Ｂ〉の野や郎ろう。用心が足たりなかったってわけだな」

　俺は水を一口、飲みくだした。喉のどが鳴る。ついでに腕うでも鳴る。

　総持寺は、あきれたようにため息をついた。

「わかっていないようだな、虎雄。やつらに常じよう識しきは通じない。やつらは考えうるかぎり、ありとあらゆる悪事に手を染そめてるんだ。武ぶ器きやクスリの密みつ売ばい、盗とう品ひん売ばい買ばい、賭かけの胴どう元もと──きっとそれだけじゃない」

　話を聞いて思った。その程度のこと、おまえらもやってるんじゃねえのか？　マフィアのシノギってのはそういうもんじゃねえのか？

　総持寺にそう言ってやった。

　すると、総持寺は気分を害したように言いかえしてきた。

「冗じよう談だんじゃない！　たしかにオレたちはマフィアだ。だがそれでも節せつ度どは守りながらやってる。そこまで悪質なことはしてない！」

「ならなにをやってやがるんだ？　ふだんの、シノギっていうかなんていうか──マフィアの業ぎよう務むとしてよ」

「借しやつ金きんの取立てだ」

「ほかには？」

「それだけだ」

　ぼそりと、つぶやくように言った。俺から目をそらしている。

　俺は、なんとなく申しわけないような気分になった。だから、話を元へもどした。

「どうだっていいさ。俺がやるべきことは決まってるんでな。そいつらのところへ乗りこんでいって、〈刑事Ｂ〉殺害の件けんについてたずねる。それだけだ」

　俺は総持寺に、とっておきの笑えみを見せた。

　総持寺は先に目をそらした。知ったことか、とでも言いたげに。

「好きにしろ」

「どこへ行けば会える？　その天神橋ってやつによ。とりあえずは、そいつの手下でもかまわねえが」

「どうかな。まじめな話、オレはあいつらとは一いつ切さいつながりを持たないようにしてる。いま話したことも、人づてに聞いただけだ」

「だれに聞いた？」

「茨いばら木きが、天神橋の手下に知り合いがいると言っていたが……そう。たしか中学が同じだったとかで、いまでもたまに話をしてるらしい」

「茨木！　オカマの茨木か」

　なんてこった。あいつは昨日、俺自身がショットガンでふっ飛ばしてしまった。あのあと、だれかが病院へ運んで（そういやどうやって運びやがったんだ？）、急きゆう患かんの受付前に放ほう置ちしてきたという話だが。

「茨木の野や郎ろう。平気なのか？　まさか死んじゃいねえだろうな」

　俺の質問に、総持寺は渋しぶい顔でうなずいた。

「無茶をやってくれたぜ。肋ろつ骨こつが折れて、軽い脳のう震しん盪とうも起こしてる。命に別べつ状じようはないらしいが」

「そうか。軽けい傷しようだな」

「いや。それはちがうと思うぞ」

　非ひ難なんがましい口調で言ってきた。

　俺は聞き流した。

「で、話はできんのか？　意識のほうはどうなんだ？」

「どうかな。いまは、曽そ根ねが見み舞まいに行ってるはずだが」

「ちょうどいいじゃねえか。携けい帯たいで呼よびだしてくれ。とりあえずオールバック曽根にかけて、茨木が話せるようなら代かわらせりゃいい」

「馬ば鹿か言うな。相手は病院にいるんだぞ？　病院にいるやつの携帯を鳴らすなんて、やっていいことと悪いことがある」

「医い療りよう機器に不具合が出るとか、そういうこと言ってんのか？」

　俺は顔をしかめた。なんとなく総持寺のコーヒーをながめた。飲むつもりはなさそうだ。とりあえず席代ということで注文したらしい。

　総持寺は「当たり前だ」と言ってうなずいた。マフィアのくせに頭の固かたい野郎だ。

　俺は勝手に腕を伸ばし、総持寺のコーヒーを飲んだ。これで食後のコーヒー代が浮ういた。総持寺は不ふ機き嫌げんそうな顔になっているが、やめろとは言わない。その総持寺に言ってやった。

「どうせ茨木は個こ室しつだ。問題ねえって」

「おい、勝手に決めるんじゃない」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ペースメーカーだとかなんだとか、そんなのが止まったぐらいじゃ人間は死なねえ。案外、人間の身体からだってのは丈夫にできてるもんだ」

「いや。それはちがうと思うぞ」

「とにかくかけろって言ってんだよ！」

　俺は命じた。

　総持寺はため息をついた。けだるげな動作で携帯を出した。

「俺はどうなっても知らない。そのことを忘わすれるな」

　総持寺がオールバック曽根の番号を呼びだし、それにかける。呼び出し音が流れると同時に、電話機を俺のほうへ差しだしてくる。

「最初からそうしてりゃいいんだよ」

　俺は受けとり、自分の耳に当てた。総持寺は俺からコーヒーのカップを奪うばい返し、わずかに口をつけたが、顔をしかめてまたテーブルへもどした。

『もしもし。総持寺さんですかい？』

　オールバック曽根の声が聞こえた。よし。あの野郎は病院内でも携帯の電でん源げんを切っていなかった。それでいい。

　俺は内心、ほくそえみながら言った。

「いや。〈ショットガン刑デ事カ〉だ」

『なんでおまえが!?──なことはどうだっていい。悪いがいま病院なんだ。切るぞ』

「待ちな。すぐにすむさ」

『そういう問題じゃねえ！　ここにはいろんな医療機器があるんだ。それのおかげで健康を保たもってるお年とし寄よりだっているんだ。その機械がぶっ壊こわれちまったらどうする？　しゃれになんねえ！』

「わかった！　マジですぐに切る。ほんの少しでいいから茨木に代われ。ほんの十秒のことだ！」

　まったく──総持寺といいオールバック曽根といい、どいつもこいつも、なんて細こまかい性せい格かくをしてやがるんだ。マフィアのくせに、公共マナーに気をくばりすぎだ。飲いん酒しゆ運転もしねえし。

　オールバック曽根が一気にまくしたてる。

「くそっ。十秒だけだぞ！　人間は一定時間以上、心しん臓ぞうが止まってたら血けつ液えきが酸さん素そを運ばなくて脳に酸素が行かなくなって死んじまうんだ。成人男性で二～五分。たったそれだけの時間でぽっくりいっちまうんだ。気をつけろ！」

　ちくしょう、細かいじゃねえか。そうまで言われるとびびっちまうじゃねえか。

　受話口から「〈ショットガン刑事〉からだ。……知るか！　とにかく早く出ろ」などと言う声が聞こえてきた。曽根が茨木に携帯を手て渡わたしているのだろう。その際さいに言葉を交かわしているのだろう。

「茨木のやつ、無ぶ事じみたいだぜ」

　俺は携帯の送話口を指で押おさえ、向かいの総持寺に教えてやった。

　総持寺はぞんざいにうなずいただけだ。

　と、携帯からやかましい声が飛びだしてくる。

『ちょっと〈ショットガン刑事〉！　いったいどういうつもりなのよ。昨日の夜！　なにを考えてたわけ？　問もん答どう無用でいきなり撃うつなんて。いくらなんでも非ひ常じよう識しきだわ。やりすぎだわ。あたしがなにをしたっていうのよ!?』

「いや。あれは演えん出しゆつをだな」

『わけのわかんないこと言ってんじゃないわよ。なにが演出よ。それで、今日はどういうつもり？　なんで電話なんてかけてきたわけ？　まさか、いまさら謝あやまろうってんじゃないでしょうね。謝ったって無む駄だよ。あんなことしておいて、あたしの肋ろつ骨こつを折っておいて、許ゆるされるなんて思ったら大まちがい！』

　なるほど、謝るか。それは、俺にはない発想だった。ちょいと新しん鮮せんに思えた。

「いや。そういうわけじゃねえ」

『なんですって!?』

　茨木が逆ぎやく上じようする。俺はこっそり舌した打うちした。耳がおかしくなりそうだ。

　携帯の受話口を耳から少し遠ざけ、俺は言った。

「あまり時間がねえ。人が死んだらまずいからな」

『あたしを殺しかけたくせに！』

「うるせえ！　生きてるんだから問題ねえだろうが。それより天神橋って野郎に会わせろ。知ってんだろ？　別の学校でマフィアのボスをやってる野郎だ。手下に知り合いがいるって聞いたぜ」

『はあ？』

　二秒ほど間があった。俺は一いつ瞬しゆん、本当に茨木が死んじまったんじゃないかと思った。

「方法はなんだっていい。どうすれば会える？　どこに行けば会える？」

『馬ば鹿かじゃないの!?　ていうか馬鹿よ。大馬鹿。〈ショットガン刑事〉、前からわかってたことだけど、あんたは本物の馬鹿だわ。身体の細さい胞ぼうひとつひとつが馬鹿でできているんだわ。血管の中には血液の代わりに馬鹿が流れているんだわ。馬鹿が心臓のポンプで押しだされて、身体じゅうをめぐってるんだわ！』

「うるせえ！」

　長々と茨木のたわごとにつきあっている暇ひまはない。それに俺は馬鹿でもない。むしろ頭の切れる男だ。

「どこに行けば会える？　それを聞いてるんだ。つべこべ言わずにこたえやがれ！　また撃たれてえか!?」

『ちょっとあんた本気で言ってるの？　天神橋に会うだなんて。そんなの殺されちゃうわ。あんた、いつもあたしたち相手にやってるようにするつもりなんでしょうけど。そうはいかないんだから。いえ、いくかもしれないけど』

　なんだ、いくんじゃねえか。

『とにかく大馬鹿よ！　あいつに会いにいくなんて大馬鹿。自殺行こう為いよ！』

「いいかげんにしろ。早く言えつってんだろうが！──ちくしょう。そうだ、オールバック曽根！　隣となりにいるんだろ？　聞こえてんだろ？　茨木の馬鹿がなかなかしゃべらねえ。こっちの聞きたいことを素す直なおに吐はきやがらねえ。そいつは病院の患かん者じやどもを殺す気だ！　そいつの首をしめろ！　とっとと必要なことを吐かせろ！」

　残念ながら、俺の叫さけびはオールバック曽根までは届とどかなかった。だがようやく茨木はあきらめ、ぎゃあぎゃあとわめくのをやめて、俺の質しつ問もんにこたえられる状じよう態たいになった。

　荒あらい息をしずめ、茨木が気乗りしない調子で言ってくる。

「あいつの学校と北摂高校の、ちょうど間ぐらいかしら。イタリア料理店があるの。この時間なら、たいていはそこにいるわ。いまから一時間以内に行けば、たぶん会えるんじゃないかしら」

「イタリア料理店か！」

　茨木の話を聞いて、俺は軽く感動した。

　天神橋とかいう野や郎ろう、よくわかってるじゃねえか。マフィアのボスといえばイタリア料理店だ。そのふたつはセットになっているものだ。マフィアのボスが取り巻まきどもといっしょに食事をしているイタリア料理店へ刑けい事じがさっそうと乗りこむ。これぞまさしくアメリカ。

「その店、なんていうんだ？　くわしい場所を教えろ」

　俺は頼たのんだ。茨木は店名と場所をこたえた。

　驚おどろいたことに、店はイミコがひいきにしているカフェ（あの千二百円もするスウィーツを出しやがる店だ）の近くだった。あのあたりなら迷まよわずに行ける。

「感かん謝しやするぜ」

「恨うらむわ」

　俺たちはお互たがいに切った。







　総持寺を残し、第三食堂を出た。バイトのレジ係は新入りの女子生徒だった。何度かレジを打ちそこない、俺をいらだたせた。

　自転車のペダルをこいで、イタリア料理店へ。

　宵よい闇やみの迫せまる街を走った。住じゆう宅たく街がい。あるいは住宅街と住宅街の境きよう界かい。そこに散さん在ざいする酒さか屋やや和わ菓が子し屋、自転車屋、クリーニング屋、コンビニ、郊こう外がい型の衣料店、携帯電話ショップなどなど。それらの前を通り過すぎる。

　休日の人通りは少ない。犬を散歩させているジャージ姿すがたの男を追い抜ぬく。ベビーカーを押おした主しゆ婦ふを追い抜く。あるいは自転車に乗った中学生の一団とすれちがう。網あみタイツをはいた女とすれちがう。思わずそちらへ視し線せんが吸すい寄よせられてしまい、危あやうく電でん柱ちゆうに激げき突とつしかける。自転車が蛇だ行こうする。

　俺は歩道を走っていた。だが車道の交通量も知れたものだ。新しん興こう住宅地はほぼいつもひっそりとしている。道がにぎわうのはサラリーマンたちの通つう勤きん時間と帰宅時間のみ。

　コンビニの角を曲がった。大きな駐ちゆう車しや場じようのあるコンビニだ。駐車場を斜ななめに突つっ切った。そこで偶ぐう然ぜん、気づいた。背はい後ごから別の自転車がついてきている。

　ごくごく普ふ通つうのママチャリだった。サングラスをかけた、かなり姿し勢せいの悪い男が乗っている。小こ柄がらではあるが、女の体つきではない。絶ぜつ対たいに男だ。男はニット帽ぼうをかぶっている。

　なぜか気になった。気になる理由を考えてみた。二、三秒間、記き憶おくをこねくりまわしてみた。

　ふいにひらめく。

「あの服……」

　俺は必要もないのに道をわたってみた。車道の右側にある歩道から左側の歩道へ。車が来ないかどうか確かく認にんするふりをして、さりげなく男のほうをうかがってみた。

　男は黒っぽい色のジャージを身につけていた。目立つ格かつ好こうではない。むしろ地じ味みと言える。街中では景け色しきの中に溶とけこんでしまう姿だ。年ねん齢れいはおそらく俺と同じぐらい。似にたような年とし格かつ好こうのやつらはいくらでもいる。

　だが、俺の記憶には強く残っていた。

「北摂高校の部室棟とう。あの近くで見たような気がするぜ」

　あのときは気のせいだと思った。だがずっといやな感覚はつきまとっていたのだ。

　いままた、その感覚が強くなりつつある。否いな、しっかりと俺をとらえている。やはり尾び行こうされていたのだろうか。あのジャージ野郎が尾行者なのだろうか。それとも、たんに二か所で同じ人物を見かけた、というだけのことだろうか。

「試ためしてみりゃわかるか」

　ママチャリにバックミラーはない。それが不便ではある。だがなんとかなるだろう。必要とあれば、とっつかまえて、どういうつもりなのか問いただしてやればいいのだ。

「謎なぞの尾行者。そいつとの、道でのかけひき。いかにもアメリカの刑事っぽいじゃねえか」

　俺はほくそ笑えんだ。車ではなく自転車、というのがたまに傷きずだが、まあ贅ぜい沢たくは言ってられない。

「見てやがれ」

　俺は必ひつ死しこいてペダルを踏ふみこみ、急きゆう激げきに速度を上げた。ハンバーグ・レストランの角を曲がった。曲がりながら背はい後ごをうかがってみる。

「──当たりだ」

　ついてきている。

　ジャージの男はぴったりと俺を追つい跡せきしてくる。男も立ちこぎになり、明らかに急いでいる。だが、これだけで相手を尾行者と判はん断だんするわけにはいかない。たんにバイトかなにかの始業時間が迫せまっており、急ぎはじめただけかもしれないからだ。

　俺は本屋兼けんビデオ屋の角で曲がった。右手に焼肉屋をのぞみつつ、大型スーパーのほうへ自転車を走らせた。こいつは最近になって大だい改かい装そうされた店てん舗ぽだ。

　スーパーの前を通り過すぎるように見せかけて──いきなり、駐輪場のほうへ前輪を向けた。そちらへ入り、警けい備び員いんの誘ゆう導どうに従したがって奥おくへ進んだ。いったん駐輪場で減げん速そく、ジャージの男が現あらわれるのを待った。

　現れなかった。やはり気のせいだったのだろうか。尾行者ではなかったのだろうか。

　入ってきたときとは別の通路を使い、駐輪場から出た。公道にもどった。すると──驚おどろきと「ほらやっぱりな」という気持ちが同時に押し寄せてきた。

　男は歩道の上、植えこみのそばに自転車を停とめて、携けい帯たいの液えき晶しようをのぞきこんでいた。だが実じつ際さいには液晶画面なんか見ちゃいない。俺が駐輪場から出てくるのを待っているのだ。駐輪場の入り口をちらちらと監かん視ししている。出口が別にある、ということを知らないのだろう。

　俺は確かく信しんした。まちがいない。男は俺のあとをつけている。

　だが、なぜだ。なぜつけまわさなくちゃならない？　なぜ俺があんな見ず知らずの男につけまわされなくちゃならない？

「見ず知らずの男、か」

　どうだろう。相手はいまサングラスと帽ぼう子しで顔を隠かくしている。ジャージはアメリカのラッパーが着ていそうな、ゆったりとした代しろ物ものだ。

　ひょっとしたら俺の知っている男なのかもしれない。そういえばあの顔の輪りん郭かく、どこかで見たことがあるような気がする。小こ柄がらなせむし男。どこのどいつだ。総持寺の実家で見たのだろうか。だが総持寺が俺に尾行をつける理由はないはずだ。まるでわからない。

「本人に訊きけば早いか」

　このまま男を置き去りにしてもいいが、それではなにも解かい決けつしない。男を痛いためつけてやろう。

　俺は路上に自転車を停めた。鍵かぎはかけなかった。俺は前かごに入れたボストン・バッグを取りあげた。突っこんだショットガンの銃じゆう把はをそっと手で包みこんだ。

　男はまだ携帯の液晶と駐輪場の間で視し線せんを往復させている。

　俺は男の視界に入らないよう注意し、近づいていった。周囲にはスーパーへ詰つめかけた買い物客たちが群むれている。土曜の午後、親父おやじの車で食料品を買いにきた家族たち。その間を縫ぬって進む。

　俺は銃把を握にぎりしめた。引き金に指をかけて、いつでも引き抜ぬき、撃うてる状じよう態たいになった。まわりに人が多いため、実際に撃つのは難むずかしいかもしれないが、銃身でぶんなぐることぐらいはできるはずだ。

「あと少しだ」

　ジャージの男に近づいた。二メートル。一メートル。五〇センチ。

　と、警備員が駐ちゆう車しや場じようの脇わきから出てきた。ジャージの男に声をかけた。こんなところに自転車を止めるな、早く移い動どうしろ、と注意している。車を誘導しつつ、さらにジャージ男のほうへ近づいていく。

　ジャージの男は舌した打うちをした。

　俺も舌打ちをした。

　ジャージの男は携帯電話をポケットにしまった。ジャージの上着、左側のポケット。その拍ひよう子しに自分の左側を見た。俺の姿すがたを見た。目が合った──と思う。相手はサングラスをつけているのでわからないが、たしかにそんな反はん応のうがあった。

　男は急に血けつ相そうを変えて、自転車のスタンドを蹴けりあげた。ペダルに足をかけた。俺に背中を向けて、全速力で逃にげだした。

「ちくしょうっ。待ちやがれ！」

　俺はショットガンを引き抜いた。男の背せ中なかに狙ねらいを定さだめる。だが──だめだ。間に家族連れやらカップルやらが入りこんでいる。人の壁かべを作っている。

　撃っても無む駄だなことだ。通行人たちが巻まきこまれるのはしかたないとしても、その通行人たちが倒たおれている間に、そして俺がその身体からだを押おしのけている間に、ジャージ男はうんと遠くへ行ってしまうだろう。俺の行こう為いは無駄に終わってしまうだろう。

　俺は人ごみをかきわけ、少しでも追いつこうとしたが、自転車が相手では話にならなかった。男はすでに十分な速度を得えていた。背中が遠ざかっていく。

「ついてねえ」

　吐はき捨すてた。通行人たちが遠巻きに、俺と俺のショットガンを見ていた。父親に手を引かれた幼よう稚ち園えん児じぐらいの少年がうらやましそうに見ていた。

「いまの野や郎ろう……」

　刑事部のオフィスからずっと俺を見み張はっていたのだろうか。それとも、もっと前から俺をつけまわしていたのか。少なくとも、俺と総持寺が会っているところは見ていただろう。会話までは聞かれていないだろうが。

「どっちにしても、気分のいいもんじゃねえな」

　尾び行こう者しやが何者なのか。早めにはっきりさせなくちゃならない。

　俺はオールバック曽根の自転車まで戻もどった。自転車はちゃんと元の場所にあった。このあたりは治ち安あんがいい。車をほんの五分足たらず停とめているだけでタイヤやらエンジンやらを持っていかれてホームレスに住みつかれる、なんてことは絶ぜつ対たいにないのだ。







　　　ヒトミ／土曜日／午後五時～




〈まるだし刑デ事カ〉は言った。

「正しよう直じきに告こく白はくするが、〈刑事Ｂ〉暗殺事じ件けんの捜そう査さはなにも進しん展てんしていない。犯はん行こうの背はい景けいにある事じ情じようや動機など、すべて謎なぞのままだ。容よう疑ぎ者しやである〈ショットガン刑デ事カ〉にはさっき逃げられてしまったからな。あいつ自身、いまは警けい戒かいを強めていることだろう。見つけだすのは困こん難なんだ。そう判はん断だんせざるをえまい」

　彼は椅い子すに腰こしかけたままで、刑事部のオフィス全体を目で示しめした。

　刑事たちはめいめいの持ち場に戻りはじめていた。大半は〈ショットガン刑事〉の足どりを追い、聞きこみや証しよう拠こ収しゆう集しゆうに出かけている。残りは〈全国刑事部総そう会かい〉のために、他校の刑事たちと連れん絡らくを取りあっているようだ。

　ヒトミは先せん輩ぱいの刑事にたずねた。隣となりではイミコが会話に耳をそばだてている。

「それで思いだしましたけど。〈刑事Ｂ〉の容よう態だいは？」

「まだ意い識しきは戻らんな」

「そうですか……」

　被ひ害がい者しやから事情を聞くこともできない、ということだ。たしかに、〈刑事Ｂ〉暗殺事件は捜査が行き詰づまっているらしい。ヒトミは質しつ問もんを重ねた。

「ほかにわかったことって、本当になにもないんですか？　やっぱり虎雄さんを追うしかないんでしょうか？」

「現げん場ばで〈ショットガン刑事〉以外に、ふたりの不ふ審しん者しやが目もく撃げきされている。男の二人組で、明らかに宿しゆく泊はく客きやくではなかったらしい。客室清せい掃そう員いんが見かけて、奇き妙みように思っていたようだが。その程てい度どだな。あまり役に立つ証言ではないし、刑事部長も無む視ししろと言っている」

「それって、いつ頃ごろの話ですか？」

「〈ショットガン刑事〉が目撃される直前だ。清掃員によれば、倒たおれた〈刑事Ｂ〉を見つけて、エレベータのほうへ走って──そのとき見た、という話だった」

「二人組ですか」

　女子寮りよう荒あらしの件でも、現場では二人組の男たちが目撃されている。周辺住民たちの証言はばらばらで、せいぜい片かた方ほうの男が小こ柄がらだった、といった程度の証言しかないが。

　そのことを〈まるだし刑事〉に伝えた。

「なるほどな。証言があやふやなのはうちも同じだ。ひとりは黒いジャージの上下に、ニット帽ぼうをかぶっていたらしいが」

「でも、気になる一いつ致ちですよね。冴さえだけじゃなくて、その男ふたりも、両方の現場で目撃されてるわけですから」

「なんだか、大変なことになってきましたわ」

　イミコが落ちつかない様よう子すで言った。

「冴さまと殺人事件。どういった関係なのでしょう？」

「僕ぼくのほうが知りたいですよ」

「ふむ」

〈まるだし刑事〉が胸むねの前で腕うでを組み、うなった。

「話を戻すが──おれが言いたかったのはこういうことだ。〈刑事Ｂ〉暗殺事件に関しては、容疑者の足どりがつかめず、ほかに有力な手がかりもない。だが女子寮荒らしの事件と関連があるらしい、ということはわかった。そうなれば、おれがやるべきことは決まってくる」

「〈まるだし刑事〉もこっちの事件を調べる、ということですか？」

　ヒトミは驚おどろいてたずねた。彼が女子寮荒らしの捜査に加わる！──これほど心強いことはないが、場合によっては両方の手て柄がらを持っていかれかねない。〈まるだし刑事〉は刑事部で最もつとも有ゆう能のうな刑事なのだから。

　ヒトミの不安を察したらしく、〈まるだし刑事〉はかすかに口の端はしをゆがめた。

「心配するな、ヒトミ。おれは、冴という女から話を聞きたいだけだ」

「すいません。そんなつもりじゃ──」

「とにかく、だ。伊い丹たみ冴について唯ゆい一いつ、具体的な証言をした人物。その人物に、もう少し話を聞いてみるとしよう。冴の足どりをつかむために」

〈まるだし刑事〉は椅子から立ちあがった。

　ヒトミはすぐに理り解かいした。冴について具体的な証言をした人物。冴が虎雄の居い場ば所しよを知りたがっていた、ということを教えてくれた人物。

　それは〈まるだし刑事〉の妹、〈エプロン刑デ事カ〉のことだ。







〈エプロン刑事〉はちょうど奥おくの席を片かたづけているところだった。さっき見かけた黒いロングコートの男が出ていったらしい。彼女は左手にトレイを持ち、右手を使い終わったおしぼりのほうへ伸のばしつつ、顔をヒトミたちのほうへ向けてきた。

「ヒトミくんにイミコちゃん。それに、お兄ちゃんも！」

「いまは勤きん務む中だ。〈まるだし刑事〉と呼よべ。それが我わが家やのルールだ」

〈まるだし刑事〉が注意する。

〈エプロン刑事〉はいたずらっぽく舌したを出して、おしぼりをトレイの上に置いた。ストローの入っていた紙、おしぼりの入っていたビニル袋ぶくろなどをつかみ、台ふきでテーブルの上をぬぐっていく。彼女は顔を上げずに訊きいてきた。

「みんなそろってどうしたの？　なにかわかった？」

「さっき写真を見せた、伊丹冴という人物について。もう少しくわしい話を聞きたいんです」

　ヒトミは言った。

〈エプロン刑事〉は身体からだを起こし、首をかしげた。

「どうかな……あたしはよく知らないの。あの人、あたしがシフトのときに来たことって、ほとんどなかったんだよね。話しかけられたのだって、こないだが初めてのことだし。こないだはね、あたし、ほかの子の代わりで、たまたまシフトに入ってただけなの」

〈エプロン刑事〉は爪つま先さき立だちになった。ヒトミたちの肩かた越ごしに、店の入り口側へ目をこらした。

「あの子だったら知ってるんじゃないかな？　彼女、入ったのは最近なんだけど、でもこの十日間ぐらいは毎日、働いてるみたいだから」

「どの生徒だ？」

〈まるだし刑事〉がふり返る。

　ヒトミもふり返った。目で〈エプロン刑事〉の言った少女をさがしもとめた。

「レジに立ってる子だよ」

「あの子か」

〈エプロン刑事〉の言葉どおり、レジのうしろに小柄な少女が立っていた。どちらかといえば地味な容よう姿しだ。レジの上にかがみこんでいる。レジ打ちの手順を確かく認にんしているらしい。働きはじめて十日というが、レジ打ちに関してはまだ覚おぼえたてなのだろう。

〈エプロン刑事〉はヒトミたちをレジの前まで連れていき、ウェイトレスを紹しよう介かいしてくれた。〈エプロン刑事〉自身は山やま盛もりの食器類をトレイにのせて、とりあえずは厨ちゆう房ぼうへ戻もどっていった。

　ヒトミは〈まるだし刑事〉に、目で「僕がたずねます」と伝えた。一歩、前へ出て、ウェイトレスに話しかける。

「さっき、〈エプロン刑事〉もちょっと言ってましたけど。僕たちは伊丹冴という人をさがしているんです」

「はあ。わかることはお話しますけど」

　ヒトミはイミコに頼たのみ、写真を出してもらった。イミコが写真を突つきだし、ウェイトレスに見せる。

　ウェイトレスは口もとに指をそえて、こわごわ、といったしぐさで写真を見つめた。伊丹冴の姿を確認する。一度まばたきをして、さらに一センチ、目を近づけた。またまばたき。見覚えがある、ということだろう。

〈まるだし刑事〉も同じように考えたらしい。

「知っているようだな」

「はい。最近、何度かいらっしゃっていましたから。なんていうか、その」

　イミコが先をうながした。

「なんですの？　冴さまがどうかしましたの？」

「目立つ感じでしたから」

「もちろん、そうに決まっていますわ。こんなに美しい方はほかにいらっしゃいませんもの。夜空の中でひときわ輝かがやく星と同じですもの」

　うっとりと言う。

　ヒトミは無む視しした。ウェイトレスにたずねた。

「なんで目立ったんですか？　あなたと、なにか特別な話をしたとか」

「話はしていません。そういうわけじゃないんです」

　ウェイトレスがためらいがちに話す。

「その人、この二、三日は、ほぼ毎日来ていたんです。きれいな人ですし、それに、ずっと同じ男だん性せいとお話されていたから。それで、そんなつもりはなかったんですけど──気になってしまって。そちらのほうを見てしまうことは多くて。だから、記き憶おくには残ってて」

　イミコはなぜかショックを受けているようだ。「冴さまが特定の男性と、ずっとお話をされて……」などとつぶやき、絶ぜつ句くしている。もちろんヒトミは聞き流した。

　ヒトミは〈まるだし刑事〉と視線を交かわし、あらためてウェイトレスにたずねた。

「いつも、同じような時間に来てたんですか？」

「はい。だいたい閉へい店てんの一時間ぐらい前にいらっしゃって、ふたりとも閉店までいるような感じでした」

　第三食堂は夜の十一時半まで開いている。最近になって営えい業ぎよう時間が延えん長ちようされたのだ。

「どんな話をしてたか、聞きましたか？　たまたま聞こえた、とかでもいいんですけど。とにかく、僕らは彼女と会いたくて。彼女がいまどこにいるのか知りたくて。それがわかりそうな話ならなんだっていいんですけど」

「話は聞いてません。レジのほうから見かけるだけでしたから」

「様子は？　冴さまとその男性、雰ふん囲い気きはどんな感じでしたの？」

　イミコが口をはさんだ。せっぱ詰つまったような調子だった。

「男のお客さまが、なんというか──熱心に誘さそいをかけているような感じでした。女の方も、べつにいやがっているようではなくて。やりとりを楽しんでいるように見えました」

「そんな！」

　イミコがよろめく。〈まるだし刑事〉がイミコの肩を支ささえる。

　ヒトミはつぶやいた。考えを口に出して整理した。

「伊丹冴はその男に口く説どかれていた、ということですよね。伊丹冴もまんざらではなかった。だから毎まい晩ばんのようにここでその男と会っていた。それ以上の進しん展てんがあったのかどうかはわかりませんけど」

　男女間のやりとり。ウェイトレスはそれをのぞき見していたのだろう。だからはっきり覚えていたのだろう。たしかに、興きよう味み深い見み世せ物ものではあったはずだ。それはまあいい。

　ヒトミはつばを飲んだ。緊きん張ちようの味がした。

　虎雄。彼は伊丹冴に惹ひかれていた。以前、別の事じ件けんで彼女と関かかわったとき、そう取れる発言をしていたような気がする。

「これも、無関係ではないよな」

　ヒトミはウェイトレスに訊きいてみた。

「その、冴と一いつ緒しよにいた男ですけど。特とく徴ちようはわかりますか？」

「特徴、ですか？」

「背せが高くていつも黒いロングコートを着てたとか。長い筒つつのようなものを隠かくし持っていたとか。そういうこと、ありませんか？」

「ちがいます。その方じゃありません」

　ウェイトレスは即そく答とうした。確かく信しんしているようだ。

　ヒトミの隣となりではイミコが〈まるだし刑事〉の腕うでに抱だかれ、がたがたとふるえている。頭の中が真っ白になっているらしい。

　ヒトミはウェイトレスにたずねた。

「どうしてですか？」

「その方なら覚えていますから。つい最近もいらっしゃっていました。写真の人としゃべっていたのは、別の方です」

「〈刑事Ｂ〉かもしれんな」

〈まるだし刑事〉が言った。たしかにそのとおりだ。

　ヒトミは〈刑事Ｂ〉の容よう姿し、ふだんの服ふく装そうなどを思い浮うかべてみた。わかりやすい特徴。

「冴を口説いてた男の人。赤い服を着てましたか？」

〈刑事Ｂ〉は常つねに赤い色の服を身につけている。緑色の、マオカラーのジャケットを羽は織おっていることもあるが、下にのぞくＴシャツは必かならず目のさめるような朱しゆ色いろだ。

　ウェイトレスの表ひよう情じようが動いた。忘わすれていたけど言われて思いだしたわこの刑けい事じさんたちなんでそんなことがわかったのかしらなんでもお見通しみたい。そんな顔になった。

「毎晩、服は変えてましたけど。でも、そう……赤い色が好きなんだな、と思ったことはあります。たしかに、いつも赤い服を着ていました。一枚まいは」

「当たりですね」

　ヒトミは〈まるだし刑事〉の顔を見上げた。

　伊丹冴の行方ゆくえがつかめたわけではない。捜そう査さが進展したわけではない。だが伊丹冴と〈刑事Ｂ〉に関連があることは確かく認にんされた。これ以上ないほど明めい確かくになった。

　あとは伊丹冴を見つければいい。虎雄か、もしくは伊丹冴を見つける。それが事件解かい決けつへ至いたる道だ。道は一本から二本に増ふえた。

　いまのところ虎雄を見つけだす方法はわからない。伊丹冴を見つけだす方法は……？

「わたし、信じませんわ」

　イミコが深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、顔を上げた。目がうるんでいた。下した唇くちびるを嚙かんでいた。泣きそうになるのを必死でこらえている子こ供ども。そんな印いん象しようを受けた。

「冴さまが男だん性せいに声をかけられる、というのはわかります。あのように魅み力りよく的な方なら、殿との方がたならだれだって放ほうっておくわけがありませんもの。ですが、あの冴さまがその状じよう況きようを受け入れていらっしゃったなんて。あの冷れい厳げんな雰ふん囲い気きの冴さまが、男性とおしゃべりを楽しんで、それを毎晩くり返していらっしゃったなんて。そんなことありえません。なにかのまちがいです。見まちがいです。そうでなければ大おお噓うそです。あなた、見た目は素す敵てきですのに、実は噓つきの人ですわ！」

　ウェイトレスに指を突つきつける。突きつけられた側はうろたえ、ヒトミと〈まるだし刑事〉の顔を交こう互ごにうかがってくる。

　ヒトミはイミコの、ウェイトレスのほうへ伸のばされた腕にそっと自分の手を重かさねた。

「イミコさん、落ちついてください。伊丹冴──さん──だって、なにか理由があったのかもしれませんし。まわりには親しそうに見えただけで、実じつ際さいはその男とも、特別な事情があって話をしていただけかも」

「当然ですわ！」

　イミコはしゃくりあげ、鼻水をすすりあげた。

「わたし、冴さまから直ちよく接せつ、事情をお聞きするまでは納なつ得とくできません」

「それができればいいんですけど──」

「こういたしましょう。冴さまは虎雄さんと会いたがっているそうですから。どこか適てき当とうな場所を指し定ていして、ここへ来れば虎雄さんとお会いできますよ、と宣伝してまわればいいんですわ。そうすれば、きっと冴さまはいらっしゃってくださいます」

　ワォ。ヒトミはイミコをまじまじと見た。

「いい案だ」

〈まるだし刑事〉が感心し、腕を組んでうなずく。







　　　虎雄／土曜日／午後五時～




　空には辛かろうじて明るさが足を留とどめていた。イタリア料理店の看かん板ばんには灯ひがともっていた。

　そこは二車線道路ぞいに建たつ小ぢんまりとした店だった。入り口の左右にはテーブルと椅い子すが出ている。そこで大学生ぐらいの女がふたり、カプチーノだかエスプレッソだか知らないが、とにかくなにかそういった飲み物を口へ運んでいる。そのいい香かおりが漂ただよってくる。

　俺おれは彼女たちの向かい、歩道と車道との境さかいに自転車を停とめた。しっかりと後輪の鍵かぎをロックした。女たちは眉まゆをひそめていた。

　前かごからボストン・バッグを引っぱりだした。彼女たちに片かた目めをつむってみせる。ふたりは大あわてで俺から目をそらした。ちくしょう。

　彼女たちの横を通り、店の扉とびらに手をかけた。木もく製せいで、正面にガラスのはまっている扉だ。『OPEN』と書かれた札ふだが下がっている。

　ガラスを通して中が見えた。本当にオープンしてんのか？　と疑うたがいたくなるような薄うす暗ぐらさだ。

　俺は入った。

　中は開放的な造つくりだった。イミコお気に入りのカフェと似にている。あちらは天てん井じようが高く、壁かべが白しろ塗ぬりだった。こちらはただ天井が高いだけではなくて、客席が二階までの吹ふき抜ぬけになっている。吹き抜けを囲かこむように、上にも客席がしつらえられているらしい。壁はわざと土壁風に演出してある。イタリアの田舎いなか家やといった雰ふん囲い気きだ。

　どのテーブルにもろうそくが立ててあった。炎ほのおの影かげが天井でゆらゆらと揺ゆれている。こじゃれた雰囲気。

「いらっしゃいませ」という声が聞こえた。女の店員がやってきた。

「一名さまですか？」

「あー、そうだな。なんつうか……」

　客席を見み渡わたした。茨いばら木きのやつめ、天てん神じん橋ばしファミリーなんていないじゃねえか。それどころか、今日はまだ開店したばかりらしく、中に客の姿すがたは一組も見えない。外の女ふたり連れが唯ゆい一いつの客だったらしい。

「待ち合わせ──ってわけじゃねえんだけどよ。天神橋ってやつかその連れ、よく来やがんのか？　この店に」

　女性店員は笑え顔がおを見せた。営えい業ぎよう用の笑顔。右手の肘ひじから先を曲げて、手のひらを上へ向けて、「天神橋さまですね。いらっしゃっております。こちらへどうぞ」と言ってのけた。

　びっくり仰ぎよう天てんだ。

「二階にいやがんのか？　いま」

「はい」

　先に立って歩きはじめる。

　なるほど、茨木の言葉は本当だったらしい。天神橋ファミリーは早い時間から食事にするようだ。それが慣かん例れいになっているようだ。

　そういえば、この店員は俺の格かつ好こうを見ても眉まゆひとつ動かさなかった。黒いロングコートの大男。これに類する格好には慣なれている、ということだろう。俺のような男の訪ほう問もんはめずらしくない、ということだろう。上にはもっともっと凶きよう悪あくなやつらが群むれているのだ。

　俺は息を深く吸すった。

「案内はいい。自分で行くさ」

　女じよ性せい店員の背せ中なかに声をかけた。彼女はくるりとふり向き、ぺこりと頭を下げた。「注ちゆう文もんが決まりましたらお呼よびください。ごゆっくりどうぞ」と流れるように言って、テーブルの間を去っていった。

　俺は比ひ較かく的、急な階かい段だんに足をかけた。吹き抜けの上へとのぼっていく。

　前から別の男性店員が降おりてきた。天神橋どもから注文をとってきたのだろう。伝でん票ぴようを胸むねポケットへ入れようとしている。

　俺はふと思いつき、男性店員を呼びとめた。

「おい」

「あ、どうも。いらっしゃいませ」

「上に来てるんだろ？　天神橋のやつら」

「はい、いらっしゃっております。お連れのお客さまですね？」

「そんなところだ。何人ぐらいいやがる？」

　俺はたずねた。店員は首をかしげ、二階席のほうをわずかにふり返り──そんなことをしても二階席そのものは見えないのだが──こたえた。

「五名……六名ぐらいでしょうか」

「六か。ま、妥だ当とうな数だな」

「はあ？」

　顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべている。

　俺はついでにもうひとつ、たずねた。

「上のやつら。カネは持ってんだろうな？　つまり、なんていうか──ふだん、カネはたくさん持ってきてやがるか？　払はらいはどうだ？　貧びん乏ぼうってことはねえだろうな？」

「はい。そんなことはないと思いますが。ふだんは現げん金きんでいただいております」

　けげんそうにこたえる。まあいいだろう。カネのないやつらがこんなところへ毎日のように来るとは思えない。あこぎなこともやっているようだから、きっと持ちあわせはかなりある連中なのだ。

　ということは、もちろん、俺が少々暴あばれても問題はない、ということになる。店の修しゆう理り費ひに関しては心配ない。俺の、ボストン・バッグに入っているカネを使う必要はない。少々店をぶっ壊こわしたところで、弁べん償しよう金きんはすべて天神橋たちに払わせればいいのだ。

「ありがとよ。じゃあな」

「ごゆっくりどうぞ」

　男性店員をやりすごした。

　ボストン・バッグからショットガンを抜ぬきだし、弾だん丸がんが入っていることを確かく認にんした。銃じゆう身しんをスライドさせて、弾丸を薬やく室しつへ送りこんだ。銃じゆう把はに手をかけ、それをコートの内側へ隠かくした。

　俺は二階席へ上がった。屋おく内ないにもかかわらず、ベランダにいるような気分にさせられる空間。吹ふき抜ぬけ側には柵さくがついており、縁へりからは一階の客席を見下ろすことができる。まさに天てん上じようのスペース。マフィアのボスにはふさわしい場所だ。馬ば鹿かと煙けむりは高いところを好む。

「よう」

　俺は奥おくの席へ声をかけた。二階の客席にはテーブルが四つ。手前にふたつ、奥にふたつだ。マフィアたちは後者の二席に分かれ、食事を楽しんでいた。

　テーブルの上にはオードブルの平皿、それにワインのボトルが並ならんでいた。ブルジョワめ。こいつらもきっと一皿千二百円もするようなデザートをふだんから食っていやがるのだろう。

　声に引かれ、男たちの顔がいっせいに俺のほうを向いた。なんと、マフィアどもは全員がスーツを身につけていた。悪くない。いかにもマフィアっぽい！　総そう持じ寺じたちのようなちんぴらとはわけがちがう。

　いい感じだ。マフィアはこうでなくちゃならない。スーツを身につけ、イタリア料理店でディナー。これでこそマフィアだ。乗りこみがいがあるというものだ。

　右側、真ん中の席にすわっている男はほかよりも恰かつ幅ぷくがよく、ひとりだけ白いスーツを身につけていた。この趣しゆ味みの悪さもたまらない。きっとこいつがボスの天神橋なのだろう。

「なんだてめえ？」

　一人だけ、テーブルの前に立っていた男が訊きいてきた。わざと品のない声を作っている。食事を我が慢まんしてボスを守る護ご衛えいといったところか。

「下っぱに用はねえさ。天神橋──おまえに訊きたいことがあって来た」

　俺は男に言い放はなち、さらに白スーツの男に向けて言った。

　せこい噓うそはつかない。常つねに正せい攻こう法ほうで行くのが俺の流りゆう儀ぎだ。

　俺のせりふを聞き、取り巻まきどもが色めきたつ。

「てめえ、刑事か！」

「いい度ど胸きようしてやがる！」

「──見ない顔ですね」

　天神橋がナプキンで口をぬぐった。そのナプキンをゆっくりとテーブルに置いた。それだけの動作で取り巻きどもが口を閉とじた。天神橋が俺に訊いてくる。

「どなたです？」

「北ほく摂せつ高校・刑事部殺人課所しよ属ぞく、宇う野の辺べ虎雄。ふだんは〈ショットガン刑デ事カ〉って呼ばれてる」

　俺は名乗った。取り巻きどもはうさんくさそうな目を向けてきた。いかにもマフィアらしい反はん応のう。ますますいい感じだ。

　天神橋はわざと退たい屈くつそうな態たい度どを装よそおっている。貫かん禄ろくをつけるためだろう。白スーツの悪あく党とうは大げさにため息をついた。

「聞いたことありませんね」
















「んなこた関係ねえさ。おまえは俺の質しつ問もんにこたえる。それだけのこった」

「なめやがって」

「てめえ」

　取り巻きたちの腕うでが胸むなもとへ伸のびる。頭から湯ゆ気げが出ている。

　天神橋は目を細めた。茨木の情じよう報ほうどおり、肉づきのいい男だ。白く、やたらと弾力のありそうな肌はだ。マフィアの大ボス然としている。俺を脅おどしつけてくる。

「よくわからないんですけどね。あなたは、死にたいんですか？」

「おまえはうちの刑事をぶっ殺したのか？」

　俺はたずねた。不意打ちの質問。あからさまな挑ちよう発はつ。

　直後、ひとりだけ立っていた男が懐ふところから拳けん銃じゆうを出した。リボルバー式の拳銃だ。おそらくは俺のショットガンと同じ、強力な改かい造ぞうモデルガンだろう。男は銃じゆう口こうを俺に向けてきた。

「遅おせえ」

　俺はコートの前を開けた。ショットガンの銃身をふりあげた。

　男の表情が変わった。目が点になった。男の指が引き金にかかった。だが間に合わない。

　俺は容よう赦しやなく撃うった。ほぼゼロ距きよ離りでの射しや撃げき。すべての散弾が男の胸に吸すいこまれた。

　ショーの始まりだ。

　男の身体からだが後方へふっとんだ。オードブル満まん載さいのテーブルに投げだされた。左側のテーブルだ。壁かべ際ぎわにすわっていた男が押おしつぶされた。ワインのボトルが床ゆかに落ちた。粉こな々ごなになった。グラスが倒たおれ、白いテーブルクロスに赤い染しみを作った。

「死にたいんですか、とは笑わせやがる。俺がおまえに媚こびを売らなかったから殺すってか？　おまえらごときに俺が殺せるってか？　やってみろってんだ」

　俺はショットガンの銃身を旋せん回かいさせた。左側のテーブルにはあとふたり残っている。そいつらは懐から拳銃を抜きだし、腰こしを浮うかせている。やはり遅い。

　こいつらのスタイル──スーツを着てイタリア料理店で飯めしを食う──は気に入ったが、この反はん応のう速度はいただけない。ろくに楽しむこともできやしない。

　もちろん、俺は撃った。散弾をまともに食らい、ふたりのマフィアが同時に浮かびあがった。足の裏うらが床を離はなれる。上等そうな（実じつ際さいはどうかわからないが）スーツがぼろ布ぬのになる。

　椅い子すが倒れた。丸テーブルが倒れかけ、なんとか持ちこたえて、その場でくるくるとコマのようにまわった。

　テーブルクロスが床へ落ちた。テーブルの上にあった皿やスプーン、フォーク、布のおしぼり、灰はい皿ざら、煙草たばこのパック、火のついたろうそく、スピードくじの束たばなどが床へ落ちた。

　俺は銃口を下げた。落ちたろうそくを撃った。ろうそくは炎ほのおもろとも、跡あと形かたもなく消えた。俺は笑った。笑いながら銃口を上げた。撃った。撃ちまくった。とどめだ。

　宙に浮いていたマフィアどもがまた散さん弾だんを食らい、さらに高く舞まいあがった。放ほう物ぶつ線せんを描えがき、壁に叩たたきつけられた。壁には風景画の額がくがかかっている。その額がマフィアの激げき突とつを受け、仲良く一いつ緒しよになって落ちる。

　下から悲ひ鳴めいが聞こえてきた。男の野太い声も聞こえた。店の従じゆう業ぎよう員いんたちが騒さわいでいるのだろう。どうってことはない。上へのぼってくるような度ど胸きよう、あるいは無む謀ぼうさを持ちあわせているやつなんているわけがない。そんなやつはただの馬ば鹿かだ。

　この二階席、なかなか便利な場所じゃねえか。

「貴き様さま！」

　声でふり返った。もちろんわかっていた。右側のテーブルについていたやつら。天神橋ともうひとり。叫さけんだのはもうひとりのほうだ。

　男はテーブルの下から馬鹿でかい武ぶ器きを出していた。それを腰の位置でかまえていた。機関銃らしい。黒い円盤状じようの弾だん倉そうがついている。これまた合ごう格かくだ。マフィアはこういう武器を使わなくちゃならない。

　機関銃の銃口がほえた。火を噴ふいた──というのは噓うそだ。改造モデルガンなので火は出ない。だが出たように感じられた。

　俺は横へ跳んだ。吹ふき抜ぬけとの境きよう界かい、柵さくがある側の床へと転ころがった。手前にあったテーブルの陰かげに隠かくれた。

　無数のＢＢ弾が休みなく飛ひ来らいする。テーブルクロスが繊せん維いになって飛び散る。テーブルの脚あしが弾はじける。椅子の背せが、脚が弾ける。俺のコートに傷きずがついた。ちくしょう、ゆるせねえ。俺はショットガンの銃身をスライドさせた。

　弾着がとぎれた。機関銃の弾倉が空からになったらしい。

　俺は膝ひざ立だちになった。胸から上をテーブルから出した。ショットガンを構かまえ、相手の姿すがたを認みとめると同時に撃った。機関銃野や郎ろうは俺と同様、寸すん前ぜんでテーブルの下に隠れた。ボスの天神橋は見当たらない。

「くそっ。天神橋の野郎、どこへ行きやがった」

　右側のテーブルに隠れているのか、左側のテーブルに隠れているのか。よくわからない。

　と──左側のテーブルだ。そのうしろで天神橋が立ちあがった。俺が隠れている間に移い動どうしていたのだ。

　天神橋は両手を頭の高さに上げている。降こう参さんのしるし、ということらしい。機関銃を持った手下がまだ隣となりにいるっていうのに？　そいつが俺から見て右側のテーブルに隠れ、弾倉の交こう換かんに精せいを出してるっていうのに？　天神橋が降参するだと？

「んなわけねえな……」

「わかりました、話を聞きましょう。〈ショットガン刑事〉」

　天神橋がねばついた声で言ってくる。天神橋の視し線せんは俺おれのうしろ側を見ている。

　俺はこたえた。

「だまされるもんかよ」

　ふり返った。見た。坊ぼう主ず頭あたまの男がうしろから迫せまっていた。こっそり階かい段だんをのぼってきていたのだ。手にはナイフを握にぎっている。それを高くかかげ、俺のほうへふりおろそうとしている。

　刃やいばが近づいてきた。刀とう身しんがろうそくの光を反はん射しやしている。

　俺は左手のボストン・バッグをふりあげた。補ほ強きようされた底面でナイフの刃を受けとめた。刃はボストン・バッグを貫かん通つうできなかった。坊主頭に言ってやる。

「残念だったな、坊主」

　坊主頭は第二撃げきをくりだすため、刃を引きもどした。

　させなかった。俺はショットガンの銃じゆう把はから右手を放し、ショットガンの銃身を持ちなおした。ショットガンをふりあげ、棍こん棒ぼうの要よう領りようでふりおろした。坊主頭の肩かた口ぐちを打ちすえる。

　これが改かい造ぞうモデルガンでよかった。本物の銃なら、いまの一撃で確実に暴発していたところだ。俺自身が大やけどを負おっていたところだ。それどころか、散弾を受けて穴あなだらけになっていたかもしれない。

「そういや、思いだしたぜ」

　そもそも、俺は本物の銃を手に入れようとして、こんな騒さわぎに巻まきこまれてしまったのだ。

　馬鹿だったかもしれない。改造モデルガンは改造モデルガンで使い道がある。状じよう況きようによっては本物の銃よりも使える。たとえば、いまこの瞬しゆん間かんのように。

「この野郎！」という声とともに、銃弾が飛んできた。さっきの機関銃野郎だ。やっと装そう弾だんを終えたらしい。

　俺は素す早ばやくステップを踏ふみ、身体からだの位置を移動させた。坊主頭の服を引っぱり、瘦やせた身体を自分の前へ持ってきた。

　奥おくの壁かべ際ぎわで天神橋が血けつ相そうを変える。機関銃野郎に叫さけび声を飛ばす。

「馬鹿、やめろ！」

「まったくだ。馬鹿以外の何者でもねえ」

　俺は言った。機関銃の弾丸はすべて、俺が盾たてにした坊主頭の背中が受けとめてくれた。俺には一発も当たらなかった。

　機関銃野郎が自分の過あやまちに気づき、発はつ砲ぽうをやめる。銃口を下げる。

　そのときを見み計はからい、俺はまたショットガンを握りなおした。機関銃野郎に向けて撃うった。

　機関銃野郎は全身に散弾を浴あび、銃を落とした。のけぞり、よろめき、踊おどるような状じよう態たいになった。そのまま吹き抜けの柵さくを越こえた。手をふりまわしながら落ちていった。

　俺は落下する元機関銃男を目で追いかけた。元機関銃男は一階席のテーブルを木こっ端ぱ微み塵じんにし、瓦が礫れきの中心へ沈しずんだ。

　俺はのしかかってくる坊主頭を前へ押おした。坊主頭は力なく倒たおれ、近くにあったテーブルの上で仰あお向むけになった。それを見て、天神橋が喉のどの奥で悲鳴をあげる。

「かわいそうによ。おまえなんかに従したがったばっかりに、みんな大おお怪け我がしちまったぜ」

　俺は天神橋に言った。ショットガンの銃じゆう身しんをふりあげ、肩にかついだ。

「私は……」

　なにか言いたいようだが、うまく言葉が出てこないらしい。天神橋の視し線せんが泳いでいる。

　俺はショットガンをステッキさながらにふりまわし、その視線をつかまえた。

　ショットガンの銃口を相手の眉み間けんにぴたりと固定する。相手の視線が銃口で固定される。俺の目を見ることもできない。天神橋の額ひたいからは脂あぶら汗あせが流れ落ちている。

「天神橋さんよ。やせたほうがいいんじゃねえか？」

「こんなことをして、ただですむと思っているんですか？　あとでどんなことになるか」

「どうなるってんだ？　俺の血けつ縁えんを皆みな殺ごろしにするってか？　やれるもんならやってみやがれ」

　俺は片かた目めをつむってみせた。

　天神橋はつばを飲みくだした。俺のウィンクに腰こしが砕くだけたらしい。なんでだ？　なんで表の女子大生には効こう果かがなかったのに、こんな太ったマフィア野郎にはよく効きくんだ？　おれのウィンク。

「不ふ愉ゆ快かいだぜ」

「証しよう拠こもなにもない！　令状もなければ、容よう疑ぎすら聞かされていない！　あなたは私たちを逮たい捕ほすることなんてできないはずだ。こんなことをしたってなんの意味もないはずだ。私は後日、正式に抗こう議ぎをさせてもらう。これは一いつ般ぱん生せい徒とに対する純じゆん粋すいな暴ぼう力りよく行こう為いだ。警けい察さつ権けん力りよくによる生徒への迫はく害がいだ。しかも、あなたは私と同じ学校の生徒ですらない！　警察には管かん轄かつというものがあるでしょう!?　私は、私の学校の刑けい事じには話を通してあるんです！」

　なるほど。このマフィア野や郎ろうは自分の高校の刑事を買ばい収しゆうし、好き放題やっているらしい。一部の刑事が賄わい賂ろを受け取り、こいつらの違い法ほう行為を黙もく認にんしている、ということだ。

「逮捕やら令状やら、んなこたどうだっていい。あとまわしだ。いま必要なのは事実の確かく認にんだけなんだよ」

　俺は一歩、天神橋に近づき、銃口を相手の額に押しつけた。

「この距きよ離りで撃たれたら、おまえは確実におだぶつだ。それがいやならしゃべりな。手下どもと同じ目に遭あいたくなけりゃしゃべりな」

　俺は〈刑事Ｂ〉の話を切りだした。

「天神橋、おまえはうちの刑事に尻尾しつぽをつかまれた。悪事を暴あばかれそうになってた。だから、おまえはムショへぶちこまれる前に、その刑事自体を消しちまったんだ」

　銃口から天神橋のふるえが伝わってくる。天神橋の額が、顔が汗で光っている。まぶたがありえないほど開かれている。目玉が転ころがり落ちるんじゃないか、とこっちが心配になってしまうほどに。

「なにを言ってるんです……？」

「なにを言ってるもなにもねえだろう。おまえはうちの〈刑事Ｂ〉をばらした。ホテルの部へ屋やにいる〈刑事Ｂ〉をぶっ殺したってことだ。認みとめるんだろ？」

「なにを言ってるんです……？」

　カタカタカタカタ。銃身を通してふるえが伝わってくる。空気を通して恐きよう怖ふ心しんが伝わってくる。おかしい。演えん技ぎをしているとは思えない。噓うそをついているとは思えない。

　こいつは本当に〈刑事Ｂ〉のことを知らないのか？　殺害には関かん与よしていないのか？

「おいおい。自分の知らないうちに手下どもがやってたとか。勝手に動いてたとか、そんな言いわけはなしだぜ？」

「私は知らない。部下が勝手に動いたりもしない！　そんなことがあれば必ずわかるはずです。だれかが死んだんですか？　殺されたんですか？　刑事殺しの罪つみを、私たちにかぶせるつもりなんですか？」

　天神橋は噓をついていない。なら、こいつらは〈刑事Ｂ〉の行動に気がついていなかった、ということになる。自分たちに捜そう査さの手が伸のびていることをまったく知らなかったというのか。

「なにがどうなってやがる？」

「それを訊ききたいのはこっちです！」

　天神橋がつばをまきちらす。唾だ液えきが泡あわを作り、その泡が俺のロングコートに付着する。天神橋の息はほのかに酒くさい。くされマフィアめ。

「どういうこった？　おまえらは、刑事になにか売るつもりだったんじゃねえのか？」

「知らない！」

「んなわけねえだろ！　俺は殺された刑事の手帳を見たんだ。約やく束そくが書いてあったんだ。そいつは直前に大金を手に入れる予定だった。そのあとでおまえらと会う予定だった！」

「知らない！」

「正しよう直じきに言いやがれ！」

　銃口を下へ向けた。天神橋の膝ひざを撃うった。天神橋が泣き叫んだ。床ゆかへくずおれた。膝をつき、仰あお向むけに倒れた。俺の膝にも跳ちよう弾だんが当たった。刺さすような痛いたみに顔をしかめる。

「正直に言いやがれ！」

　銃口を天神橋の胸むねに向けた。天神橋が手をふりまわした。

「撃つな！　言います。たしかに刑事と取引きするつもりですよ。ただし、売るのは向こう側です。我々は買う側なんだ。それは噓じゃない！」

「刑事が売る側だっただと？　おまえらが買う側だっただと？」

　おかしい。〈刑事Ｂ〉は俺からカネを巻まきあげるつもりだった。そのカネで天神橋からなにか買うつもりだったはずだ。捜査の一いつ環かんとして。おとり捜査として。

「納なつ得とくできねえ。立場が逆ぎやく転てんしてやがるぜ」

　遠くからパトカーのサイレン音が聞こえてきた。店の人間が通つう報ほうしたのだろう。そろそろ潮しお時どきだ。

　俺は苦く痛つうにのたうちまわる天神橋を残し、階かい段だんを駆かけおりた。ボストン・バッグにショットガンを突つっこみ、店の出口へまっすぐに向かった。

　邪じや魔ま立だてする店員はいなかった。当たり前だ。







　女子大生の二人組はいなくなっていた。空は真っ暗になっていた。街がい灯とうの明かりが地上を円まるく照てらしている。オールバック曽そ根ねの自転車も照らされている。まるで舞ぶ台たいの中心でスポットライトを浴あびているように見える。

　急いでこの場を離はなれなければ。俺はボストン・バッグを前かごに入れた。サドルのほうへ身をかがめ、後輪についている馬ば蹄てい形の錠じように鍵かぎを入れた。しっかりと押おしこんだ。

　爆ばく発はつした。

「ぐわ!?」

　俺はのけぞった。サドルが炎ほのおを噴ふきあげたのだ。

　一いつ瞬しゆんで赤と黄色と黒の塊かたまりが膨ふくらんだ。轟ごう音おんが俺の鼓こ膜まくを突き抜ぬけた。

　俺の前まえ髪がみが黒くろ焦こげになった。俺は歩道に尻しりもちをついた。

「なんだ？」

　自分の目を疑うたがった。サドルが燃もえている。火の粉こを飛ばしている。

　手のひらの下にアスファルトの凹おう凸とつが感じられた。たしかな感覚だった。だがそれでも、現げん実じつのことだとは思えない。

　首をふった。口の中から苦にがい物体を吐はきだした。サドルの合成皮ひ革かくが炭すみになったものかもしれない。よくわからない。とにかく健康には悪そうだ。

「び、びびらせやがって」

　額ひたいの汗あせをぬぐった。焦げた前髪がはらはらと落ちた。

　車のイグニッションにキーを挿さしこんでまわした瞬間に車体が爆発、といった状じよう況きようは映えい画がなどでよく見かける。悪あく党とうが刑事やら刑事の家族やら対立する悪党やら裏うら切ぎり者の悪党やらを始し末まつするときに使う手段だ。だが、まさか自転車にそういった罠わながしかけられているとは。予想だにしなかった。

「ジャージ野や郎ろうのしわざか？　あの尾び行こう野郎」

　俺は立ちあがった。立ちあがろうとしたが──できなかった。

　後頭部に衝しよう撃げきを受けた。脳みそが鼻から口からすべて飛びだしそうな衝撃だ。なにか硬かたいものでなぐられたらしい。

　意い識しきが鼻から口から出ていった。どこかへ飛んでいった。







　第四章　拘こう束そくされた再会










　　　ヒトミ／土曜日／午後八時～




〈刑けい事じーＢびー〉暗あん殺さつ事じ件けんの容よう疑ぎ者しや、〈ショットガン刑デ事カ〉逮たい捕ほ！　現在、刑事部の留りゆう置ち場じように勾こう留りゆう中！　尋じん問もんは明日、行おこなわれる予定！

　──という偽にせ情じよう報ほうを学校中に流した。

〈まるだし刑デ事カ〉の行動は迅じん速そくだった。学内の事じ務む棟とう前に設せつ置ちされている掲けい示じ板ばんだけではなく、インターネット上の刑事部ホームページにも情報を掲けい載さいした。

　掲示板を見た生徒たちは驚おどろいただろう。〈刑事Ｂ〉暗殺事件そのものについては午後から掲示板に貼はりだされていたが、その容疑者が当日のうちに逮捕されて、しかもそれが被ひ害がい者しやと同じ刑事部の〈ショットガン刑事〉だというのだから……。

　発表の衝しよう撃げき度どはかなり大きいはずだ。休日の遅おそい時間だったが、情報は生徒たちの口から口へ、あっという間に広がるだろうと思われた。

　そして二時間後。

　ヒトミは時計棟を見上げた。大時計には照しよう明めいが当てられていた。

　時じ刻こくは午後八時ちょうど。寮りようのあたりはまだ騒さわがしい。だが本ほん校こう舎しやや事務棟、部室棟のあたりはひっそりとしている時間だった。実じつ際さい、人通りはほとんどゼロといっていい。

「本当に来るでしょうか？　伊い丹たみ冴さえは」

「そう祈いのるしかない」

〈まるだし刑事〉がこたえる。

　彼とヒトミ、それにイミコ、バイトのシフトを終えた〈エプロン刑デ事カ〉は部室棟の脇わき、人の背せ丈たけほどの植えこみに隠かくれていた。そこから二畳じようほどのプレハブ小屋を見み張はっていた。

　小屋は用務員が倉そう庫ことして利用しているものだが、刑事部の留置場としても使われていた。そのことは北ほく摂せつ高校に所しよ属ぞくする大半の生徒が知っている。酔よった生徒がそこに入れられ、一ひと晩ばん中、騒いでいるようなこともたまにあるのだ。

　小屋に窓まどはなく、扉とびらには頑がん丈じような南ナン京キン錠じようがつけられている。いまは、〈ショットガン刑事〉が閉じこめられている──ということになっている。実際は芝しば刈かり機や剪せん定ていバサミ、漏じよう斗ご、ホースなどが詰つめこまれているだけだが。

「程てい度どにもよるけど。本気で〈ショットガン刑事〉と会いたがってたんだとしたら、来るんじゃないかな」

〈エプロン刑事〉が言った。彼女はエプロン姿すがたに着き替がえている。

　彼女といい〈まるだし刑事〉といい、こんな格かつ好こうで茂しげみの中に隠れていたら擦すり傷きずだらけになってしまいそうだ。本人たちはまったく気にしていないらしいが。暗いために彼女たちの姿がはっきり見えない、というのはありがたかった。気まずい思いをしなくてすむ。

「現あらわれてくださらないとこまります。真実をお聞きするまでは、わたし、眠ねむることもできませんわ！」

「ヒトミ。いま何時だ？」

〈まるだし刑事〉がイミコの言葉を無む視しして訊きいてきた。彼の位置からでは時計棟を見ることができない。

　ヒトミはもう一度、時刻を確かく認にんし、それを〈まるだし刑事〉に伝えた。暗いためにはっきりとしないが、〈まるだし刑事〉はいらだたしげな表情になったようだ。

「ヒトミ、〈エプロン刑事〉、すまないが……八時半に、他校の刑事たちと会う約やく束そくがある。〈全国刑事部総そう会かい〉の開かい催さいは明日だからな。段だん取どりについて、少し話し合う予定なのだ。この捜そう査さも大切だが、そちらの約束もないがしろにはできない」

「行っていいよ。こっちは冴って人から話を聞くだけだし。その人、逃とう亡ぼう者しやでもなんでもないんでしょ？」

「まあな」

「なら抵てい抗こうされることもないだろうし。刑事がふたりいれば十分！」

〈エプロン刑事〉が兄に言う。ヒトミも「まかせてください」と胸むねを張った。〈まるだし刑事〉はすまなさそうな顔になりながらも、うなずき、去っていった。白い尻しりが遠ざかっていく。

「抵抗されることはないだろう、という話ですけど」

　ヒトミは〈エプロン刑事〉のほうへ向きなおった。

　冴に抵抗されることはない──ヒトミとしては、単たん純じゆんにそう考えることはできなかった。

　相手は伊丹冴なのだ。学内マフィアのカネを持ち逃にげするような女なのだ。いまは意い図と的に行方ゆくえをくらましているようでもある。仮かりに冴が現れてくれたとしても、「こんにちは、僕ぼくヒトミです。話を聞かせてください」「いいですよなんでも訊いてくださいどうぞ」──という流れになる、とはとても思えない。

〈エプロン刑事〉に、そのことを伝えた。

「ふうん。じゃあ、武ぶ器きは持っておいたほうがいいよね」

「ヒトミさん、ひどいですわ。まだ冴さまが悪い人だとか、そういうことをおっしゃっていますの？」

　イミコが嚙かみついてくる。

　ヒトミは弁明した。適てき当とうな話をでっちあげた。

「ちがいますよ！　冴さんがどんな状じよう況きようにあるのかわかりませんし、部へ屋やを荒あらされてるぐらいですから。彼女はすごく警けい戒かいしてるかもしれない。過か敏びんになっているかもしれない。僕らに呼よびとめられて、〈ショットガン刑事〉逮たい捕ほの件けんが噓うそだと知ったら──混こん乱らんして、とっぴな行動に出ちゃうかもしれないじゃないですか。あるいは、悪いやつらに追われてて、ここへそいつらが来てるかもしれない。そいつらが僕たちまで襲おそってくるかもしれない。そういった場合も想定して、気をひきしめておかなきゃいけないな、と思ったわけで」

「そういう話なら、わからないでもありませんわ。ああ、かわいそうな冴さま」

「イミコちゃんにも武器、貸かしといてあげるね」

〈エプロン刑事〉がエプロンの裾すそを持ちあげた。白い肌はだがあらわになった。

　彼女は両足の太ももにストラップを巻まいており、そこに小型のオートマティック拳けん銃じゆうを常じよう備びしている。強力な改かい造ぞうモデルガン。二丁拳銃。丈たけの短いエプロンの裾に隠れる、ということは、銃は太もものかなり高い位置に差しこまれているということだ。

　ヒトミは思わず目をそらした。顔が熱くなった。

「まあ茉まつ理りさん。ありがとうございます！　悪あつ漢かんが現れたときに役立ちますわ。これは、オートマティックと言いましたでしょうか」

　イミコが拳銃を受けとる。顔の前で角度をいろいろと変え、少ない光量の中でためつすがめつしてみせる。彼女は目を上げて、申しわけなさそうに言った。

「困こまりましたわ。わたし、リボルバー式拳銃のほうが慣なれているのですが」

　どんな女子高生だよ。刑けい事じ部でもマフィアでもないっていうのに！──と、ヒトミは心の中で突つっこんだ。ため息をつき、懐ふところから自分のリボルバー式拳銃を出した。

「これを貸してあげますよ。そっちは僕が使います」

　イミコをうながし、お互たがいの拳銃を交こう換かんする。

「ねえヒトミくん。あれ、だれかな？　だれか来たんじゃない？」

〈エプロン刑事〉が指し摘てきした。ヒトミとイミコも同時に口をつぐみ、〈エプロン刑事〉の視し線せんを目で追いかけた。

　全身がこわばる。プレハブ小屋の前だ。髪かみの長い女子生徒が周囲をうかがい、小屋へ──刑事部の留りゆう置ち場じようへ──近づこうとしている。慎しん重ちように、いつでも逃げられるように身み構がまえながら近づいていく。夜に徘はい徊かいする肉にく食しよく獣じゆうのような動きだ。足音を消している。

「あれは……冴さまですわ！　わたしにはわかります。まちがえるはずがありません。やっぱり来てくださいました！　冴さまには特別な事じ情じようがおありになったんです。だからどうしても虎とら雄おさんと会う必要があって。それで、ここまでいらっしゃって」

「イミコさん、静かに。逃げられちゃ意味がありません」

　注意した。ヒトミはオートマティックの銃じゆう身しんをスライドさせた。

〈エプロン刑事〉がもう一丁のオートマティックを抜ぬいて、ヒトミのそばへ身を寄よせてくる。

「どうする？　まず声をかける？　それとも、二ふた手てに分かれて、逃げられないようにはさみこもっか。その上で、イミコちゃんに話しかけてもらうとか」

「どうしましょう？　迷まよいますね」

「その必要はない」

　背はい後ごから声が聞こえた。ヒトミでも〈エプロン刑事〉でも、ましてイミコの声でもない。男だん性せいの低い声だ。ヒトミの知っている声でもあった。

　ヒトミたちは三人で同時にふり返った。

「あなたは──」

「〈はぐれ刑けい事じポル・ポト派は〉！」

　ヒトミに続き、〈エプロン刑事〉が声をあげる。

　背後に、迷めい彩さい服ふくに身を包つつんだ刑事が立っていた。ゲリラ戦を得意とする攻こう撃げき的な人物だ。いまは顔に暗あん視しゴーグルをつけている。暗くら闇やみの中でもはっきりとものが見えているのだろう。

　イミコは「ええと……」などと言いつつ、首をかしげている。状況の変化に追いつけていないのだ。それはヒトミや〈エプロン刑事〉にしても同じだった。

　ヒトミは事じ態たいを明確にするため、突とつ如じよとして現あらわれた先せん輩ぱいにたずねた。

「どうして〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉がここにいるんです？　それに、その必要がないっていうのは？」

「ヒトミたちはよくやってくれた。あとは我われ々われが引き継つぐ」

「なんですって？」

「刑事部長からの命令だ。暗殺事件の担たん当とうは〈まるだし刑事〉だが、これは刑事部全体の事件でもあるからな。刑事部長が監かん督とくしているし、我々はその指し示じに従したがって動いている」

「でも、そんな」

「伊丹冴の身み柄がらは、我々が預あずかる」

　有う無むを言わせぬ口調で言ってくる。

〈エプロン刑事〉が〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉にたずねた。

「ねえ。我々っていうのは？　ほかにもだれか来てるの？」

「動くな！　両手を頭の上にのせろ。しっかりと組み合わせろ！」

　留置場のほうから声が聞こえてきた。ヒトミたちはいっせいにそちらへ首を向けた。

〈ニコラス刑ケイ事ジ〉が両手で拳銃を構かまえていた。銃口が伊丹冴をとらえていた。〈ニコラス刑事〉が一歩ずつ、伊丹冴のほうへにじり寄っていく。

　伊丹冴は立ちどまり、銃と〈ニコラス刑事〉を見つめ、ゆっくりと腕うでを上へ差しあげた。それを満足げにながめつつ、〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉がヒトミたちに言ってきた。

「君たちは寮りようの自室へ帰ってくれてかまわない。尋じん問もんは我々が行おこなう」

「お待ちください。わたしは冴さまとお話しなくちゃなりませんの。冴さまをお渡わたしするわけにはいきませんわ。寮へもどるわけにはいきません！」

　イミコが〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉に詰つめ寄る。だが相手は耳を貸かそうとしない。〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉は階級意い識しきが強く、上官の命令以外は意に介かいさない性せい格かくをしているのだ。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉はイミコなど相手にせず、ヒトミたちに一いち瞥べつを残し、冴のほうへと近づいていった。嚙かみ煙草たばこを地面へ吐はきすてながら。

「どういうことですの？　ねえ、これはどういうことですの？　わたし、納なつ得とくできませんわ！」

　イミコがヒトミに訴うつたえかけてくる。

　だが、こたえられるわけがなかった。わかるわけがなかった。ヒトミ自身、知りたくてたまらないことだ。

〈エプロン刑事〉がヒトミの顔を見てくる。彼女は肩かたをすくめた。目にはイミコやヒトミと同じ疑ぎ問もんが宿やどっていた。

　ねえ、これってどういうことなの？







　　　虎雄／土曜日／午後八時三十分～




　後頭部が熱を持っていた。その痛いたみで目がさめた。痛むのは後頭部だけじゃなかった。全身が窮きゆう屈くつだ。痛みと痒かゆみを足たして百倍したような感覚がある。自分が中に砂すなを詰つめた靴くつ下したになってしまったような気分。

　俺おれは自分の手足を見下ろしてみた。なにも見えなかった。暗いのだ。

　感覚だけで判はん断だんした。俺は椅い子すにすわらされている。手足を椅子に縛しばりつけられている。

　目の焦しよう点てんがはっきりとしてきた。

　暗いが、まったくなにも見えないわけじゃない。俺がいるのはガレージのような場所だ。いや、ガレージそのものだ。まちがいない。正面にシャッターが見える。シャッターの両りよう脇わきには伏ふせたバケツ、用よう途と不明のダンボール箱、発はつ泡ぽうスチロールの箱、自転車用の空気入れなどが置かれている。そして、それだけじゃなかった。

「あれは……」

　シャッターの前にはオールバック曽そ根ねの自転車があった。サドルが燃もえてなくなっている。前かごにはボストン・バッグ。まだ中身が入っているかどうかはわからない。だがどこかへ放ほう置ちしてくるよりはずっといい。俺を縛りつけた野や郎ろうが中身を猫ねこばばしているかもしれないが、それならそいつの居い所どころを突つきとめて、取り返すことは可か能のうなのだ。

　俺は安心した。息をついた。

「目がさめた？」

　ぎょっとなった。女の声だった。声がしたほうを向いた。

　左ひだり隣どなりにも椅子があった。女が腰こしかけていた。いや、腰かけているわけじゃない。俺と同じように縛りつけられているのだ。髪かみの長い女。

　彼女の声には聞き覚おぼえがあった。すぐに思いだした。忘わすれられるわけがない。

「あんた。伊丹冴だな？」

「覚えていてくれたのね」

　薄うす暗ぐらいために彼女の表ひよう情じようはまるで見えない。だが口もとをゆがめたように思った。かすかな笑えみの形に。

「こんなところで、なにしてやがる？」

「なにもしてないわ。監かん禁きんされているだけ」

　そりゃそうか。そして、俺も監禁されているわけだ。

　なんで俺が監禁されなくちゃならない？　なんで冴が監禁されなくちゃならない？

　そうだ──。

「知り合いから聞いたぜ。寮の部へ屋や、荒あらされたそうじゃねえか。この状じよう況きよう……」

　俺はガレージを見まわしてみせた。あまり見えなかった。俺の動き自体、冴の位置からではよくわからなかっただろう。

「こんな目に遭あってることと、なんか関係があんのか？　部屋を荒らされた件けんと」

「あるでしょうね」
















「どんな関係だ？　同じところに監禁されてるってことは、俺にも関係があるんだろ？」

　冴は俺の左、二メートルほどのところで縛られている。

　こんどは肩かたをすくめる気け配はいがあった。続いて、冴が息を吸すいこむ気配。口を開く気配。

「あなたをさがしてたの」

「ほう」

　いまは見えないが、彼女はすこぶるつきの美人なのだ。そんな美人から「あなたをさがしてた」、などと言われて悪い気はしない。するわけがない。思わず鼻の穴あなが開ひらく。

　ぶっちゃけた話、俺の、女の好みははっきりとしている。アメリカの刑事が惚ほれそうなタイプだ。いわゆるハードボイルド小説の中で、アウトロー刑事や私し立りつ探たん偵ていと関かかわるようなタイプ。

　正せい確かくに言うと二種類、ということになる。

　ひとつめ。頭は弱いが純じゆん真しんな娼しよう婦ふ。主人公に、命がけで守られるタイプの女だ。悪くない。

　ふたつめ。ミステリアスな美女。最初は──依い頼らい人にんなどの立場で──刑事や探偵を頼たよるが、最後には彼らを裏うら切ぎり、おいしいところを持っていくようなタイプ。これ以上ないぐらいクールで、計算高くて、顔もスタイルも抜ばつ群ぐん。

　伊丹冴は、まさしく後者のタイプなのだ。俺にとって理想中の理想。惹ひかれないわけがない。この女をものにした瞬しゆん間かん、俺はアメリカの刑事たちと並ならぶ──どころか、超こえられるような気がする。まさに幸福の女め神がみ。

　その女神が、俺を「さがしてた」だって？

　俺は声が上うわずらないように、声に喜よろこびがにじまないように気をつけた。

「なんでだ？」

「〈刑事Ｂ〉が殺された件。それとも関係があるわ」

「ちょっと待った。なんの関係があるってんだ？　なんであんたが〈刑事Ｂ〉のことを知ってる？」

　俺は彼女のほうへ身体からだを向けかけた。うまくいかない。縛しばられた手足の痛みに顔をしかめた。

　冴が涼すずしい声で続ける。

「一週間ほど前、食堂で彼に声をかけられた。それが始まりだったの」

「声をかけられただと？」

「深い意い図とはなかったわ。彼は、純じゆん粋すいに私を口く説どくつもりだった」

　わかる話だった。〈刑事Ｂ〉の女おん癖なぐせの悪さは刑事部でも一、二を争あらそうと言われている。

「私は彼に興きよう味みなんかなかった。口説きに応おうじるつもりはなかった。だけど、好きにしゃべらせておいたの。忙いそがしいってわけでもなかったから」

「そのことが、なんでこんな状況につながるっていうんだ？　〈刑事Ｂ〉に口説かれて、しゃべりに耳を傾かたむけて。それだけのことで、なんで拉ら致ちされなくちゃならない？」

「聞いたのよ。彼が天てん神じん橋ばしファミリーと取引きするつもりだ、という話を」

　──冴は淡たん々たんと話した。

〈刑事Ｂ〉は自分を大きく見せようと思ったのかもしれない。自分は危き険けんな男だと思わせて、その魅み力りよくで冴を釣つろうと思ったのかもしれない。

　とにかく、〈刑事Ｂ〉は天神橋ファミリーとの取引きについて冴に話したという。自分は馬ば鹿かな男からカネを巻まきあげて（俺のことじゃねえかちくしょう！）、そのカネを元手に、隣となり町のマフィアから禁きん制せい品ひんを買いつけるつもりだ。最初は小こ口ぐちの取引きから始めるが、そのうち大がかりな取引きに発はつ展てんさせるつもりだ。──そんなことを得意げに披ひ露ろうしたという。

「私はその話に興味を持ったわ」

　冴は言った。もちろんそうだろう。彼女は悪い女なのだ。その点は彼女が美人であることと同じぐらい確実なことだ。

　彼女は〈刑事Ｂ〉に気をもたせ、「もう一ひと押おしで落とせる！」と思わせて、毎まい晩ばんのように第三食堂で会った。取引きに関するよりくわしい話を引きだした。いかにも「危険な男の裏うら側がわを知りたがっている女」という態たい度どを装よそおって。

〈刑事Ｂ〉はみごとにだまされた。実じつ際さいの取引きについてはまだ未定だったが、とりあえず何月何日に天神橋ファミリーの連れん絡らく役やくと会う（取引きの前の顔合わせだろう）、といった話を伊丹冴にぶちまけてしまった。

「それで、私はこっそりその場所を見にいったの。〈刑事Ｂ〉と天神橋ファミリーの構こう成せい員いんが会うところへ出かけていった。そして、その様よう子すをこっそりと写真におさめた」

「なんでそんなことをしたんだ？　んなことをしてどうなる？」

「わかったのよ。私は気づいたの。彼が刑事だってことに」

　女の勘かんというものは恐おそろしいものだ。刑事やマフィアに通じた女の勘、というものはもっと恐ろしい。

　彼女は〈刑事Ｂ〉の口調やしぐさから、彼が刑事であることを見み抜ぬいた。本人はそんなこと一言も口にしなかったらしいが、彼女には一いち目もく瞭りよう然ぜんだったらしい。

「ゆすろうと思ったの」

　と、伊丹冴は告こく白はくした。

「刑事と学内マフィア──天神橋ファミリー──が癒ゆ着ちやくしてるんだと思った。彼は汚お職しよく刑事なんだと思った。だから、彼らが会っている場面を撮さつ影えいすれば、恐きよう喝かつに使えると思った」

「なんて女だ……ま、あんたらしいっちゃあんたらしいけどよ」

　また、彼女がくすりと笑ったように思った。

　こういうところが、寒さむ気けがするほどの魅み力りよくを感じさせるのだ。

「それで、実際にゆすったのか？　その写真を〈刑事Ｂ〉に突つきつけて、刑事部長にばらされたくなけりゃカネを払はらえ、とでも言ったわけか？」

「言わなかったわ」

　伊丹冴の声は抑よく揚ようがなく、常つねに冷たい。

「彼がおカネを持っているとは思えなかったもの。ちょっとした取引きで馬鹿からおカネを巻きあげる、とは言ってたけど。それが本当かどうかもわからないし……男は、どうってことないことを大きく言いたがるものだから。自分のことになると」

「ま、そりゃそうかもしれねえ」

「だから、私はゆすりの対たい象しようを別に選んだ。刑けい事じ部そのものをゆすろうと思った」

「たいした根こん性じようしてるぜ、あんた」

　所しよ属ぞくする刑事が天神橋ファミリーとつながってた、なんて話になれば、それは刑事部の恥はじだ。大恥だ。世せ間けん的にゆるされることじゃない。刑事部としては、なんとしてもその事実をもみ消したいと考えるだろう。たとえ恐喝者にカネを支し払はらってでも。

　特に、うちの刑事部長は体面を気にする性せい格かくで知られている。

「だけど、刑事部はそれに応じなかったわ。ゆすりにカネでこたえる代かわりに、実力行こう使しに出てきた」

　彼女は写真のコピーと脅きよう迫はく文ぶんを刑事部に送りつけた。半日後、部へ屋やを荒あらされてしまった。彼女は何事かと思い、とりあえず簡かん単たんな変へん装そうをして、刑事部のオフィスへと駆かけつけた。なにげない態たい度どで、それこそ落し物を届とどけにきたような顔でオフィス内の会話に耳をかたむけた。

　そして、自分を口く説どいていた〈刑事Ｂ〉が殺されたことを知った。

　彼女は〈刑事Ｂ〉殺害現げん場ばへおもむき、野や次じ馬うまのふりをしてその場を観察したことで、〈ショットガン刑デ事カ〉こと俺、宇う野の辺べ虎とら雄おが容よう疑ぎ者しやになっていることを知った……。

「すぐに刑事部のしわざだとわかったわ。私の部屋が荒らされたことも、〈刑事Ｂ〉が殺されたことも。私と彼が死んでしまえば、ゆすりが行おこなわれることは永えい遠えんになくなる。刑事と天神橋ファミリーがつながっていた、という証しよう拠こだってなくなる」

「それで、俺をさがしてたってのは？　あんたが、なんで俺と会いたがった？」

「あなたは容疑者として追われてた。わたしは、あなたは刑事部の連中にはめられたんだと思った。〈刑事Ｂ〉殺害の罪つみをかぶせられたんだと思った。だから、私にとって味み方かたがいるとしたら、それはあなただけだと思った。だから」

「ま、まちがいではねえわな」

　俺は別にはめられたわけじゃない。〈刑事Ｂ〉の部屋にいたのは偶ぐう然ぜんにすぎない。だがいまそのことを話す必要はないだろう。

　冴が言った。

「まさか、刑事部がここまでするとは思わなかったわ。彼らを過か小しよう評ひよう価かしてた」

「過小評価じゃねえさ。証拠隠いん滅めつのために一いつ般ぱん市し民みんと汚職刑事を殺す──そこまで凶きよう悪あくな組そ織しきではねえはずなんだよ、うちの刑事部は。なにかおかしい。なにかが狂くるってやがる」

〈刑事Ｂ〉は本当に天神橋ファミリーと通じているわけじゃなかった。あくまでおとり捜そう査さとして天神橋ファミリーと連れん絡らくを取り、取引きを行おうとしていただけだった。

　刑事部はまず〈刑事Ｂ〉にそのことを問いただし、ゆすりの根こん拠きよがただの勘かんちがいだったことを突きとめ、むしろ冴だけを恐喝の罪でぶちこめたはずなのだ。いきなり〈刑事Ｂ〉と冴を殺す、あるいは殺そうとする必要なんてなかった。冴の部屋を荒らし、写真をさがす必要なんてなかった。

　なぜだ？　なにがそんな過か剰じよう反はん応のうを引き起こした？

「おい、あんた。その写真と脅迫文っての、刑事部のだれに送りつけたんだ？　刑事部長に送ったのか？」

「宛あて名なは刑事部長だったが、最初に読んだのは俺さ」

　どこからともなく声が響ひびいた。卑ひ屈くつな色のある、いかにも他人に不ふ快かい感かんを与あたえそうな声だ。一応は若わかい男の声。

　俺は薄うす暗くら闇やみに目をこらした。声の発はつ生せい源げんをさがしもとめた。

　だが、だめだ。わからない。声はすぐ近くから聞こえたように思った。なのに、声の主ぬしがどこにいるのかさっぱりわからない。

　伊丹冴も身体からだを硬かたくし、警けい戒かいしているようだ。

　俺は暗闇に向かって呼よびかけた。

「どこのどいつだ？　聞いたことのある声だが。どこにいやがる？」

「そっちじゃない。どこを見てる、〈ショットガン刑事〉」

「その声、〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉か？」

「そのとおり」

　ダンボール箱と発はつ泡ぽうスチロール箱の山が崩くずれた。吹ふき飛び、コンクリートで固められた床ゆかの上へぶちまけられた。同時に、ガレージの蛍けい光こう灯とうがまたたき、強きよう烈れつな光が降ふってきた。

　思わず目をしばたたいてしまう。俺は両目を細めた。そして気づいた。さっきまでダンボール箱の山があった場所から、見み慣なれた同どう僚りようが姿すがたを現あらわしているではないか。

〈出歯亀刑事〉。すべての事じ件けんを盗ぬすみ見と盗み聞きだけで解かい決けつする、刑事部で最もつとも破は廉れん恥ちな男。

「〈ショットガン刑事〉、それに伊丹冴。おまえらの話、みんな聞かせてもらったぜ。それもこっそりとな」

「てめえ、あい変かわらず卑ひ怯きような。恥はじを知りやがれ、恥を！」

　俺はこぶしを握にぎりしめた。冴に「あなたをさがしてた」と言われて舞まいあがっている俺の姿。それもしっかり〈出歯亀刑事〉に観察されていたのだ。顔から火を噴ふきそうになった。

「おれだけじゃねえさ」

〈出歯亀刑事〉が床に手をのばした。そして、伏ふせてあったバケツをさっと取りあげた。

　隣となりで伊丹冴が息を吞のんだ。

　バケツを取り去ったそこには──なんと、人間の首があった！

「てめえは、〈首まで地面に埋うまってる刑デ事カ〉!?」

　顎あごが外はずれかけた。〈首まで地面に埋まってる刑事〉。刑事部の中でも最も監かん視し能のう力りよくにすぐれた、張はりこみ専門の刑事だ。

　俺は、さすがに寒さむ気けと恐きよう怖ふ心しんを覚おぼえた。

「民家のガレージらしい場所の、どう見てもコンクリで固められた地面にまで埋まってやがるとは……」

　なんて用意のいい野や郎ろうだ。あるいは、〈首まで地面に埋まってる刑事〉は最初から（ここ半年ぐらい）この場所に埋まっていたのかもしれない。〈出歯亀刑事〉のほうがわざわざこの場所を選び、俺たちを連れてきたのかもしれない。それはそれで怖こわい。

「〈出歯亀刑事〉に〈首まで地面に埋まってる刑事〉──そうか。おまえらが刑事部長宛あての郵ゆう便びん物ぶつを勝手にのぞいたってわけだな？　いかにも〈出歯亀刑事〉らしいぜ」

「そういうこった」

〈出歯亀刑事〉が服のポケットからなにか取りだした。俺は愕がく然ぜんとなった。そういうことか。

　取りだした代しろ物ものは、サングラスとニット帽ぼう。それに、あいつがいま身につけている服は──見覚えのある、黒っぽい色のジャージだ。

「やっぱりおまえが!?」

　俺をつけていたジャージ野郎だった、ということだ。

「尾び行こうは得意なんでな」

「なんで俺を拉ら致ちした!?　なんでこの女──伊丹冴を拉致した!?　それに、それだけじゃねえ。一番の問題は〈刑事Ｂ〉のことだ。なんであいつを殺しやがった!?」

「こたえる必要はないな」

　背はい後ごから別の声、別の気け配はい。ふたりぶんの足音が近づき、俺たちの前へまわった。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉と〈ニコラス刑ケイ事ジ〉だ。こいつらも〈出歯亀刑事〉の仲間なのか。

「何人いやがる？」

「たしかに〈刑事Ｂ〉を襲おそったのは我われ々われだ」

〈首まで地面に埋まってる刑事〉が言った。

　俺は「少なくとも実じつ際さいに〈刑事Ｂ〉を襲ったのはおまえじゃねえだろ」と思った。だがこの場の空気を読んで、口には出さなかった。

〈首まで地面に埋まってる刑事〉が話を続ける。怖い。

「我々は〈刑事Ｂ〉を襲った。それで、あとはそこにいる女、伊丹冴を始し末まつすればすべて解決すると思っていた。だが〈刑事Ｂ〉が宿しゆく泊はくしていた部へ屋やに〈ショットガン刑事〉、おまえが来ていたことを知り──おまえが彼からなにか聞いているのではないか、と考えた」

「それで、おれはおまえをつけまわしてたわけさ」

　そう言い、〈出歯亀刑事〉がくつくつと笑う。

「いつでも始末できたんだぜ？　だけど、おれたちは〈ショットガン刑事〉、おまえがなにを知っているのか、そのことをだれかほかのやつに話していないかどうか、それを知る必要があった」

「それで、気き絶ぜつさせてここへ連れてきたわけだが。伊丹冴と会話させたのは正解だったな」

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉が言った。俺と冴を正面からながめる。

　冴は唇くちびるを結び、じっと刑事たちを見つめている。一言もしゃべらずに。なにを言っても無意味だ、ということを理解しているのだ。

〈首まで地面に埋まってる刑事〉が言った。

「おまえたちをしゃべらせた結果、ふたりとも重要なことはなにも知らない、ということがわかった。これで、いつでも始末できるようになった」

「それがいま、この瞬しゆん間かんさ」

〈出歯亀刑事〉がズボンの腹はらから拳けん銃じゆうを出した。〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉が肩かたからかけたソ連製せいの短機関銃（の改かい造ぞうモデルガン）を構かまえた。〈ニコラス刑事〉がポケットから拳銃を出した。〈首まで地面に埋まってる刑事〉はなにもできなかった。

　二つの銃じゆう口こうが俺をとらえる。ひとつの銃口が冴をとらえる。〈首まで地面に埋まってる刑事〉が死刑の宣せん告こくを下くだす。

「さよならだ、〈ショットガン刑事〉。おまえは〈刑事Ｂ〉を襲い、その上で我々に逮たい捕ほされた。尋じん問もん中に逃とう亡ぼうを図はかり、射しや殺さつされた。そういうことにしておけばいい──」
















　唐とう突とつに、ガレージのシャッターがぶっ飛んだ。内側へ倒たおれ、引き裂さかれ、〈首まで地面に埋まってる刑事〉を下した敷じきにした。







　　　ヒトミ／土曜日／午後八時四十五分～




　車はガレージのシャッターに突つっこんだ。ヒトミはつんのめった。ダッシュボードに頭を打ちつけた。エアバッグは装そう備びされていなかった。

　ヒトミは運転席の少女に抗こう議ぎした。彼女はハンドルにしがみついている。

「イミコさん、なんでブレーキを踏ふんでくれないんですか!?」

「わ、忘わすれていました」

「忘れるわけないでしょう普ふ通つう!?」

「これでしょうか……えい」

　イミコがブレーキを踏みこんだ。だがいまさらもう遅おそい。

　白いセダンは車体の半分近くまでガレージの中へ突とつ入にゆうしている。タイヤは引き裂かれたシャッターにはさまれ、わずかに前輪を浮うかせ、それを空からまわりさせている。車体の下でダンボール箱やら発はつ泡ぽうスチロール箱やらバケツやらよくわからない物体やらが踏み潰つぶされている。自転車が倒れ、車のバンパーに弾はじかれて変形している。裂けた金きん属ぞく製のシャッターがねじれ、フロントガラスの上へ大きく張はりだしている。

「イミコさん、バックしてください！」

「バッグですか？　たしかに、前に落ちているみたいですが」

　彼女の視し線せんはガレージ内に落ちてるボストン・バッグに向けられている。

　だめだ、話にならない。

「イミコさん、運転は得意だって言ってたじゃないですか!?」

「得意ですわ。この形の自動車に慣なれていなかっただけで」

「形以前の問題でしょう!?」

　どうしよう。なんでこんなことに……。

　ヒトミは意い識しきを失うしなってしまいたくなった。現げん実じつをすべて意識から締しめだしてしまいたくなった。

　ことの始まりは三十分前。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉と〈ニコラス刑ケイ事ジ〉が伊丹冴を連行したあとで、イミコはしばらく泣きわめき──やがて、急におとなしくなった。そして、ヒトミから借かりたリボルバーを差しあげ、銃口をヒトミのほうへ向けてきたのだ。

「いますぐさっきの方たちを追いかけてください。わたしを冴さまと会わせてください。さっきの人たちは刑事さんなのでしょう？　ヒトミさんの顔見知りなのでしょう？　できるはずです」

　要するに脅きよう迫はくだ。ヒトミは「無理ですよ！」と訴うつたえた。

　だが、イミコは聞く耳を持たなかった。

「いますぐ連れてってください。でなければ、ここでヒトミさんを撃うちますわ。弾だん倉そうが空になるまで撃ちつくしますわ。撃つときは必ずそうするように、と虎雄さんがおっしゃっていました。わたしはその教えを忠ちゆう実じつに守ります」

　彼女の目は本気だった。それはヒトミにも理り解かいできた。〈エプロン刑デ事カ〉も「ヒトミくん。ここは言うことを聞いておいたほうがいいかも」と、ひかえめに忠ちゆう告こくをくれた。

　イミコは悲しそうな目で〈エプロン刑事〉を見た。

「茉まつ理りさん、申しわけありません。ですが、いまは、わたしは冴さまと会う必要があるのです」

　狂くるっている。ヒトミはそう思った。狂きよう人じんになにを言っても無む駄だなことだ。

　ヒトミは手を上げ、降こう伏ふくの意い思しを示しめした。イミコの言葉に従したがい、とりあえず刑事部のオフィスへと向かった。

　イミコは要よう領りようを心こころ得えていた。これまでにも人を脅おどしてなにかさせたことがあるかのようだった。

　彼女はヒトミに銃じゆうを突きつけ、人ひと質じちとした上で、〈エプロン刑事〉をオフィス内へ入らせた。冴を連れてこさせるために。ヒトミとイミコは部室棟とうの入り口で待つことになった。

　その結果──〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉たちはオフィス内にいないことがわかった。同どう僚りようの刑事は「家へ行ったんじゃねえか？」と話していた。〈エプロン刑事〉はそのことをイミコに伝えた。

　そこへ、間まの悪いことに、〈あぶなげない刑事〉が自分の車で現あらわれた。部室棟の隣となりへ横づけした。白い色のセダン。彼は〈全国刑事部総そう会かい〉の準じゆん備びにたずさわっており、会場のホテルとオフィスとの間を車で往おう復ふくしていたのだ。

「あの方に自動車を借かりましょう。わたし、運転にはちょっと自信がありますの。あっという間に〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉さんのおうちまで行けますわ」

　ヒトミは〈あぶなげない刑事〉から車を借りることになった。〈あぶなげない刑事〉は（なにも事じ情じようを知らないため）快こころよく貸かしてくれた。〈エプロン刑事〉は残ることになった。

「茉理さま、申しわけありません。運転しながらおふたりを見張ることはできませんの。ご一いつ緒しよしていただくわけにはいきませんわ」

　ヒトミは〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉の自じ宅たくがある場所を知っていた。イミコに道順を教えることができた。車はかなり危き険けんな走行の末すえ、この場所へとたどり着いた。

　そして、いまこの瞬しゆん間かんに至いたる。

「なんでガレージに突つっこむんですか……」

　ヒトミも裂けたシャッターの間からガレージ内を見てみた。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉や〈ニコラス刑事〉、それに〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉が倒れていた。車が突とつ入にゆうしてきたときに、まともに跳はね飛ばされてしまったのだ。その先にはなぜか椅い子すが倒たおれており、いっしょに虎雄も倒れていた。

「虎雄さん？　なんで虎雄さんが？」

　隣となりにはもうひとつ、同じ椅子が倒れていた。虎雄と同様、少女が椅子と共に倒れている。長い髪かみの毛が床ゆかに広がっている。少女はもぞもぞと腕うでや足を動かしているようだ。

「あれは、冴さま!?」

　イミコが声をあげた。運転席の扉とびらに手をかけた。外へ出ようとしている。だが開かない。裂けたシャッターが邪じや魔ましている。イミコは不満をぶちまけた。

「まあ、なんて邪魔なフロントガラスでしょう!?」

　彼女は拳銃をふりあげた。

「前から出ますわ」

　と、なんの迷まよいもなく言ってのけた。ヒトミに突きつけていた拳銃を持ちかえ、銃じゆう身しんをつかみ、ふりあげた。フロントガラスの内側に向かって、銃じゆう床しようを思いきり叩たたきつける。ガラスにくもの巣す状じようのひびが入った。

「冴さま、いますぐまいります！　お待ちください！」

　イミコは銃じゆう把はでガラスを叩いた。ひび割われが大きくなり、やがてガラスが粉こな々ごなに砕くだけた。イミコは叩きまくった。何度も何度も銃把を叩きつけ、フロントガラスを完全に除じよ去きよした。そこへ身を投げだし、ほふく前進の要領で外へ出ていく。ガラスまみれになりながらも、ボンネットの上を這はい進んでいく。一秒のためらいもなかった。

「そんな馬ば鹿かな」

　と、ヒトミはつぶやいた。普ふ通つうの女の子（ではないかもしれないが）になんでこんなことができてしまうんだ？

　ガレージの中は大おお騒さわぎになっていた。刑事たちが声をあげている。床の上でのたうちまわり、苦く痛つうのうめきあるいは絶ぜつ叫きようをまき散らしている。虎雄が「ちくしょう」とかなんとか、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はきまくっている。

　ヒトミはただ視し線せんを動かすことしかできない。

「どうしよう。どうしたらいいんだ？」

　イミコが冴に駆かけ寄よっている。縄なわかなにかをほどいているらしい。

「そうか。伊丹冴も虎雄さんも、縛しばられているんだ」

　でも、なぜだろう？

　冴がイミコの手を借り、立ちあがった。

　虎雄が彼女たちに命じている。

「俺のぶんもほどけ！　ほどきやがれ。たのむほどけほどいてくれ早く！」

　冴はほんの二秒ほど、無む言ごんで虎雄を見下ろした。虎雄と目が合ったように見えた。ふたりの視線が交こう錯さくしたように見えた。

　彼女は虎雄のそばにかがみこみ、縄をほどいた。

　虎雄が立ちあがる。すぐそばで〈出歯亀刑事〉が「待ちやがれ……」とかすれた声を漏もらし、ふるえる手で拳銃をかまえている。身体からだは床に伏ふせたままだ。

　虎雄は〈出歯亀刑事〉に歩み寄り、拳銃を握にぎる手を蹴けり飛ばした。そして、身体ごとふり返った。

「イミコ、そのバッグを取ってくれ！　自転車の前に落ちてるボストン・バッグだ。早く！」

「これですの？」

　イミコが自転車のほうへ移い動どうする。両手でボストン・バッグを抱かかえあげる。

「投げろ！」

「は……はい！」

　イミコがバッグを放ほうり投げる。虎雄がそれをつかむ。中から筒つつ状の物体を引き抜ぬく。

「あれ──ショットガンじゃないか！」

　ヒトミは目をみはった。

　虎雄は銃じゆう身しんをスライドさせた。銃口を下へ向け、歩きまわり、ほかの刑事たちの背せ中なかに一発ずつ撃うちこんでいった。刑事たちの痙けい攣れんが大きくなり、やがて動かなくなる。

「大変だ。車ではねて、さらに銃でとどめまでさして。大量殺人だ。連続殺人だ……」

「イミコ、助かったぜ」

　虎雄がイミコの頭をなでる。イミコはぎこちない表ひよう情じようでそれにこたえている。当然だろう。彼女はたんに、冴と会うためにここへ来ただけだったのだから。虎雄がいるなんて、冴ともども縛られているなんて考えもしなかったはずだ。ガレージを突き破やぶる予定なんて立てていなかったはずだ。

　冴がイミコに笑いかける。

「ありがとう。助かったわ」

　イミコの表情が一いつ瞬しゆんで華はなやぐ。とろける。とろけて消えそうになる。

「とっととずらかるぜ。車、まだ走れそうか？」

　虎雄がイミコにたずねつつ、車のほうへ足早に近寄ってくる。助手席の扉とびらに手をかけた。

　中のヒトミと目が合った。虎雄の眉まゆが吊つりあがった。

「ヒトミじゃねえか。なにしてんだ？　こんなところでよ」

「さあ……」

　ヒトミは首をかしげた。







　　　虎雄／土曜日／午後九時三十分～




　車はなんとか動いてくれた。運転は伊丹冴が担たん当とうした。彼女のハンドルさばきは安定したものだった。

　とはいえ、車体は傷きずだらけ、フロントグリルは陥かん没ぼつ、フロントガラスは木こっ端ぱ微み塵じんという外見では、いくら夜でも目立ちすぎる。刑事部の連中を呼よび寄せることにつながってしまう。

　俺おれたちは適てき当とうな場所で車を捨すてて、そこからはタクシーを拾ひろった。四人で乗りこんだ。タクシー！　俺がある意味で嫌けん悪おし、ある意味で畏い怖ふするブルジョワの乗り物。

　タクシーを使おうというのは冴の提てい案あんだった。タクシー代も彼女が負ふ担たんした。さすが、マフィアのカネを持ち逃にげするような女は太ふとっ腹ぱらだ。

　俺はひとりだけ前の席、無ぶ愛あい想そうな運転手の隣となりにすわり、膝ひざの上でボストン・バッグを抱かかえていた。ありがたいことに、中身はちゃんと詰つまっていた。どうやら〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉たちはバッグの中身をあらためていなかったらしい。阿あ呆ほうどもめ。助かった。冷ひや汗あせものだった。

「そんな……ゆるせません！　本当なんですか？　本当に、刑事部の中にそんな人たちがいるんだとしたら。〈出歯亀刑事〉たちがそんな人たちなんだとしたら……絶ぜつ対たいにゆるせない。ゆるされることじゃありませんよ！」

　ヒトミがテーブルを叩たたいた。その音は広いカフェ中に大きく響ひびき、客たちの注ちゆう目もくを集めた。ここにも阿呆がひとり……。

　俺たちはイミコのお気に入り、例の馬ば鹿か高たかいスウィーツを食べさせる店へ来ていた。タクシーに乗りこみ、行き先を話し合っているときに、イミコが「あそこなら深夜まで開いていますわ」と提案してきたのだ。

　店に入り、俺たちはお互たがいにこれまでのいきさつを語りあった。いままでなにがあったのか。なにがわかったのか。

　状じよう況きようが状況だけに、しかたない。俺は、自分が売ばい人にんから本物の銃を買うつもりだったことなども正しよう直じきに打ち明けた。もちろん、ヒトミは「本物の銃!?　なんでそんなものが必要になるんですか。そりゃ虎雄さんらしいと言えば虎雄さんらしいですけど……」などとこぼしやがった。だが、それだけのことだ。

　ちなみに、俺はボストン・バッグに入っているカネの額がくについては話していない。もちろん、カネの出所についても伏ふせてあった。本来は刑事部のカネだった、なんて口が裂さけても言えない。俺はこの秘ひ密みつを地じ獄ごくまで抱かかえていくつもりだ。

　俺は身を乗りだし、ヒトミの目をじっと見み据すえた。

「本当なんだからしょうがねえさ。それはこっちの伊丹冴も保ほ証しようしてくれる。それにヒトミ、おまえだって見ただろうが。俺も冴も縛られてた。椅い子すに縛りつけられていたんだ。俺たちはいまにも消されそうになってた。あいつらは銃を持ってた。ちがうか？」

「なら本当なんだ……本当に本当なんだ。刑事部の刑事が別の刑事を殺したなんて。それどころか、罪つみもない──いや、罪はあるかもしれませんけど」

　ヒトミはちらりと、ためらいがちに冴の顔を見た。

「とにかく、勝手な判はん断だんで一いつ般ぱん生せい徒とを殺そうとしたなんて！　一般生徒の部へ屋やを荒あらしたなんて！　絶対にゆるせない！」

「まったくですわ。あの〈出歯亀刑事〉という方が、あのような品のない方が冴さまのお部屋に入りこむなんて。部屋を散らかしてしまうなんて。それは罪です。大たい罪ざいです！」

　テーブル席には、一方に俺と冴が、向かいの壁際にヒトミとイミコが腰こしを下ろしていた。壁かべ際ぎわのふたりはいきりたち、テンションが高く、いまにも尻しりから火を噴ふいて飛んでいきそうな勢いきおいだ。見ていて逆ぎやくに疲つかれる。

　俺はコーヒーをすすった。

　イミコの前には紅こう茶ちやが、ヒトミの前には赤い色のオレンジジュースが置かれている。冴は逆三角形のカクテル・グラスで無色透とう明めいの酒を飲んでいる。さっき「飲んでみる？」と訊きかれ、俺はおそるおそる冴のグラスに口をつけてみたのだが──カクテルだから甘あまいと思いこんでいたのに、死ぬほど苦にがく、アルコールの度数も強きよう烈れつだった。正直、俺はむせかえった。さすが冴、大人の女だ。あまりにも様さまになっているため、「未成年の飲いん酒しゆは法律違い反はんだ！」と注意することもできなかった。

　俺はカップをソーサーに置いた。

「さて。これからの行動だけどよ」

「そんなの決まってますよ。刑事部の、ほかの刑事たちに通つう報ほうするんです。真実を訴うつたえかけるんです。それしかありませんよ！　その上で、正せい義ぎの裁さばきを与あたえなくちゃ！」

　ヒトミが力りき説せつする。

　俺はガレージから出るときにちらりと見た〈出歯亀刑事〉たちの様子を思いかえしてみた。あれは重じゆう傷しようだった。裁きそのものに関しては、もう十分に受けていたような気がする。

「それは、難むずかしいんじゃないかしら」

　冴が口を開いた。冷たい声。だがその声を聞いただけで、イミコの頰ほおがだらしなくゆるむ。俺の頰もゆるみかける。歩く芸げい術じゆつ品ひんのような女。

　冴はヒトミの目をまっすぐに見つめた。ヒトミはいっちょまえに赤せき面めんし、うつむき加か減げんになっている。ヒトミの野や郎ろうめ、「冴にほれた」なんて言いだしたら手足を縛りつけて口をガムテープでふさいで縄なわで学校の時計棟とうから吊つるしてやる。

「いくら本当のことを言おうにも、それが本当だと証明する方法がないわ。彼らが〈刑事Ｂ〉を殺した、という証しよう拠こはなにもない。私の部屋を荒らした証拠もない。私や〈ショットガン刑デ事カ〉を拉ら致ちした証拠だってない」

「僕ぼくらが見たじゃないですか！　あのガレージの様子！」

「彼らは〈ショットガン刑事〉や私を尋じん問もんしていただけだ、と主しゆ張ちようするわ。実じつ際さい、私たちはまだなにも危き害がいを加えられていなかった。ただ拘こう束そくされていただけだった。抵てい抗こうが激はげしいので縄で縛った、ということにするでしょうね。彼らは」

「そういうこった」

　俺も同意し、つけくわえた。

「〈刑事Ｂ〉を殺害したのは〈出歯亀刑事〉たちだ、という話。これについても、〈出歯亀刑事〉の野郎は、自分たちはそんなこと言ってない、と主張するだろうな」

「それに、仮にだれかが信じてくれたとしても、それが刑けい事じ部全体の流れになることはありえないわ。〈刑事Ｂ〉殺害に関かかわっているのがあのガレージにいた刑事たちだけだ、とはかぎらない。ほかにも汚お職しよく刑事がいて、その汚職刑事が〈出歯亀刑事〉たちの肩かたを持てば、そちらの意見が多数派はになる。私たちの話なんて簡かん単たんにもみ消されてしまう。もともと、簡単に信じられる話ではないんだから」

「なら、どうすればいいんです!?」

　ヒトミの声が裏うら返がえる。

　イミコが遠えん慮りよがちに、どこからともなくリボルバーを出した。

「とりあえず、これであの方たちをお仕置きしにいくとか」

「阿あ呆ほう」

　俺はテーブルを斜ななめに横切る形で腕うでを伸ばし、イミコの頭を軽くはたいた。

　彼女の手から銃じゆうを取りあげる。弾だん倉そうを取りだし、中に弾丸がフル装そう塡てんされていることを確かく認にんする。物ぶつ騒そうなことこの上ない。まったく、イミコにこんなものを持たせやがった馬ば鹿かはどこのどいつだ。

「叩たたきました！　虎雄さん、いまわたしを叩きました！　あんまりですわ！」

　イミコが涙なみだ目めになる。

　と、正面の冴がイミコの手に自分の手をそえ、軽くほほ笑えみかける。イミコの表ひよう情じようが一いつ瞬しゆんで極ごく上じようの笑みに変化する。魂たましいが抜ぬけてあの世へ逝いってしまいそうな表情。

　俺は目をそらした。

「あほくさ……」

「悪事に関わっていない刑事たちに私たちの言葉が信じてもらえない理由。ほかにもあるわ」

　冴が言った。美しく、頭の回転も速い女。

　凡ぼん庸ような面つらで頭の回転も中ちゆう途と半はん端ぱな男、ヒトミが首をかしげる。

「なんですか？」

「んなこともわからねえのか？」

　俺は、冴の代かわりに言ってやった。

「動機がねえってことだろ。〈出歯亀刑事〉たちが〈刑事Ｂ〉を殺す動機がねえ。〈刑事Ｂ〉はまっとうな刑事だったんだからよ。そもそもヒトミ、おまえ、〈出歯亀刑事〉たちが刑事部の名めい誉よを守るためだけに〈刑事Ｂ〉やら俺やら冴を殺そうとするなんて、本気で信じられんのか？」

「それは、わかりませんけど」

「その理由について、〈はぐれ刑けい事じポル・ポト派は〉……だったかしら？」

　冴が確認を求めてきた。俺はうなずいた。冴がヒトミたちのほうへ目をもどす。

「その理由について〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉は、私たちに話す必要はないと言ってた。つまり、ほかにちゃんとした理由がある、ということになるわ。それがわからないと──」

「その理由なんだけどよ」

　俺は言った。

「なんとなくだが、わかったような気がするんだよ」

「なんですの？」

「なんなんですか？」

　イミコとヒトミが訊きいてくる。

「ほぼ確かく信しんしてるんだけどよ。ただ、いくつか事実を確認してえ。それができれば、ついでに汚職刑事どもをいっせいに逮たい捕ほできる。そういう方法があるのさ」

「どんな方法かしら？」

　冴が横目で俺を見てくる。いい気分だった。いい女に頭の切れるところをアピールできる瞬間。この瞬間のためだけでも、今回の事じ件けんに関わる価か値ちがあったというもの。

「事実を完全に把は握あくできたみたいだけど。どうして？」

　冴が重かさねて訊きいてくる。

　俺は片かた目めをつむってみせた。

「これは俺だけが知ってた情じよう報ほうなんだけどよ。〈刑事Ｂ〉は天てん神じん橋ばしファミリーから禁きん制せい品ひんを買うつもりだったんだ。どっこい、その天神橋ファミリーのほうも、刑事からなにか買うつもりだった、なんて吐ぬかしてやがる」

　天神橋はたしかにそう話していた。自分たちは刑事から品を買うつもりだ、と。

「その話を思いだして、ぴんときたのさ。頭の中で線がつながった」

　俺はテーブルの縁ふちをつかんだ。全員に言った。

「とにかく、これからの行動を説明するぜ。ヒトミ、おまえにひとつ頼たのみてえ」







　第五章　タイガー・ショー










　　　虎とら雄お／日曜日／午前十時～




「それで。どこへ行くつもり？」

「ホテルだ」

　冴さえの目が糸のように細くなった。視し線せんの冷たさが百倍になった。マイナス五〇度の視線。バナナで釘くぎが打てる。ホテル、という単語で妙みような勘かんちがいをしたらしい。

「馬ば鹿かやろっ。そういう意味じゃねえ！　俺がんなこと言いだすわけねえだろうが。それも朝っぱらから！」

　昨夜はよく眠ねむった。目を閉とじて開けたと思ったらもう朝だった。俺はオールバック曽そ根ねに頭を下げて、またあいつの部へ屋やで眠ったのだ。床ゆかに毛もう布ふを敷しいて、その上で横になった。

　ヒトミは自室で休んだ。冴はイミコの部屋に泊とまった。イミコは完全に舞まいあがっていた。女好きめ。ふたりの間でなにもなかったことを祈いのるばかりだ。

　一ひと晩ばん明けて、俺おれは冴と落ち合った。北ほく摂せつ高校の裏うら門もん前に午前十時。さすがに眠気も抜ぬけている。最初はすっぽかされるんじゃないか、また雲くも隠がくれされちまうんじゃないか、と不安になっていたが、彼女はちゃんと現あらわれてくれた。

　どのみち彼女は俺を頼たよるしかないし、最初からそのつもりで俺をさがしていたのだ。要は自分の身の安全を得えるために俺を利用している、ということだが──これぐらいのほうが彼女らしいというもの。人に媚こびず、自分が悪女であることを隠そうともしない。俺はますます強く惹ひかれた。

　ヒトミには別の仕事を頼んである。イミコにはそちらへ同行するように言ってある。ここにいるのは俺と冴のふたりだけだ。

　べつにこういう組み合わせにする必要はなかった。冴をヒトミと同行させて、イミコをこちらに同行させてもよかったのだが──なんのことはない、俺は冴と一いつ緒しよに行動したかった。それだけのことだ。

「昨日、〈刑けい事じーＢびー〉の手帳を見たって話をしただろ？　そこに取引きの日付がふたつ書いてあったって話も」

　冴は自分の身体からだを抱だくような格かつ好こうをしている。彼女の背はい後ごには北摂高校の裏門がある。

「言ってたわね。一方はあなたとの取引きで、もう一方は天てん神じん橋ばしファミリーとの取引きだろうって」

「その、天神橋ファミリーとの取引き。そいつのほうさ」

「それがどうしたの？」

「これからあるんだ。これから一時間後に、例のホテルで。手帳にそう書いてあった。でもって、天神橋のほうは〈刑事Ｂ〉が死んだことを知らねえ。隣となり町まちのマフィアだからな」

〈刑事Ｂ〉を殺したのは〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉たちだ。うちの刑事部の連中だ。天神橋たちはこの件けんにかかわっていない。

　冴が、嚙かみしめるように言った。

「天神橋たちは〈刑事Ｂ〉が死んだことを知らない。彼がおとり捜そう査さ官かんだったことも知らない。だから、以前に決めた取引き場所に現れるはずだ。なにも知らずに、〈刑事Ｂ〉と取引きをするつもりで。そういうことね」

「そうだ。そして、俺たちがそこへ現れる。〈刑事Ｂ〉の代かわりにな。それが、汚お職しよく刑事どもの逮たい捕ほにつながるのさ」

　くわしくは説明しなかった。だが冴はなんとなくわかっている様よう子すだった。

　さすがに自転車は使わなかった。使いたくても、オールバック曽根のママチャリはもうない。〈はぐれ刑けい事じポル・ポト派は〉の実家／ガレージでスクラップになった。

　昨夜、俺はそのことをオールバック曽根に、正しよう直じきに話した。そして謝あやまった。するとどうだ。あいつは舌した打うちをして、言いやがったではないか。

「くそっ。んなことになると思ってたぜ。……まあいいさ。また別のをパクってくりゃいい」

　なんと、あいつは盗ぬすんだ自転車を乗りまわしていたのだ！　それを、えらそうな顔をして俺に貸かしだしていたのだ！

　俺はオールバック曽根をぶちのめした。そして、盗まれた元の持ち主に心の中で謝った。持ち主があの自転車に盗とう難なん保ほ険けんをかけており、カネがちゃんと支し給きゆうされていることを祈いのった。

　そういえば以前、ヒトミが「女の子と自転車の二人乗りするのって夢ゆめですよね。もちろん僕ぼくがペダルをこぐほうですよ。うしろの荷台に女の子が腰こしかけて、僕の身体に腕うでをまわすんです。それか、女の子が後輪の軸じくの上に立って、僕の肩かたを持つとか」などと言っていたが、俺にそんな願がん望ぼうはない。むしろそういった体験は、昨日、イミコですませた。うれしくもなんともなかった。純じゆん粋すいにふだんの倍、疲つかれただけのことだ。

　俺と冴はバスに乗りこんだ。そのほうがタクシーを呼よぶよりも早かったからだ。一路、街まちの中心にあるホテルへと向かった。今日の午後四時から〈全国刑事部総そう会かい〉が開かれるホテル。もちろん俺の腕にはボストン・バッグが抱かかえられている。

　ホテルの一階ロビーにはいかにも刑事然とした連中がたむろしていた。ほかの学校の刑事たちだろう。今日の〈総会〉に合わせ、昨日から宿しゆく泊はくしているのだ。俺の外見もまた、いかにも刑事らしく見える。この場で目立つことはない。

　俺は北摂高校の刑事たちに見つからないことだけに注意し、冴といっしょにロビーを通り抜けた。エレベータに乗りこみ、〈刑事Ｂ〉がメモしていた部へ屋やへ向かった。八階、八〇三号室。部屋はエレベータ・ホールのすぐそばにあった。

　扉とびらをノックした。前には冴を立たせ、俺は少し離はなれた場所で待っていた。中にいるのは天神橋の手下だろう。扉には中から来らい訪ほう者しやを確かく認にんするための、のぞき穴あながある。冴の容よう姿しを見て気を緩ゆるめないやつはいないはずだ。

　この役やく割わり──扉の前に立って中のやつを油ゆ断だんさせる──は、冴のほうから提てい案あんしてくれたものだ。彼女は自分の長所を、それがどういった状じよう況きようで役立つかをよくわきまえている。頭のいい女なのだ。

　予想どおり、扉はあっさりと開いた。出てきた顔を見て、俺は笑いそうになった。あの坊ぼう主ず頭あたまだ。俺がイタリア料理店でぶっとばし、防ぼう弾だんチョッキ代わりに使わせてもらったちんぴら野や郎ろう。ナイフをふりかざしていた下っぱ。

　坊主頭は扉にチェーンをかけていなかった。把とつ手てを持ったまま、けげんそうな顔で冴の身体を頭から爪つま先さきまでながめまわした。冴をながめたくなる心理はよく理り解かいできる。

　坊主頭はまた彼女の顔に視し線せんをもどし、眉まゆをひそめた。

「なんだ？　あんた」

「俺の連れだよ」

　うしろから近づいていった。

　坊主頭の顔色が変わった。

「てめえ!?」

「心配すんな今日は暴あばれたりしねえ。俺は、おまえの取引き相手から頼たのまれて、代理でここへ来たんだ。カネもちゃんと持ってる」

「ざけんじゃねえ！」

「信用してくれていいわ」

　冴が猫ねこなで声で言った。

　一いつ瞬しゆんで坊主頭はおとなしくなった。腑ふ抜ぬけになった。冴の言葉には魔ま法ほうの効こう力りよくがある。

「さ、中へ入れてもらおうか」

　俺と冴は強ごう引いんに部屋へ入った。

　坊主頭は勢いきおいにのまれ、そのままうしろへ引き下がった。俺たちを通した。動きがどことなくぎこちなかった。昨日の後こう遺い症しようだろう。服の下は包ほう帯たいだらけかもしれない。

　ベッドの上にはスーツケースが置いてあった。部屋の間ま取どりは〈刑事Ｂ〉が使っていた部屋と似にたようなものだ。そっけないシングル・ルーム。

「ブツを見せてくれ」

　俺と冴は横一列に並ならび、ドレッサーの前に立った。室内にはほかにだれもいないようだ。

　坊主頭は警けい戒かい心をあらわにしながらも、スーツケースのほうへ手を伸のばした。ベッドの上で蓋ふたを開き、中の品を俺たちに見せた。

　白い粉こなの入ったビニル袋ぶくろ。乾かん燥そうした葉っぱの入ったビニル袋。錠じよう剤ざいの入ったプラスティック容よう器き。ドリンク剤の小こ瓶びんに入れられた正しよう体たい不明の液えき体たい。どうせろくなものではないのだろう。

〈刑事Ｂ〉はとりあえずこれらを買いとり、そこから取引きを大きくしていって、その上で坊主頭のボス、天神橋をしょっぴくつもりだった。そう考えてまずまちがいない。

　それぞれの品を手にとり、ざっとあらためた。坊主頭はそれをじっと見守っていた。

　俺は白い粉の袋を軽く放ほうり投げ、スーツケースの中へ落とした。坊主頭の顔を見すえる。

「悪かねえが。量が足たりねえな」

「なんだ？　馬ば鹿か言ってんじゃねえ、それだけのもん前にしといて。明らかに買い切れる量じゃねえぞ？　十万や二十万じゃきかねえ」

「足りねえもんは足りねえんだよ」

　顔がにやついてしまう。我が慢まんできるものじゃない。俺は自分のボストン・バッグをベッドの上に置いた。坊主頭が用意したスーツ・ケースの隣となりだ。

　バッグのファスナーを開いた。まずショットガンを取りだし、バッグの横に並べた。

　坊主頭が緊きん張ちように身体からだをこわばらせる。

　かまわずにバッグを大きく広げ、中身を坊主頭と伊い丹たみ冴に見せてやった。

「あなた。そんなに……？」

　冴が目を丸くする。坊主頭が腰こしを抜かす。

　一千万の札さつ束たば。俺がある程てい度どのカネを持っている、ということは冴も知っていたはずだが、まさかこれほどとは思っていなかったのだろう。坊主頭に至いたっては、こんな大金（といっても大会社が動かすような額がくに比くらべたら小金なのだろうが）なんて見たこともないはずだ。

「それ、本物か？」

「当たり前だろうが」

　俺はさっさとボストン・バッグの口を閉しめた。

　坊主頭が名残なごり惜おしそうに見ている。冴は考えの読めない顔でじっと注ちゆう視ししている。

「見直したか？」

　俺は冴に問いかけた。

　冴は共きよう犯はん者しやめいた笑えみを浮うかべた。

「ええ。でも、最初から見くびってなんかいないわ」

「わかってるさ」

　冴に言ってから、俺は坊主頭のほうへ向きなおった。

「これでわかっただろ？　俺は、もっとでかい取引きを望んでんだよ」

「んなこと、前のやつは言ってなかったぜ」

　坊主頭の声がふるえている。膝ひざがふるえている。まだ目がボストン・バッグを凝ぎよう視ししている。

「それはそれ、これはこれだ。俺の手もとには一千万のカネがある。大切なのはその事実だけだ。そうじゃねえか？」

「まあな」

　坊主頭がつばを飲みこむ。

　俺はたたみかけた。昨日、立てておいた計画のとおりに。

「ボスに伝えといてくれ。このカネに見合うだけの取引きがしてえってな。それが本番だ。今日はなにも買わねえ。今日はおまえらがちゃんとブツを調ちよう達たつできるってことを確かく認にんした。それだけだ。次の、大口の取引きには、ボスも来てくれるんだろ？」

「当たり前だぜ。そんなでかい取引き、おれひとりで動かせるわけがねえ。ボスも、ほかの仲間たちもみんな立ち会う。その上であらためておめえのカネをおがませてもらう」

　坊主頭の頭にはカネのことしかない。俺との会話も上うわの空でこなしている。いい状じよう態たいだ。理想的だ。

　俺は最後の質しつ問もんを投げた。

「おい、坊主頭」

「なんだ？」

「おまえらの、そのブツの入にゆう手しゆ先。そもそもおまえらにブツを卸おろしてるやつら。それって俺の同類なんだろ？　刑けい事じ部の刑事たち」

「ああ、そうだ。それがどうした？」

「なんでもねえさ」

　俺の考えは正しかった。それが確認できた。

「取引きは今日の午後──」

　時間と場所を伝えた。冴をうながし、部へ屋やの扉とびらへと向かった。







「次になにをするつもりなのか。たぶんわかったわ」

　冴がエレベータのボタンを押おした。俺たちの前で扉が閉まった。鉄の箱が俺たちを運んでいく。

「へえ。なんだと思うんだ？」

「〈出歯亀刑デ事カ〉たちに電話をかける」

「当たりだ」

　一階へ降おりた。フロントの隣となりには公こう衆しゆう電話の並ならんでいる場所があった。そこで十円玉を使い、〈出歯亀刑事〉の携けい帯たいにかけた。コール音二回で本人が出た。

『もしもし。だれだ？』

「〈ショットガン刑デ事カ〉だ。元気そうだな。昨日はあれからどうした？　病院へ行ったのか？　もう歩ける状態なんだろうな？」

　わざと相手をからかい、挑ちよう発はつする。

　隣で冴がかすかにほほ笑えみ、面おも白しろがっている。

『〈ショットガン刑事〉……逃にげ切れると思うなよ。おめえはもう終わりだ』

「どっちかっていうと、おまえのほうが終わりって感じの声、出してるぜ。〈出歯亀刑事〉」

　俺は言ってやった。声の調子を変えて、本題を口に出した。

「逃げまわっててもきりがねえんでな。〈出歯亀刑事〉、おまえらもそろそろ終わりにしてえだろ？　このごたごたをよ」

『だからなんだ？』

「決着をつけねえか？　俺とおまえらで。そのほうがすっきりすんだろうが」

『いい度ど胸きようだ』

〈出歯亀刑事〉の声がゆがみ、ふるえている。怒いかりにはらわたが煮にえくりかえっているのだろう。だがうれしそうな調子でもある。恨みを晴らせると考え、よろこんでいるのだ。

「よく聞きやがれ──」

　俺は〈出歯亀刑事〉に必要な情じよう報ほうを伝えた。相手が返事をする前に切った。ガシャン。受話器をフックにかけた。今回はうまくおさまった。

　ついでに〈エプロン刑デ事カ〉にも電話しておいた。ヒトミの話から、彼女が〈出歯亀刑事〉たちの仲間でないことはわかっている。

〈まるだし刑デ事カ〉に関しては──微び妙みようなところだ。俺は、あいつは絶ぜつ対たいに不正なんかする男ではないと思っている。だが職しよく務むに忠ちゆう実じつすぎるきらいはあるのだ。たとえ汚お職しよく刑事の一員ではないとしても、いまの俺と仲良く話してくれたりはしないだろう。あいつが無ぶ事じであり、すぐさま捜そう査さ活動に復ふつ帰きしている、ということはヒトミから聞いてわかっていた。

　俺は電話口の〈エプロン刑事〉に、まずは大体の事情を言って聞かせた。さらに、昨日の事じ件けんがどう処しよ理りされているかたずねた。彼女は要よう領りようよく説明してくれた。

　案の定じよう、正規の尋問中に俺と冴が逃とう亡ぼうした、という話になっていた。逃亡には謎なぞの女子生徒が力を貸かした、という話になっていた。俺は拉ら致ちされたのではなく「〈出歯亀刑事〉の地じ道みちな捜査の結果、逮たい捕ほされた」ことになっていた。

〈エプロン刑事〉はヒトミとイミコのことを心配しているようだった。俺は事情を話し、ヒトミもイミコも無事なこと、むしろ元気すぎることを強調しておいた。

　電話を切って、冴に言った。

「さて、あとは待つだけだ」

「まだ四時間以上あるわ。よければじっくり聞かせてくれる？　さっきのおカネをどこで、どうやって手に入れたか」

　魔ま女じよが俺を幻げん惑わくする。







　四時間なんてあっという間だ。美女と過すごす四時間は四秒の長さすら感じさせない。時間には密みつ度どというものが存そん在ざいする。俺はそのことを、ホテルの近所にある喫きつ茶さ店てんで痛つう感かんした。あの店の中は、少なくともこの四時間は、時じ空くうが完全にねじ曲がっていた。

　俺はあの時空から出たくなかった。もちろん、出なくちゃならなかった。

　出て、ホテルの宴えん会かい場じようへ。〈全国刑事部総そう会かい〉の舞ぶ台たいへ。俺と冴はもぐりこんだ。

「もう百人ぐらい来てるか？　ヒトミの野や郎ろう、ちゃんとやってくれたみたいじゃねえか」

　現げん場ばはパーティ会場のような雰ふん囲い気きだった。あるいは結けつ婚こん式場のパロディ。

　でかい丸テーブルがそこここにあり、刑事たちがそれを囲かこんでいる。大半はスーツ姿すがた。刑事たちは胸むねに名な札ふだをつけている。つけ忘わすれている者も多く目につく。会場の中心にはさまざまな料理が山と積つまれた長テーブルが鎮ちん座ざしている。

　俺は〈まるだし刑事〉の姿を目でさがした。だが見つけることはできなかった。ふだんどおりの格かつ好こうにしろ、包帯だらけにしろ、目立つことに変わりないはずなのだが。あいつは〈総会〉の準じゆん備びをほぼ任まかされているから、いまごろは裏うら方かたで飛びまわっているのかもしれない。

〈総会〉の流れとしては、まずは各学校の代表が前に出てしゃべる。今年一年の活動をふり返り、学内における犯はん罪ざいの現げん状じようについて語り、刑事部としての今後について抱ほう負ふを述のべる。その後、バイキング形式の夕食会となり、各校の刑事たちがてんで勝手に交流を行おこなう。そういう予定だった。

〈総会〉の開始時じ刻こくまでは、あと五分少々。

　いまは、刑事たちが三々五々集まり、テーブルのまわりで談だん笑しようし、開始を待っている段だん階かいだ。椅い子すにすわっている刑事はまだいない。片かた隅すみでは異い様ように瘦やせた刑事たちが刑事ダンスを踊おどっている。ほかの刑事たちがそれを見物している。あれはフランスの刑事たちが始めたという退たい廃はい的なダンスだ。

「たしかに、急ごしらえとは思えないわ」

　冴が会場を観察し、感想を述のべる。

　俺たちは会場の隅、出口に近いあたりに立っていた。俺たちの存在が不自然になることはない。まだ開始まで間があるものの、それでも百人近くの刑事たちが集まっているのだ。人が常つねに動いていることもあり、だれも、戸口にひっそりと立っている男女に目をとめたりはしない。

「まったくだ」

　俺は言った。急ごしらえの会場。

　そう──ここは本来の会場とは別の場所だった。同じホテル内の宴会場ではあるが、フロアがひとつ上だった。俺自身が昨日、ヒトミに命じて、急きゆう遽きよこちらへ会場を移させておいたのだ。もちろん、説せつ得とくには苦労した。最初はヒトミに、猛もう然ぜんと嚙かみつかれた。

「そんなことできるわけないじゃないですか！　〈まるだし刑事〉がいままでどれだけ準備に苦労してきたか、わかっているんですか？　〈総会〉はもう明日なんですよ？　開始までもう二十四時間を切ってる。間に合うわけがない！　元の会場だってキャンセルできません。キャンセル料どころじゃなくて、丸々、料金を請せい求きゆうされちゃいますよ。それに加えて、新しい会場の使用料。準備を急がせるための追加料金。料理代、飲み物代──どれだけおカネがかかるかわかったものじゃありません。そもそも、なんでそんなことが必要になるんです!?」

「二十四時間もありゃなんだってできるさ。それに、前の会場をキャンセルする必要はねえ。そっちはそっちで、そのまま置いとけばいい」

「おカネは!?」

「これだけありゃ足たりるだろ。十分、釣つりが出るはずだ」

　俺はボストン・バッグのファスナーを開けて、中身をヒトミにじっくりと見せた。

　ヒトミは言葉を失うしなった。寒かん中ちゆう水泳から上がってきたばかりの男みたいにふるえだした。

「そんな大金!?　そんな大金、どこから盗ぬすんできたんですか!?」

　失礼な話だ。たしかに、俺は自分が一千万ものカネを持っている、ということは話していなかった。〈刑事Ｂ〉と取引きするためのカネについて、具体的な額がくは明らかにしていなかった。このときになって初めて見せたのだ。ヒトミが驚おどろくのも無理はない。

「拾ひろったんだ」

「そんなわけないでしょう!?　そんな大金、そうそう転ころがってるわけがありません。もしそうだとしても、警けい察さつに届とどけないと！」

「俺が警察だ」

「本物の警察です！」

「ぎゃあぎゃあ騒さわぐんじゃねえ！　いいか、拾ったってのは冗じよう談だんだ。これはとある筋すじから手に入れたカネなんだ。このカネは正せい義ぎのために使う。犯罪者摘てき発はつのために使う。それでいいだろ？　俺たちがこれを使って困こまるやつはいねえ。絶ぜつ対たいにだれもこまらねえ。これは、俺たちが使っても問題のねえカネなんだよ。それは保ほ証しようする。俺は、噓うそはつかねえ」

　噓はついていない。刑事部が誘ゆう拐かい事じ件けん用に貯ためていたカネなのだから。使って困るやつはいないし、刑事が刑事部のために使う、となれば問題はない。ないはずだ。

　ヒトミはまだ半はん信しん半はん疑ぎの顔をしていたが、なんとかうなずいてくれた。

「一いち応おうはわかりました。でも、どうしてそんなこと？」

「理由はあとで説明してやる。会場代はあと払ばらいでいいんだろ？」

「たぶん……」

「それと、昨日は車を一台、おしゃかにしちまったからな」

　昨日、ガレージに突つっこんできた白いセダン。あれは〈あぶなげない刑事〉の車だった。自分の愛車が再生不ふ能のうになったことを知り、〈あぶなげない刑事〉は（珍めずらしく）ずいぶんと落ちこんでいたという。〈エプロン刑事〉が教えてくれたのだ。

　あの車が来なければ俺も冴も確かく実じつに殺されていた。あの車の修理代──というより、買い換かえるための資し金きん──ぐらい補ほ償しようしてやったっていいだろう。それが命を救すくわれた者の義ぎ務むというものだ。そう思った。

「あの車。いくらぐらいしやがると思う？　値ね段だんだけどよ」

「さあ、どうでしょう。中ちゆう古こ屋さんなら、五十万円から六十万円ぐらいで買えると思いますけど」

「なら、これを〈あぶなげない刑事〉に渡わたしといてくれ。別のを買ってくれって言ってな」

　俺はボストン・バッグから百万円の束を抜ぬきだし、そのままヒトミに手渡した。ヒトミはいまにも髪かみの毛が残らず真っ白になるんじゃないか、と思えるような顔で札束を見ていた。

「──虎雄さん！」

　声をかけられる。意い識しきを現げん実じつへと引きもどされる。

〈総そう会かい〉会場の中、ヒトミが俺のほうへ近づいてきていた。

〈エプロン刑事〉やヒトミには俺がここへ来ることをあらかじめ伝えてあった。ヒトミはずっと俺の姿すがたをさがしていたのだろう。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　ヒトミの胸むなぐらをつかみ、自分のほうへ引き寄よせた。小こ柄がらな身体からだを壁かべに押おしつける。

「なんですか虎雄さんっ。痛いたいです、やめてください！」

「こんなとこで、大声で俺の名前を呼よぶやつがあるか？　うちの刑事たちもいるんだぞ!?」

「その点は心配ないですよ。今年は幹かん事じ校ですから。みんな接せつ待たいでてんてこ舞まいです。まだ来てない人もいるみたいですし」

「だとしても、もっと気をつかいやがれ！」

　言ってから気づいた。うしろからイミコも近づいてきていた。

　イミコが冴の姿を認みとめる。

「冴さま、こんにちは」

　挨あい拶さつをする相手は冴だけか。俺は舌した打うちした。

　イミコが顔を向けてくる。

「虎雄さんも、こんにちは」

「いかにもついでって感じだよな」

「昨日はありがとう」

　冴がイミコに礼を言った。

　イミコは顔を赤らめ、視し線せんを足もとに落とした。腹はらの前で手をもてあそびはじめる。

「とんでもありませんわ。こちらこそ、ありがとうございました。なんというか、わたし……」

　怪あやしい。本当にこいつら、なにかあったんじゃねえのか？

「それより虎雄さん、そろそろ説明してくださいよ。僕ぼくにはなにがどうなっているのか、さっぱりわからなくて」

　ヒトミが俺の手から逃のがれ、襟えりの乱みだれをなおした。

　イミコが同調する。

「そうです。そのとおりですわ！　わたしたちにも教えてください。知ってるのに教えてくれないなんて、そんなのは意い地じ悪わるです！　意地悪なことこの上ありません！」

「おまえの場合、もうどうだっていいんじゃねえのか？　冴と仲良くなれたことだしよ」

「そう……ですね。たしかに」

「な、納なつ得とくすんのかよ」

　イミコの返答は予想外だったが、気をとりなおし、俺はヒトミと冴に言った。

「そろそろ時間だ。見てりゃわかるさ」

「時間って、なんの時間です？」

　ヒトミが携けい帯たいを出した。液えき晶しよう画面で時じ刻こくをたしかめた。

　俺も自分の腕うで時ど計けいを見た。午後四時まではあと一分といったところ。さっきから会場の刑事たちが続々と数を増ましている。人口密みつ度どが飛ひ躍やく的に上じよう昇しようしつつある。

　冴が目をすがめた。会場内の、別の壁かべ際ぎわを見つめた。

「たしかに、もう来てもいい頃ころね」

「きっと面おも白しろい出しものになるぜ。〈総会〉の余よ興きようとしちゃ抜ばつ群ぐんだ」

　俺が言い終わらないうちに、会場内で扉とびらが開いた。二か所、同時に。

　この宴えん会かい場じようには扉が四つある。前の、マイクが立っているほうにはゼロ。左右にひとつずつ。俺たちがいまいる後部が正せい規きの出入り口で、ここについている扉はふたつだ。

　後部の扉はさっきからひっきりなしに開かい閉へいされている。遅おくれてきた刑けい事じ、ちょいと手て洗あらいに行く刑事などが利用している。だが左右のふたつはずっと閉じたままだった。それらがいま、両側で、同時に開いたのだ。

「あれって……！」

　ヒトミが携帯を落とした。イミコが「まあ」と言って口を手でおおった。

　右側の扉。そこから〈出歯亀刑事〉たちがなだれこんできた。こいつらにも昨日の、車でふっ飛ばされたときの後こう遺い症しようがあるらしく、動きがぎくしゃくとしている。

〈出歯亀刑事〉たちは手に手に武ぶ器きを握にぎりしめていた。短たん機き関かん銃じゆうに大だい口こう径けい拳けん銃じゆう、銃じゆう身しんを切りつめたショットガンなどで武ぶ装そうしている。

　よりによって、ショットガンを握っているのは〈出歯亀刑事〉だ。ゆるせねえ。俺以外の野郎がショットガンを持つなんて言ごん語ご道どう断だん。きっと「ショットガンで〈ショットガン刑事〉をぶっ殺したら最高に面白いぜ！」とかなんとか言って喜よろこんでいやがるのだろう。馬鹿野郎め。

〈出歯亀刑事〉のまわりには〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉も立っている。〈ニコラス刑ケイ事ジ〉も立ってる。〈首まで地面に埋うまってる刑事〉の姿すがたは見当たらない。きっとどこかに埋まっているにちがいない。俺が知らない刑事たちも何人かいるようだ。ぜんぶで十人といったところか。ヒトミは口の中で「あれって、北海道の刑事さんじゃ……？」などとつぶやいたりしている。

　そして、左側の扉。

　マフィアたちがなだれこんできた。天神橋ファミリーの連中だ。こちらは武装なんかしていない。もちろん武器を隠かくし持っているのはまちがいないが、一いち応おうは友好的な雰ふん囲い気き。なにせ、こいつらは俺と大口の取引きをするつもりでここへ来ているのだから。

　マフィアたちは手に手にスーツケースやバッグなどを持っている。あの中には葉っぱや錠じよう剤ざいなどの禁きん制せい品ひんが山ほど入っているのだろう。人数は十五、六人といったところか。もちろん坊ぼう主ず頭あたまや天神橋の姿もあった。昨日の夕方、俺に痛いためつけられたやつら。

　マフィアたちは皆みな、足を踏ふみ入れた場所が思いがけず明るいので驚おどろいている。目を細め、目をこすっている。思いがけず大おお勢ぜいの人間がいるので面食らっている。

　しかも、会場にいるのはみんな刑事なのだ。ごたいそうに『○○刑事』と書かれた名な札ふだまでつけている。マフィアたちが驚くのは当然というもの。禁制品の詰つまったバッグを持って、刑事たちの群むれの中へ来てしまったのだから。

「おめえら……」

　坊主頭が言った。目が慣なれてきたのだろう。視し線せんは刑事たちの群れを越こえて、〈出歯亀刑事〉たちに向けられている。〈出歯亀刑事〉たちの視線もマフィアたちに注そそがれている。

　二組の悪あく党とうどもが、全国の刑事と丸テーブルの群れと山やま盛もりの料理をはさんで向かい合う。

　もちろん、驚いているのは悪党どもだけじゃない。全国の刑事たちも仰ぎよう天てんしている。〈総そう会かい〉の会場に、武装した、戦争の最前線にでも出かけていくような格かつ好こうの男たちが乗りこんできたのだから。別の扉からは人にん相そうの悪い、いかにもマフィア然とした（天神橋に至いたっては首からマフラーを長くかけたりしている）連中が乗りこんできたのだから。

　会場がしんとなった。ざわめきが消えた。自分がつばを飲む音までがはっきりと聞こえる。時間が静止したように感じられる。

「虎雄さん。これっていったい……？」

　ヒトミがコートの肘ひじ部分を引っぱってきた。

　俺おれは、自分のまわりにだけ聞こえる声でこたえた。

「俺はマフィアに大口の取引きを持ちかけて、この場所と時間を指し定ていしたのさ。左側の扉から来るように、その近くにある階かい段だんを利用するように言ってな。〈出歯亀刑事〉には決着をつけようと持ちかけて、この場所と時間を指定しておいたってわけだ。右側の扉から来るように言ってよ」

「それは、そうなんだろうと思いますけど」

「会場を変へん更こうさせたのは、この演えん出しゆつがしたかったからさ」

　俺はヒトミに命じ、まず〈総会〉の会場を変更させた。その件けんがだれにも伝わらないように徹てつ底ていさせておいた。幹かん事じ校であるうちの刑事たちにさえも、だ。

　実じつ際さい、会場変更の件を知っていたのは〈エプロン刑事〉などの、信用のおける少数の刑事たちだけだ。ほかは全員、ほんの数分前に知ったばかり。全員、実際にもともと予定されていた会場（ここの真下だ）へ足を運び、そこで『急きゆう遽きよ、会場が変更されました。この真上です』という趣しゆ旨しが書かれた貼はり紙を見て知ったばかり。

　いまいる刑事たちは全員、その貼り紙を見てここへ来ているのだ。このあたりの事情は当然、ヒトミにもわかっている。

「まっとうな刑事たちは全員、まず最初に予定されていた会場へ足を運ぶ。当然、〈総会〉の開始時じ刻こくよりは少し早くな。そこに貼り紙があるから、それを見てここへ来てるわけだ。どっこい、〈出歯亀刑事〉たちの場合は、そうはいかねえ。なんせ、〈総会〉の開始と同じ時刻に俺との約やく束そくがある。〈総会〉はあとまわしにしようと考えるはずだ。俺を片かたづけたあとで、少し遅おくれて参加しようと考えるはずだ。予定されていた会場へは足を運ばず、当然のことながら貼り紙を見ることもなく、いきなりここへ現あらわれる」

「わかりましたわ」

　イミコが目を天神橋ファミリーと〈出歯亀刑事〉たちの間で往おう復ふくさせている。注意をそちらへ奪うばわれたままでつぶやく。

「虎雄さんは、どの方が悪い刑事さんなのかわからない、とおっしゃっていました。ですが、ここで待っていれば、右からいらっしゃった方が悪い刑事さんだ、ということがわかる。そういうことですのね？」

「でも、そうだとしたら、あれは……あの人って……」

　ヒトミが〈出歯亀刑事〉たちのほうを凝ぎよう視ししている。いまにも失しつ禁きんしそうな表情になっている。なぜだ。

　目でヒトミの視線をたどった。ヒトミが見ている先に目をすえた。

　俺も失禁しかけた。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉のうしろ。そこに立っている人物。

〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉が一歩、前へ踏みだし、それで完全に見えた。八二分けがあらわになった。

「刑事部長だと!?」

「裏うら切ぎりやがったな！」

　突とつ如じよとして、引きつった声が場の沈ちん黙もくを裂さいた。

「ちくしょおおおおお！」

　坊ぼう主ず頭あたまが絶ぜつ叫きようしている。質しつ量りようが感じられそうなほどの大声。

　振しん動どうでシャンデリアが落ちるんじゃないかと思った。それほどの声だった。怒いかりがこもっていた。マフィアたちすべての怒りがこもっていた。驚おどろきから変化した怒り。

　連中が怒おこる理由を知っているのは、俺と、おそらくは伊丹冴のみ。

　坊主頭が銃じゆうを抜ぬいた。撃うった。弾だん丸がんが会場を横切り、料理の上を横切り、〈出歯亀刑事〉の胸むねをとらえた。

〈出歯亀刑事〉が胸を押おさえ、よろめき、宙ちゆうをかきむしるようにして倒たおれた。銃じゆう身しんを切りつめたショットガンは握にぎりしめたままだ。

「始まりやがった」

　俺はボストン・バッグからショットガンを抜いた。







　誤ご算さんだった。まさか刑事部長までが悪あく事じにかかわっていようとは。想そう像ぞうだにしなかった。なんの前ぶれもなく尻しりを蹴けりあげられたような気分だ。

〈全国刑事部総会〉の会場は騒そう然ぜんとなった。〈はぐれ刑事ポル・ポト派〉たち──刑事部長たちと呼よぶべきか──はすぐに応おう戦せんした。持っていた強力な武ぶ器きをぶちかました。

　無数の弾丸が会場を横切る。天神橋ファミリーに襲おそいかかる。マフィアたちが悲ひ鳴めいをあげ、両手をあげてのけぞる。
















　マフィアたちの数は汚お職しよく刑事たちよりも多いが、まだ武器を構かまえていなかった。武器を出していたのは坊主頭だけだった。次々と汚職刑事たちに撃たれ、倒れていく。

「はめやがって！」

　坊主頭がまた叫さけんでいる。倒れた仲間を盾たてにしている。昨日、俺にやられて学習したらしい。これは使える、と思ったのかもしれない。

　全国の刑事たちも黙だまってはいない。皆、懐ふところにはホルスターを吊つるしている。事じ態たいを理り解かいしないままに、とりあえず悪あく党とうを片づけようとしている。狙ねらうのはマフィア。

　銃弾がでたらめに飛び交かう。料理の山が流れ弾だまを食くらい、宙へと舞まいあげられる。ステーキがひき肉になる。フルーツがペーストになる。粉ふん砕さいされ、ジャムと区別がつかなくなる。

「どういうことなんですか!?　マフィアたち、〈出歯亀刑事〉たちを知ってるみたいだ。さっきは裏切ったとかなんとか言ってました！　なんで面めん識しきがあるんです!?　マフィアと汚職刑事たちが。それに、なんで虎雄さんはここへマフィアたちを呼んで!?」

　ヒトミが叫ぶ。声が銃じゆう声せいにかき消される。頭をかかえ、床ゆかへかがみこむ。

　隣となりではイミコがほうけたような顔で立ちつくしている。それを冴がかばい、壁かべ際ぎわへ寄よせようとしている。

　俺は銃弾の中をかいくぐり、三メートルほど進んだ。とりあえず丸テーブルを蹴り倒し、上にのっていた皿やナイフやフォークやフィンガーボウルを床へぶちまけた。テーブルを転ころがし、壁際まで引き寄せて、冴たちをその陰かげに隠かくれさせた。

「ちょいと待ってな」

「虎雄さん!?」

「説明はあとだ」

　ヒトミに言った。胸むなぐらをつかみ、床から立ちあがらせた。こいつは銃を持っている。泣きわめきながら隠れているのは、こいつの仕事ではない。刑事の仕事ではない。

「おまえも来やがれ」

「来るって言ったって!?」

「刑事部長をぶちのめしゃいいんだよ」

　全国の刑事たちがマフィアを撃っている。マフィアたちが態たい勢せいを立て直し、汚職刑事たちを撃っている。汚職刑事たちがマフィアに撃ちかえしている。全国の刑事たちは汚職刑事たちに対しても発はつ砲ぽうしている。事態がのみこめず、とりあえず撃っているのだ。

　奇き妙みような撃ち合いの三角形ができあがっている。

「全国の刑事諸しよ君くん、聞いてくれ！」

　刑事部長がわめきたてている。マフィアたちのほうを指さし、「我われ々われは刑事だ！　全国の刑事諸君、我々を撃つんじゃない！　我々はあいつらを追ってきた。あいつらを撃て！」などと死に物狂ぐるいで訴うつたえている。

　その声も、銃声とグラスの割われる音と皿がひっくり返る音とパイナップルが弾はじける音の中では矮わい小しようなものでしかない。拡かく声せい器きでもないかぎり、場の動きを統とう制せいすることなんて不ふ可か能のうだ。

「でも、刑事部長を撃つなんて！」

　ヒトミが反はん論ろんしてくる。

　俺はかまわずに引きずった。

「つべこべ言ってんじゃねえ！　あいつも汚職刑事だとしたら、連中の大ボスはあいつだってことだ。いまぶっ飛ばさないでどうする!?」

　流れ弾だまが飛んできた。ヒトミの額ひたいに命中した。

　ヒトミは死んだ。

「くそっ。役立たずめ」

　ヒトミの服から手を離はなした。姿し勢せいを低くして走る。首をうしろへねじ曲げ、冴に指し示じした。

「イミコを頼たのんだぜ」

「バッグ、預あずかってあげましょうか」

　冴がしなやかな腕うでを伸のばしてきた。

　ざけんな。全額、持ち逃にげされるに決まってる。

「ま、そういうところも魅み力りよくなんだけどな」

　俺は冴に片目をつむってみせた。もちろんバッグは渡さない。

　冴は少し、不満そうな表ひよう情じようになった。

　俺は右側の扉とびらへ走った。汚職刑事どもは俺がさっきやったように、丸テーブルを倒たおし、バリケードを作っている。それを盾たてにして撃うち合いを続けている。

　刑事部長の姿をさがしもとめた。偶ぐう然ぜん、本人と目が合った。刑事部長は俺の接せつ近きんに気づいた。俺が刑事部長だけを狙ねらっていることに気づいた。

　刑事部長は身をひるがえし、扉の向こう側へ消えた。廊ろう下かへと出た。この場から逃にげるつもりなのだ。逃げてどうなるものでもないというのに。

「逃がすかよっ」

　刑事部長の逃とう亡ぼうに気づいたのは俺だけのようだ。俺は行き交かう弾だん丸がんの下をかいくぐり、その場で方向転換。もと来た場所へもどった。一路、会場後方の扉へ。そこから出るのが一番てっとり早い。

　扉は閉しまっていた。俺は体当たりをかけた。扉の重みを肩かたで押おしかえした。俺は転がるようにして廊下へと出た。

　お仕し着きせをきたホテルの従じゆう業ぎよう員いんたちがおびえた様子で俺を見ている。開いた扉から中を見ている。俺は忠ちゆう告こくを与あたえた。

「いまは、入らねえほうがいいぜ」

　廊下を走る。角を曲がる。会場内では右側に見えていた扉が開いている。廊下をはさんだ向かい側には別の扉がある。扉は階かい段だんへと続いている。汚お職しよく刑事たちがのぼってきたはずの扉。その扉も開いていた。まだ閉まりきっていなかった。刑事部長が抜ぬけていったばかりということだ。

　階段へと足を踏ふみ入れる──直前、向かいにある扉のすき間から、ちらりと会場内の混こん乱らんが見えた。

　扉のすぐ前で〈出歯亀刑事〉が倒れていた。坊ぼう主ず頭あたまにいきなり撃たれ、あっさり倒れやがった馬ば鹿か野や郎ろう。俺はほんのついでに、やつの手をショットガンで撃った。腕ごと跳はねあがり、指が開き、握にぎりしめていたショットガンが床ゆかへ転がっていった。これでいい。ショットガンを持っていていいのは世界中でただひとり、俺だけだ。

　身体からだの向きを変え、あらためて階段に足をかけた。無ぶ愛あい想そうなコンクリ製せいの階段だ。ふだん客が使うためのものではなく、非ひ常じよう時の脱だつ出しゆつ用に造つくられたものだろう。いまの状じよう況きようにふさわしい。

　ここは四階だ。刑事部長が逃げるとしたら一階、ホテルの玄げん関かんのほうだ。俺は階段を下方向へ、四段飛ばしで駆かけ降おりた。最初の踊おどり場に着地して、ふと足をとめた。

「そんなに単たん純じゆんじゃねえか」

　相手は仮かりにも刑事部長だ。くせ者ぞろいの刑事部でトップまでのぼりつめた男だ。刑事部長は自分の歩ほ幅はばよりも俺の歩幅のほうが広いことぐらい承しよう知ちしている。追いつかれることがわかっているのに階段を駆け降りたりしないはずだ。

　俺はその場で立ちどまり、息をひそめた。聞き耳を立てた。階段の扉が開く音はさっきから聞こえていない。その点はまちがいない。そして──だれの足音も聞こえてこない。つまり、だれも階段をのぼったり降りたりしていない、ということだ。あるいは足音を立てないようにして移い動どうしているか。

「てことは、上だな」

　こんどは三段飛ばしで駆けあがった。

　俺の足音が聞こえたのだろう。上からののしり声が降ふってきた。急に走りだす足音が聞こえた。思ったとおりだ。気がついてよかった。

　刑事部長は手すりの向こう側に隠かくれ、俺が下へ降りていくのを待っていたのだろう。俺をやりすごし、あとからゆっくりと別の経けい路ろで逃げるつもりだったのだろう。そうはさせるか。

「刑事部長。あきらめやがれ！」

　上へ向かって呼よびかけた。

　返事はなかった。荒あらい息づかいの音だけが反響し、聞こえてくる。刑事部長の呼こ吸きゆう音おんと俺の呼吸音が混まざり合う。閉へい鎖さされた空間の中で一体となり、やがて消えていく。

　俺はひたすらにのぼった。扉が開く音は聞こえてこない。いや、聞こえた。もう何階までのぼったかわからない。

　踊り場を二回越こえたところで、廊下へと続く扉が開いていた。俺は扉の把とつ手てをつかんだ。階段からは出ずに、わざと音を立てて扉を閉めた。足をとめて、また息をとめた。酸さん欠けつで死にそうだ。

　しばらく耳をすませた。上から足音が聞こえてきた。刑事部長はまだ階段内にいるのだ。この扉を開けたのは俺をだますためだったらしい。俺に、自分が廊ろう下かへ出たと思わせるためだったらしい。刑事部長は俺が廊下へ出たと思い、また階段をのぼりだしたのだ。

　俺は大声で呼びかけた。

「残念だったな、刑事部長！　俺はそんなに甘あまくねえ！」

　上から聞こえてくる足音が大きくなった。刑事部長が足を速めたのだろう。

「そろそろ観かん念ねんしたほうがいいんじゃねえのか!?」

　階段をのぼった。のぼってのぼってのぼりまくった。

　足が重くなってきた。ボストン・バッグが重く感じられるようになってきた。ショットガンの重みだけは変わらない。力強く、心強い。

　こんどこそ扉の開く音がした。わざとらしい、さっきのようなどでかい音ではなかった。人が扉を開けるときに発するであろう、ごくごく自然な音だ。

　俺は音の響ひびきから、刑事部長との距きよ離りがずいぶんと縮ちぢまったことを悟さとった。刑事部長はいまごろ恐きよう慌こう状じよう態たいにおちいっているはずだ。〈総そう会かい〉の会場から部下を置いて逃げだしたことからもそれがうかがえる。もう刑事部長は終わりだ。進しん退たいきわまったというやつだ。

　扉が閉とじかけていた。俺はそこを抜けた。

「なんだ？」

　風が吹ふきつけてきた。廊下ではなかった。俺は目を細め、腕うでで顔をかばった。弾だん丸がんが飛んでくることを警けい戒かいし、素す早ばやく身をかがめた。前方へ身を投げだし、勢いきおいよく転がった。

　大だい丈じよう夫ぶだ。弾たまは飛んでこない。

　周囲を観察してみる。暗く、風が強く、だだっ広い。いつの間にか屋おく上じようまでのぼりつめていたらしい。この場を照てらしているのは月明かりと星明り、そして眼がん下かに広がっているであろう街まちの夜景が放はなつ光のみ。

「君を見くびっていたらしいな。〈ショットガン刑事〉」

　刑事部長は正面に立っていた。リボルバー式拳けん銃じゆうを腹はらの位置でかまえていた。銃じゆう口こうは俺の胸むねの位置でぴたりと固定されている。

　俺は膝ひざの関かん節せつをのばした。まっすぐ立ちあがった。俺の動きに合わせ、刑事部長のリボルバーが銃身の角度を変える。

「俺のほうは、どうやらあんたを過か大だい評ひよう価かしてたみたいだ。まさか、ここまで馬鹿だとはな」

　こちらの言葉に、刑事部長の口もとがいらだたしげにゆがんだ。対たい照しよう的に、八二に分けられた髪かみは強風でも乱みだれない。いったいどんな整せい髪はつ料りようを使っているというのか。

「みんなわかったぜ。なにもかもわかった」

「聞かせてもらおう」

　刑事部長が挑ちよう発はつするように言ってきた。

　乗ってやろうじゃねえか。俺がどれだけ切れ者かわからせてやろうじゃねえか。俺は刑事部の中で唯ゆい一いつ、独どく力りよくですべての事実を──その裏うら側がわを──理り解かいした男なのだ。

　姿し勢せいを正した。こちらも挑戦的な態度で、ゆっくりと口を開いた。

「俺は昨日、マフィアどもから話を聞いたんだ。あいつらは刑事からなにか買う予定だ、と言ってた。それでぴんときたのさ。今日、俺が会ったマフィアの下っぱは、禁きん制せい品ひんの入にゆう手しゆ先は汚お職しよく刑事たちだ、とも言ってた。それで裏うらがとれた。マフィアどもに禁制品を売りつけていたのは刑事部長、あんたたちだ。おおかた、ふだんの捜そう査さで押おう収しゆうした品を横流ししてたってところだろう。押収品をマフィアどもに売りつけて、そのカネを自分の懐ふところに入れてた。〈出歯亀刑事〉や〈首まで地面に埋まってる刑事〉たちは不正行こう為いの仲間だった。そういうことなんだろ？」

「そうだ。刑事部一の落ちこぼれ刑事が、よくそこまで見み抜ぬいたものだ」

「それだけじゃねえ」

　この〈ショットガン刑事〉に対して、落ちこぼれ刑事とはよく言ってくれたものだ。

「刑事部長、さっきあんたは〈出歯亀刑事〉たちと一いつ緒しよに会場へ現あらわれた。まんまと俺の罠わなにはめられてな。そのとき、あんたのまわりには見み覚おぼえのねえ連中も交まじってた。あれは他校の刑事なんだろ？　他校の刑事部に所しよ属ぞくする汚職刑事たち。そいつらともあんたはつながってる。全国の汚職刑事どうしで、幅はば広ひろく、言うなれば汚職刑事のネットワークみたいなものを作っていやがるんだ。でもって、〈全国刑事部総会〉は刑事部どうしの交流の場であると同時に、あんたら全国の汚職刑事たちが一同に会する場でもあった。それぞれが自分の管かん轄かつで押収した品を集め、それを同時に、大量にマフィアへと売りさばく場でもあった」

　だから天神橋たちは昨日の段階で「刑事たちから品を買うつもりだ」と言っていたのだ。今日の段階では大量の品をちゃんと用意していたのだ。つまり、今日の午前中あたりに仕入れたということだろう。おそらくは刑事部長たち汚職刑事との取引き。

　刑事部長が俺の動きを油ゆ断だんなく目で追っている。

　俺はショットガンの銃じゆう把はを握にぎりしめた。

「俺はマフィアどもを〈総会〉の会場へ呼よびだした。噓うその取引きをでっちあげてな。そして、もちろん、俺はあんたたちも呼びだしたわけだ。マフィアどもは、自分たちが刑事たちのまっただ中へ来ちまった、ということに気づいた。さらに、その場所であんたたちの顔を目にした。それで、連中はあんたたちに裏切られたと思ったんだ。あんたたちが連中を裏切り、逮たい捕ほするつもりだと思ったんだ。なんせマフィアどもの鞄かばんには禁制品が山ほど入ってるわけだからな。あわてるはずだぜ。あんたたちに対して怒いかり狂くるい、いきなり襲おそいかかってくるわけだぜ」

　そして──公共の場、しかも〈総会〉に来ている刑事たちの目の前で銃を発はつ射しやしたことで、全国の刑事たちにはマフィアどもを逮捕する理由ができた。あの場にいるまっとうな刑事たちの数は百名をくだらない。いまごろはマフィアどもを鎮ちん圧あつし、ひとりひとりに手て錠じようをかけていることだろう。

　当然、全国の刑事たちはマフィアを尋じん問もんすることになる。なぜあの場へ来たのか、なぜいきなり発はつ砲ぽうを始めたのか。そのことを問いただすことになる。そうすれば、結果として、マフィアどもの口からは刑事部長たちの話が出てくることになるだろう。自分たちに禁制品を横流ししていた汚職刑事たちの話が。

　マフィアどもにとって、刑事部長たちは自分たちを裏切った相手だ。少なくとも彼らはそう思いこんでいる。俺にだまされたことも知らずに。従したがって、これまでの闇やみ取とり引ひきについて、すべてをぶっちゃけることにやぶさかではあるまい。

　さらに、マフィアどものバッグから大量の禁制品が発見されて、その出所が調べられることになって──それらは、刑事部長たちが汚お職しよくを行おこなっていたことの証しよう拠こ品ひんとなるのだ。

「私の見たところでは」

　刑事部長が言った。この期ごにおよんで、まだ余よ裕ゆうを見せていやがる。

「あらゆる事じ情じように通じているのは、〈ショットガン刑事〉。君だけのようだが」

「俺だけじゃねえさ」

「ヒトミくんのことかね？　彼ならいくらでも丸めこめる。私には刑事部長という地位と権力がある。残念だが、その点は君のほうが過か小しよう評ひよう価かしているようだ。適てき当とうな事実を捏ねつ造ぞうすることは可か能のうだろう。天神橋の証言は苦しまぎれのたわごとだ、と人々に思わせることは可能だろう。ここで君が死ねば、すべてを丸くおさめられる。多少の苦労はあるだろうが」

「ここで俺を殺やるってのか？　あんたに殺れるってのか？　銃の腕うでじゃ、あんたは俺に及およばない。あんたは不ふ死じ身みってだけで、傷きずを受けないわけじゃねえんだ。無理しないほうがいいぜ」

「相あい討うちぐらいには持っていけるだろう。そうなれば、死なない私のほうが有利だ。それに」

　刑事部長の口もとには笑えみが貼はりついていた。視し線せんが俺の身体からだを素す通どおりしている。俺のうしろへと向けられている。いったいどういうつもりなんだ？

「だれが、私が君の相手をすると言った？」

　刑事部長が言った。そこで気づいた。

　俺はぎょっとなり、銃口を向けられているにもかかわらず、思わずうしろをふり返った。

　背はい後ごで扉とびらが開いた。階段からの光がさっと屋おく上じように射さした。

「冗じよう談だんだろ？　なんでおまえが……」

　思わず、うめくような声を出してしまう。

　開いたばかりの戸口に〈まるだし刑デ事カ〉が立っていた。廊下の光を背せ負おっていた。輪りん郭かくがくっきりと浮うかびあがっていた。ヘアーが風になびいていた。手には銃があった。

〈まるだし刑事〉が俺に言ってくる。

「気がつかなかったようだな、〈ショットガン刑事〉。会場で、おれはずっとおまえを監かん視ししていたのだ」

「信じられねえ。おまえまで、刑事部長の仲間だってのか？」

　俺はたずねた。下の会場で、〈まるだし刑事〉は右の扉から現あらわれなかったはずだ。刑事部長を含ふくむ汚職刑事の一団には交ざっていなかったはずだ。〈まるだし刑事〉が汚職刑事であるわけがない。そう信じたかった。

「おれは、常つねに正しい側の味み方かただ」

〈まるだし刑事〉が言った。

　俺は絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようにもかかわらず、この上ない安心感を抱いだいた。思ったとおりだ。もし〈まるだし刑事〉が汚職刑事なら、こんな返答をするわけがない。〈まるだし刑事〉は、汚職刑事ではないのだ。純じゆん粋すいに、〈刑事Ｂ〉暗殺事じ件けんの容よう疑ぎ者しやである俺を逮たい捕ほするために、この場へ現れているのだ。

　ならば、説明しなくては。こんどこそ、撃うちあいになる前に事情を話さなくては。

「〈まるだし刑事〉、聞いてくれ。そこの刑事部長は汚職刑事なんだ。そいつらが〈刑事Ｂ〉を殺やったんだ。俺に罪つみをなすりつけようとしてやがる！　俺を殺そうとしてやがる！」

「〈まるだし刑事〉。その男は苦しまぎれに噓うそを並ならべたてているだけだ。早く始し末まつしたまえ」

　刑事部長が冷れい酷こくに言う。俺に銃口を向けたままで。

　ちくしょう。この状況は恐おそろしく不利だ。〈まるだし刑事〉は俺と刑事部長、それぞれの言葉を吟ぎん味みすることだろう。その結果、俺のほうを信用してくれるとは思えない。刑事部長は刑事部長であり、俺は刑事殺しの容疑者でしかない。

〈まるだし刑事〉は、すぐには行動に移うつらなかった。俺と刑事部長をじっと見下ろしていた。

「どうした、〈まるだし刑事〉」

　刑事部長が、じれたようにうながす。

「なにをじっとしている？　まさか、私を信用しない、などということはあるまい。私よりもこんな不良刑事を信用する、などということはあるまい。さあ、早く〈ショットガン刑事〉を撃つのだ。また撃たれないうちに！」

「刑事部長」

〈まるだし刑事〉が言った。妙みように静かな口調だった。

「この状況だけを前にしたなら、たしかにあなたを信用したかもしれません。あるいは、ずっと信用してきた同どう僚りようとの上司との間で、いずれを信じるべきか悩なやんだかもしれません」

　妙な雰ふん囲い気きだった。〈まるだし刑事〉がどういう意味でこんなことを言っているのか、刑事部長も理り解かいしかねているようだ。眉まゆをひそめている。それは俺も同じだった。

「〈まるだし刑事〉。なにを言ってやがる？」

「ですが、おれは、妹の言葉は必かならず信じるようにしている」

〈まるだし刑事〉が言った。その直後、うしろから別の人ひと影かげが現れた。よく見るまでもない。夜空の下でさえ輝かがやいて見える、純じゆん白ぱくのエプロン。それが風になびいた。

　俺は、思わず叫さけんでいた。

「〈エプロン刑デ事カ〉！」

「〈ショットガン刑事〉、ごめんね。やっぱりだまっていられなくて。お兄ちゃんだけには話してもいいかな、と思って。〈ショットガン刑事〉から聞いた話……」

　なるほど。〈エプロン刑事〉は、俺が〈総そう会かい〉の会場へ来ることを知らされていた。俺自身によって。そして、彼女はそのことを──ほかの、もろもろの事じ情じようと共に──兄の〈まるだし刑事〉に話していたのだろう。だから〈まるだし刑事〉は会場で俺をさがし、監視し、ここまでつけてくることができたのだ。

「刑事部長。残念です」

〈まるだし刑事〉が言った。

　俺はこらえきれず、にやついてしまった。

「なるほどな。ずっと俺を見み張はってた、ここまでつけてきた、ということは──扉とびらの外で、俺と刑事部長との会話も聞いてたってことだ。どっちが悪者なのか、そりゃわかるってもんだ」

「くそっ。どいつもこいつも……！」

　刑事部長の顔に、初めて焦あせりの色が表れた。銃じゆう口こうが俺と〈まるだし刑事〉との間で往おう復ふくを始めた。安定しない。行ったり来たりしている。視し線せんが泳ぎ、銃口が標ひよう的てきを決めかねてさまよう。

「三対一なんだからね！」

〈エプロン刑事〉が凜り々りしい声で言った。腰こしの前で腕うでを交差させ、両方の腿ももから一丁ずつオートマティックを抜ぬきだした。それらを構かまえ、銃口をぴたりと、刑事部長のほうへ固定する。

　彼女の動きを横目に、俺は言った。

「刑事部長。たしかにあんたなら、ヒトミぐらいなら丸めこめるだろうさ。どっこい、相手が〈まるだし刑事〉となれば話は別だ。俺を殺しただけじゃすまねえ。ここで俺と〈まるだし刑事〉、それに〈エプロン刑事〉を殺すか？　三人を相手に勝ってみせるか？」

「〈ショットガン刑事〉……」

　刑事部長が歯を食いしばっている。奥おく歯ばがぎりぎりと音を立てている。それが風に乗って俺の耳にまで届とどく。

　聞き流した。俺の、俺たちの勝利宣せん言げん。

「刑事部長。あんたの負けだ」

「負けてなどいない！」

　絶ぜつ叫きようとともに、刑事部長が撃うった。

　俺おれは横っ飛びに逃のがれた。〈まるだし刑事〉も俺とは反対方向に跳とんだ。〈エプロン刑事〉は前方、斜ななめ上へ跳んで、くるくると空中でまわった。回転が速いために、やはり背後を見ることはできない。だれにも。

　刑事部長が続けざまに撃ってくる。俺と〈まるだし刑事〉、そして〈エプロン刑事〉に向けて、交こう互ごに銃を乱らん射しやしてくる。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなことで命中させられるわけがないのだ。

　俺は冷静にショットガンを構えた。〈まるだし刑事〉も構えていた。〈エプロン刑事〉も両足で着地し、膝ひざ立ちの姿し勢せいで構えていた。二丁拳銃。四つの銃口が刑事部長をとらえることになった。

「俺が撃つ」

　宣言した。

　それだけで意い思しが通じた。〈まるだし刑事〉と〈エプロン刑事〉は無む言ごんで銃口を下げた。

　俺は刑事部長に向けて撃った。一発。それで終わりだ。

　散さん弾だんが命中した。抵てい抗こうなどできるわけがなかった。

　刑事部長の身体からだが浮うかびあがった。着弾の衝しよう撃げきに持ちあげられ、飛ばされ、放ほう物ぶつ線せんを描えがいた。そのまま屋おく上じようの柵さくを越こえていく。夜の空へと吸すいこまれていく。輝かがやく夜景を背はい景けいに落下していく。悲ひ鳴めいが長く尾おを引き、やがて風にまぎれる──。







　残った三人で立ちあがった。だれともなく歩み寄よった。うなずきあい、そして──俺と〈まるだし刑事〉は、正面から目線を交かわした。
















〈まるだし刑事〉の全身に鳥とり肌はだが立っている。屋上の寒さのためだろう。それが、この上なく魅み力りよく的なものに思える。

　俺は礼を言った。

「〈まるだし刑事〉。来てくれて助かったぜ」

「当然のことをしたまでだ」

「〈エプロン刑事〉の話を聞いて──それだけで、よく俺を信用してくれたもんだ」

　俺はショットガンを脇わきへ下ろした。

〈まるだし刑事〉はそれを見下ろし、こたえた。

「正しよう直じきなところ、おれは〈刑事Ｂ〉暗あん殺さつ事じ件けんに関する刑事部長の判はん断だんに、いろいろと疑ぎ問もんを感じていたのだ。異い様ように〈ショットガン刑事〉を敵てき視しする姿し勢せいなどは明らかに不自然だと思っていた。最初からな。だが、それを訴うつたえることはできなかった。そんなことをすれば、捜そう査さの担たん当とうから外はずされてしまいかねなかった」

「そうだったんだ。あたし、ぜんぜん知らなかったな」

〈エプロン刑事〉が感心もあらわに兄を見上げる。

　その兄が続けた。

「だから、おとなしく従したがうふりをしていたわけだ。身動きは取りやすいほうがいいからな。真実を見み極きわめるためには」

「なるほど。よくわかったぜ」

　俺も感かん服ぷくした。同時に、この偉い大だいな刑事を撃ってしまった、という事実をまた思いだした。苦にがい思いが胸むねを嚙かんだ。

　だから、俺は、やっと声に出して謝あやまった。謝ることができた。

「オフィスでのこと。すまねえ」

「どうってことはない。このとおり、ぴんぴんしているさ。多少、腫はれてはいるがな」

〈まるだし刑事〉は己おのれの身体からだを見下ろした。〈エプロン刑事〉も兄の身体をたのもしげに見ている。

　俺はふと思った。あのとき。刑事部のオフィスで向かいあったとき、〈まるだし刑事〉はわざと俺に撃たせたのかもしれない。俺を逃にがすために。

　あの場には〈出歯亀刑事〉がいた可か能のう性せいも高い。〈まるだし刑事〉はそのことも考こう慮りよしていたのだろう。

「どこまでも大した刑事だぜ。〈まるだし刑事〉、おまえはよ」

「おまえほどじゃないさ」

「このショットガン……」

　俺はあらためて自分の武ぶ器きを持ちあげ、じっとながめた。

「今回の騒さわぎを通して、何度か思ったんだけどよ。こいつが改かい造ぞうモデルガンでよかったのかもしれねえ。本物じゃなくて、むしろよかったのかもしれねえ。おまえを殺さずに済すんだんだからな。それに、大事な場面ではちゃんと役に立ってくれた」

　俺は屋上の端はしへ目をやった。さらにその先、刑事部長が吸いこまれていった虚こ空くうをじっと見つめた。兄妹刑事も身体ごと向きなおり、同じ方向を感かん慨がい深げにながめている。

「ねえ。〈ショットガン刑事〉」

　ぽつりと、〈エプロン刑事〉がつぶやくように言ってきた。彼女はいつの間にか風かざ下しもに立っており、純じゆん白ぱくのエプロンがぴったりと腿ももに貼はりついていた。彼女は決してエプロンの下を、あるいは裏うら側がわを見せないことで知られている。

「このホテル、たしか十階建だてだったと思うけど」

「それがどうしたんだ？」

「刑事部長、さすがにやばいんじゃないかな？」

「どうってことねえさ」

　俺はショットガンを肩かたにかついだ。ふたりに、とっておきの笑えみを見せた。

「あいつは不ふ死じ身みだ。しばらく動けねえだろうが、三日もあれば完かん治ちしてる」







　エピローグ







「〈ショットガン刑デ事カ〉。我われ々われは皆みな、おまえの働きを評ひよう価かしている。もちろん、不正行こう為いに関かかわっていなかった刑けい事じたちは皆、という意味だが」

「わかってる」

　刑事部のオフィスは大おお部べ屋やだ。部室棟とうの三階をほぼすべて占せん拠きよしている。だが奥おくに一か所だけ、ガラスで囲かこまれた空間がある。もちろんガラスにはブラインドがついており、中のプライバシーを確かく保ほできるようになっている。刑事部長のオフィスだ。刑事部長だけに与あたえられる占せん有ゆうスペース。

　俺おれはこれまで何度もここへ呼よびだされてきた。そしていままた、別の理由でここへ来ている。俺の正面、革かわ張ばりの椅い子すに陣じん取どっているのは──言うまでもない。

　尊そん敬けいすべき俺の同僚、〈まるだし刑デ事カ〉だ。

「だが〈ショットガン刑事〉。おまえが強力すぎる武器を入にゆう手しゆしようとしていた、ということもまた事実だ。おまえは今回の事じ件けん解かい決けつに役立ったが、おまえが事件に巻まきこまれたそもそもの理由は、許きよ可かされていない取引きを試こころみたことにあった」

「そのこともわかってる」

　あれから〈全国刑事部総そう会かい〉の会場はめちゃくちゃになった。だが俺は本来の会場をキャンセルしていなかった。準じゆん備びされた状じよう態たいで残していた。〈総会〉はあらためて、元の会場で開かれることになった。

　もちろん、その前にマフィアどもに対する尋じん問もんはあった。それもとどこおりなく行おこなわれた。汚お職しよく刑事──刑事部長や〈出で歯ば亀がめ刑デ事カ〉、その他、北ほく摂せつ高校やその他の高校に所しよ属ぞくする刑事たち──について、天てん神じん橋ばしたちはすべてを暴ばく露ろした。押おう収しゆう品ひんの横流しは何年も前から行われていた、という話だった。

　だが、それも今年で終わりになるだろう。もう二度と行われることはないだろう。

　汚職刑事たちは刑事の身分を剝はく奪だつされた。さらに停てい学がく処しよ分ぶんを受けた。天神橋たちに関しては、同じ学校の刑事たちがうまくさばいてくれるはずだ。もちろん、袖そでの下を受けとっていない刑事たちが、ということだが。

　俺は死んだとばかり思っていたのだが、ヒトミはしぶとく生きていた。現げん在ざいは意い識しき不明の重じゆう態たい。まだ病院に入っている。あいつは年中、入院しているような気がする。逆に、〈刑けい事じーＢびー〉は奇き跡せき的な回かい復ふくを見せた。いまはもう退たい院いんしたらしい。

　刑事やマフィアたちに怪け我が人にんは多かったが、死し亡ぼうするようなやつはいなかった。もちろん、不ふ死じ身みの刑事部長だって死ななかった。一いち応おうまだ病院にいるようだが、回復するのは時間の問題という話だった。

　俺は〈まるだし刑事〉の背はい後ご、窓まどの外をながめた。第三食堂の屋根が見えた。この時間なら〈エプロン刑デ事カ〉がバイトに精せいを出している頃ころだろう。

　イミコは上じよう機き嫌げんの毎日を送っている。好きな相手といま以上に親しくなれると思いこんでいる。愚おろか者め。世の中にはいくら望もうが実現を信じようが、どうにもならないことがあるのだ。

「従したがって──」

〈まるだし刑事〉が辛つらそうに言う。一言一言しゃべるたびに、物理的な痛いたみを感じているかのように。

「刑事部としては、公式におまえを表ひよう彰しようすることはできない。昇しよう進しんさせるわけにもいかない」

「問題ねえさ。俺はおまえが新しい刑事部長ってことで納なつ得とくしてる。おまえ以上にふさわしいやつなんていねえさ。それに」

　視し線せんを転じる。また窓の外、別の方角をながめる。倉そう庫こ長なが屋や、その端はしにある殺人課かのオフィスが少しだけ見える。俺の、俺だけのオフィス。

「俺は、刑事部長の椅い子すよりいいもんを手にしたんだ」

　今回の件で、刑事部の名前は泥どろにまみれた。最悪のスキャンダル。新しい刑事部長は、これからしばらくの間、周囲への対応に追われることになるだろう。殺人的な忙いそがしさを体験することになるだろう。そんな役目は願い下げだ。

「じゃあな、〈まるだし刑事〉。敏びん腕わん刑事の手が借かりたくなったら、いつでも呼よんでくれていいぜ」

　そう言って、俺は〈まるだし刑事〉のオフィスを辞じ去きよした。畏い敬けいに満ちた同どう僚りようたちの視線を浴あびつつ、刑事部の大部屋を突つっ切り、階段を降おりた。芝生を踏ふみしめ、自分だけのオフィスへと向かう。

「イミコには悪いけどよ」

　口もとがゆるむ。月へ行ったみたいに足どりが軽くなる。「俺は幸せものだ！」と叫さけびだしそうになってしまう。

　俺のオフィス。殺人課のオフィスでは、伊い丹たみ冴さえが待っているはずだ。この俺を待ってくれているはずだ。

　俺はあの夜、混こん乱らんのおさまった宴えん会かい場じようで彼女をつかまえ、すべてが終わったことを告つげた。事実を確かく認にんし合い、そして、彼女に「また会ってくれ」と頼たのんだ。世界一の美女に。世界一の魔ま女じよに。

　もちろん、俺の膝ひざはふるえていた。刑事部長に銃じゆうを向けられたときの比ではなかった。全身に力が入らず、骨がうずき、あらゆる筋きん肉にくがスポンジになっていた。手からショットガンが落ちかけていた。あんなのは生まれて初めてのことだ。

　あのときの俺にはそれが精いっぱいだった。できれば「俺とつきあってくれ」と頼みたいところだったが、とんでもない話だった。捜そう査さへの協力を求めるのは簡かん単たんなのに、そういった理由で呼びだすことはできるのに、個人的な理由で「会ってくれ」と頼むのは恐おそろしく緊きん張ちようする。心しん臓ぞうが尻しりから飛びだしてしまいかける。

　伊丹冴は一言、「いいわ」とだけこたえた。幸さいわい、その場にイミコはいなかった。いれば大おお騒さわぎになっていただろう。あの服ふく装そう倒とう錯さく女おんなは確実に俺を殺そうとしていただろう。しかも六連れん装そうのリボルバーに弾だん丸がんを一発だけ詰めて、俺のこめかみに銃じゆう口こうを向けて、「さあ虎とら雄おさん。ロシアンルーレットですわ！」などと言いつつ、容よう赦しやなく六回、引き金を引く──といった凶きよう悪あくな演えん出しゆつまで加えて。

　俺はそのことを考こう慮りよし、あらかじめイミコを遠ざけておいたのだ。「冴だけに話したいことがある」と言って席を外はずさせておいたのだ。

　イミコに殺されるまでもなく、冴の返答を聞いて、俺はあの世へ逝いきそうになった。「いいわ」。その一言。なによりも価値のあるひとこと。

「ほんとに逝っちまわなくてよかったぜ」

　一千万は〈あぶなげない刑デ事カ〉の車代やら〈総会〉会場の変へん更こう代やらで七百万になった。昇進もできなかった。だが、それがどうしたというのだ？

　少なくともあのカネに関しては、元から刑事部のカネだった。刑事部内の腐ふ敗はいを一いつ掃そうできたのだから、そのために使えたのだから、なにも問題はない。本物のショットガンに関しては──いつの間にか、未み練れんはなくなっていた。今回の事じ件けんを通して、むしろ愛用のショットガン、改かい造ぞうモデルガンに対する愛あい着ちやくが強まったような気がする。

「さて、と……」

　冴とまた会って、それからどうなるのか。俺になにができるのか──神のみぞ知る、というやつだ。前よりも深い関係になれれば、それに越こしたことはないが。

　爆ばく発はつ寸前の心臓を抱かかえて、俺は殺人課オフィスの扉とびらを開けた。中に入った。

　なぜか冴はいなかった。手て洗あらいにでも出ているのか。

　オフィスは四畳じよう半はんほどの空間だ。元は倉庫だったことから、壁かべはコンクリート・ブロックで造つくられている。床ゆかもコンクリ張ばり。真ん中にでかいテーブルがあり、上に雑ざつ多たながらくたが積まれている。それらをパイプ椅い子すと事じ務む用のスチール椅子と食堂前からかっぱらってきたベンチが囲かこんでいる。

　散らかった室内をながめた。

　なんとなく、いやな予感に襲おそわれた。

　俺は、万年置きっぱなしの灯とう油ゆストーブに歩み寄よった。その位置を脇わきへずらした。

　下には俺自身が必ひつ死しでコンクリを砕くだき、土をかきだして造った縦たて穴あながある。穴はストーブでふさがれ、目立たないようにしてある。だれもここに穴があるなんて考えない。ぱっと見て──それどころか、じっくり見てもわかるものじゃない。

　俺はここにずっと一千万を隠かくしていた。昨日からは七百万強に減へっていたが、とにかくそれも隠していた。

　四つんばいになり、縦穴の中をのぞきこんだ。

　カネはなかった。

「──噓うそだろ？」

　考えるまでもなかった。なんとなく予想していたことでもあった。

　彼女が持ち逃にげしたのだ。伊丹冴が。以前、マフィアのカネを持ち逃げしたときと同じように。

　俺をだまして、「あなたの仕事場で待ってるわ」などと言って、この場を隅すみ々ずみまであらためたのだろう。十分に時間をかけて、そして、あのカネを見つけたのだろう。

「信じられねえ。あの女……」

　ますます惚ほれちまいそうだ。

　伊丹冴をさがせ。





（終）









　　　あとがき







　カタニスト！（サタニスト／悪あく魔ま崇すう拝はい者しやっぽく）　秋口ぎぐるです。




　気がつけば約一年ぶりの新しん刊かんになってしまいました。待っていてくださった方かた々がたには心からお詫わび申しあげます。本当にごめんなさい。そのぶん新企画の準じゆん備びなども進めておりますので、どうかご期待くださいませ。近々、小説以外の仕事なんかもお目にかけられそうですぞ[image: ]




　さてさて、この一年間。海外へ行ったり、とある専せん門もん学校で話をさせていただいたり、とさまざまな経験をしてきたのですが──やはりここで報ほう告こくすべきは「〈カタン〉というボードゲームに出会ってしまった」ということでしょう。

〈カタン〉というのはドイツ製のボードゲームです。知っている人からは「なにをいまさら!?」と言われてしまいそうですが（というより確かく実じつに言われてしまうでしょうが）、おれが友だちにすすめられたのは最近になってからのことでした。

　ルールは基本的に四人プレイ。サイコロをふり、ほかのプレイヤーと交こう渉しようし、手て札ふだの交こう換かんを行い、その手札を使って盤ばん上じように街まちや道を作っていく──という、ただそれだけのゲーム。この上なく単たん純じゆんなのですが、それ故ゆえに奥おくが深い。初めての人間でも十五分あればマスターできる（そして勝利できる！）内容です。

　ぶっちゃけた話、かなりはまりました。いま現げん在ざいもはまっています。はまりまくっています。まさにおたく。先日も友だちの家に十人近いメンバーで集まり、朝までぶっ続けでプレイしていました。アナログゲームになど興きよう味みのなかった人間まで熱中する面おも白しろさ[image: ]

　これは少し前のできごとになるのですが、〈カタン〉をプレイしつつ世界各国のビールを飲み比べ！　という子こ供どもっぽいのか大人っぽいのかわからないイベントを開かい催さいしたこともありました。小説家の森もり橋はしビンゴくんなども参加し、めちゃくちゃ楽しかったです。

「ベルギーのギロチンビールうめえ！」「ちくしょう、なんで四が出ない!?」「このビール、アルコール度数一五度もあるじゃねーか！」「おれが浅あさ野のだ！浅野プレイを見せてやる！」（浅野という人が参加していました）「そこ、なに裸はだかになってんすか!?」「てめえ殺す！　俺の邪じや魔まプレイしやがって、絶ぜつ対たいに殺す！」「そこ、セクハラしないの！」

　──といった感じ（善ぜん良りような青少年の皆みなさんは絶対に真ま似ねしないでください）。

　このときは同席していませんでしたが、イラストレーターのヤスダスズヒトくん、小説家の三さん田だ誠まことくんなどもカタン仲なか間まです。




　あまりにも熱中し、のめりこんでしまったため、最近では仲間内で「大おお勢ぜいで〈カタン〉をやりまくるイベントを開催しよう！」などと企画しているぐらいです。どこかの公こう共きよう施し設せつを借り切って百人ぐらいで〈カタン〉！　とか──やれないことはなさそう。実際にこういうイベントもあるらしいですし。

　というわけで、ひょっとしたら本当に開催するかもしれません。詳しよう細さいについてはおれのウェブサイト（復ふつ活かつしました）を参さん照しようしてください。




　──と、ここまで書いて思いだしました。前作のあとがきで「ガンダムのプラモデルを大勢で作りまくるだけのイベント（通つう称しようガンプラ合がつ宿しゆく）を開催したい！」などと書いていたのですが、実はまだ開催しておりません。

　あの話、冗じよう談だんで書いていたのですが──五十人ぐらいの人（おそらく面めん識しきのある相手でおれの本を読んでくれている人全員）に「あれっていつやるの？」「もうやったの？」「僕ぼくも参加させて」などと言われているうちに、引っこみがつかなくなってしまいました。

　こちらもいつか開催するつもりです。同じくウェブサイト参照！（いっそのこと〈カタン〉をプレイしつつガンプラを作りまくるイベントとかどうよ!?　とか思ったり）





二〇〇二年　八月　　秋口ぎぐる　　












ショットガン刑デ事カ




刑デ事カ暗あん殺さつ。







秋あき口ぐちぎぐる
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